
(様式第10)

厚生労働大臣　　　　　　　　殿

開設者名 国立大学法人大阪大学
学長　　西尾　章治郎 (印)

記
1　開設者の住所及び氏名
　住　　　所 〒 565-0871

　氏　　　名
(注)

2　名　　称

3　所在の場所
〒 565-0871

06 ) 6879-5111

4　診療科名
4-1 標榜する診療科名の区分

① 医療法施行規則第六条の四第一項の規定に基づき、有すべき診療科名すべてを標榜

2

(注)　上記のいずれかを選択し、番号に○印を付けること。

4-2 標榜している診療科名
(1)内科

内科 ☑ 有 ・ □ 無

内科と組み合わせた診療科名等
① 呼吸器内科 ② 消化器内科 ③ 循環器内科 ④ 腎臓内科
⑤ 神経内科 6 血液内科 7 内分泌内科 8 代謝内科
9 感染症内科 10 11 リウマチ科

　診療実績

(注) 1

2 　「診療実績」欄については、「内科と組み合わせた診療科名等」欄において、標榜していない
診療科がある場合、その診療科で提供される医療を、他の診療科で提供している旨を記載するこ
と。

　「内科と組み合わせた診療科名等」欄については、標榜している診療科名の番号に〇印を付け
ること。

アレルギー疾患内科またはアレルギー科

「アレルギー疾患内科またはアレルギー科」、「リウマチ科」の診療内容はアレルギー疾患リウマチ
科、「内分泌内科」、「代謝内科」の診療内容は糖尿病・内分泌・代謝内科、「血液内科」の診療内
容は血液・腫瘍内科、「感染症内科」の診療内容は内科で提供している。

大阪府吹田市山田丘２番１５号

　標記について、医療法（昭和23年法律第205号）第12条の3第1項及び医療法施行規則（昭和23
年厚生省令第50号）第9条の2の2の第1項の規定に基づき、令和元年度の業務に関して報告しま
す。

阪 医 病 総 第 ３ 号

大阪府吹田市山田丘１番１号
国立大学法人大阪大学

　開設者が法人である場合は、「住所」欄には法人の主たる事務所の所在地を、「氏名」欄には法
人の名称を記入すること。

大阪大学医学部附属病院

電話(

医療法施行規則第六条の四第四項の規定により読み替えられた同条第一項の規定に基づき、がん、
循環器疾患等の疾患に関し、高度かつ専門的な医療を提供する特定機能病院として、十以上の診療
科名を標榜

令 和 ２ 年 １ ０ 月 ５ 日

大阪大学医学部附属病院の業務に関する報告について



(2)外科

外科 ☑ 有 ・ □ 無

外科と組み合わせた診療科名
① 呼吸器外科 ② 消化器外科 3 乳腺外科 4 心臓外科

5 血管外科 ⑥ 心臓血管外科 7 内分泌外科 ⑧ 小児外科
　診療実績

(注) 1

2

(3)その他の標榜していることが求められる診療科名
① 精神科 ② 小児科 ③ 整形外科 ④ 脳神経外科 ⑤ 皮膚科
⑥ 泌尿器科 7 産婦人科 ⑧ 産科 ⑨ 婦人科 ⑩ 眼科 ⑪ 耳鼻咽喉科
⑫ 放射線科 13 放射線診断科 14 放射線治療科 ⑮ 麻酔科 ⑯ 救急科

(注）　標榜している診療科名の番号に〇印を付けること。

(4)歯科

歯科 ☑ 有 ・ □ 無

歯科と組み合わせた診療科名

1 小児歯科 2 矯正歯科 3 口腔外科
　歯科の診療体制

(注) 1

2

(5)(1)～(4)以外でその他に標榜している診療科名

1 2 3 4 5

6 7 8 9 10

11 12 13 14 15

16 17 18 19 20

(注)　標榜している診療科名について記入すること。

5　病床数

精　神 感染症 結　核 療　養 一　般 合　計

床 床 床 床 床 床

「乳腺外科」、「内分泌外科」の診療内容は乳腺・内分泌外科で提供している。

52 1,034 1,086

乳腺・内分泌外科 病理診断科 形成外科 リハビリテーション科 神経・精神科

　「歯科」欄及び「歯科と組み合わせた診療科名」欄については、標榜している診療科名の番号
に〇印を付けること。

　「歯科の診療体制」欄については、医療法施行規則第六条の四第五項の規定により、標榜して
いる診療科名として「歯科」を含まない病院については記入すること。

糖尿病・内分泌・代謝内科 

　「外科と組み合わせた診療科名」欄については、標榜している診療科名の番号に〇印を付ける
こと。

　「診療実績」欄については、「外科」「呼吸器外科」「消化器外科」「乳腺外科」「心臓外
科」「血管外科」「心臓血管外科」「内分泌外科」「小児外科」のうち、標榜していない科があ
る場合は、他の標榜科での当該医療の提供実績を記載すること（「心臓血管外科」を標榜してい
る場合は、「心臓外科」「血管外科」の両方の診療を提供しているとして差し支えないこと）。

アレルギー疾患リウマチ科 血液・腫瘍内科 老年内科 漢方内科



6　医師、歯科医師、薬剤師、看護師及び准看護師、管理栄養士その他の従業者の員数

職　　種 常　勤 非常勤 合　計 職　　種 員　数職　　　種 員　数

 医　師 人 人 人  看護補助者 人 人

 歯科医師 人 人 人  理学療法士 人 人

 薬剤師 人 人 人  作業療法士　　　　　　 人 人

 保健師 人 人 人  視能訓練士　　　　　　 人 その他 人

 助産師 人 人 人  義肢装具士　　　　　　 人 人

 看護師 人 人 人  臨床工学士 人 人

 准看護師 人 人 人  栄　養　士　　　　　　 人 その他の技術員 人

 歯科衛生士 人 人 人  歯科技工士　　　　　　 人 事　務　職　員 人

 管理栄養士 人 人 人 人 その他の職員 人

(注) 1 　報告書を提出する年度の10月１日現在の員数を記入すること。

2 　栄養士の員数には、管理栄養士の員数は含めないで記入すること。

3

7  専門の医師数　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
専門医名 人　数 専門医名 人　数

人 人

人 人

人 人

人 人

人 人

人 人

人 人

人

(注) 1 　報告書を提出する年度の10月１日現在の員数を記入すること。

2

8　管理者の医療に係る安全管理の業務の経験

管理者名（ ）　任命年月日

 

皮 膚 科 専 門 医

泌 尿 器 科 専 門 医

産 婦 人 科 専 門 医

あん摩マッサージ指圧師

医療社会事業従事
者

22

584

　人数には、非常勤の者を当該病院の常勤の従事者の通常の勤務時間により常勤換算した員数と
常勤の者の員数の合計を小数点以下1位を切り捨て、整数で算出して記入すること。

平成20年～令和元年：医療クオリティ審議委員会委員

土岐　祐一郎 令和2年4月1日

26

30

21

65

23

28

27

129

12

41

17

20

合　計

耳鼻咽喉科専門医

脳神経外科専門医

0 1.00 1.0

3

68

94

3

0

0

14

29

356

61

6

16

0

38

0

0

臨床検査技
師

衛生検査技
師

整 形 外 科 専 門 医

麻 酔 科 専 門 医

救 急 科 専 門 医

123

84 0.00 84.0

0 0.00 0.0

　「合計」欄には、非常勤の者を当該病院の常勤の従事者の通常の勤務時間により常勤換算した
員数と常勤の者の員数の合計を小数点以下2位を切り捨て、小数点以下1位まで算出して記入する
こと。それ以外の欄には、それぞれの員数の単純合計員数を記入すること。

総 合 内 科 専 門 医

診療放射線技師

0.00 3.0

11 0.00 11.0

38 0.00 38.0

小 児 科 専 門 医

17.0 1074.91,062

105 0

2 0.00 2.0 19

486 656.0 921.1 診療エックス線技
師

臨床

検査

眼 科 専 門 医

放 射 線 科 専 門 医

外 科 専 門 医

精 神 科 専 門 医



9　前年度の平均の入院患者、外来患者及び調剤の数

　 歯科、矯正歯科、小児歯科及び歯科口腔外科の前年度の平均の入院患者及び外来患者の数

１日当たり平均入院患者数 人 人 人

１日当たり平均外来患者数 人 人 人

１日当たり平均調剤数 剤

必要医師数 人

必要歯科医師数 人

必要薬剤師数 人

必要（准）看護師数 人

（注) 1

2

3

4

5

10　施設の構造設備
施 設 名 床面積 主要構造 設　　　　備　　　　概　　　　要

㎡ 床 ☑ 有 ・ □ 無

☑ 有 ・ □ 無 ☑ 有 ・ □ 無

☑ 有 ・ □ 無 ☑ 有 ・ □ 無

無菌病室等 ［固定式の場合］床面積 ㎡ 病床数 床

㎡ 病床数 床

［移動式の場合］台　数 台

医　薬　品 ［専用室の場合］床面積 ㎡

情報管理室 ［共用室の場合］共用する室名

化学検査室 ㎡ （主な設備）

細菌検査室 ㎡ （主な設備）

病理検査室 ㎡ （主な設備）

病理解剖室 ㎡ （主な設備）

研　究　室 ㎡ （主な設備）

講　義　室 ㎡ 室数 室 収容定員 人

図　書　室 ㎡ 室数 室 蔵書数 冊程度

(注) 1 　主要構造には、鉄筋コンクリート、簡易耐火、木造等の別を記入すること。

2 　主な設備は、主たる医療機器、研究用機器、教育用機器を記入すること。

28

595.32
鉄骨鉄筋
ｺﾝｸﾘｰﾄ

307.23

　必要医師数、必要歯科医師数、必要薬剤師数及び必要（准）看護師数については、医療法施行
規則第二十二条の二の算定式に基づき算出すること。

その他の救急蘇生装置 ペースメーカー

心細動除去装置人工呼吸装置

病　床　数 29 心電計集中治療室

2,431.718.62,413.0

　「歯科等」欄には、歯科、矯正歯科、小児歯科及び歯科口腔外科を受診した患者数を、「歯科
等以外」欄にはそれ以外の診療料を受診した患者数を記入すること。

1,560.6

229.0

1.0

29.0

511.0

合 計歯 科 等 以 外 歯　科　等

859.9 0.0 859.9

55.00

7

-

953

343,000

　入院患者数は、前年度の各科別の入院患者延数(毎日の24時現在の在院患者数の合計)を暦日で
除した数を記入すること。

　外来患者数は、前年度の各科別の外来患者延数をそれぞれ病院の年間の実外来診療日数で除し
た数を記入すること。

　調剤数は、前年度の入院及び外来別の調剤延数をそれぞれ暦日及び実外来診療日数で除した数
を記入すること。

鉄骨鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ

鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ

鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ

検査台、顕微鏡、恒温器、安全キャビネット

検査台、顕微鏡、ドラフトチャンバー

解剖台、保管庫、冷蔵庫

パソコン等ＯＡ機器、実験台、保管庫

鉄骨鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ 検査台、遠心分離機、自動分析装置643.00

135.00

305.00

65.00

12,392.00

1,187.00

4,041.00

鉄骨鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ

鉄骨鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ

鉄骨鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ



 

11　紹介率及び逆紹介率の前年度の平均値
紹　介　率 ％ 逆　紹　介　率 ％

Ａ： 人

Ｂ： 人

Ｃ： 人

Ｄ： 人

(注) 1

2 　 「逆紹介率」欄は、ＢをＤで除した数に100を乗じて小数点以下第1位まで記入すること。

3 　Ａ、Ｂ、Ｃ、Ｄは、それぞれの前年度の延数を記入すること。

12　監査委員会の委員名簿及び委員の選定理由（注）
氏名 所属 委員長 選定理由 利害関係 委員の要件

(○を付す) 該当状況

□ 有 ・ ☑ 無

□ 有 ・ ☑ 無

□ 有 ・ ☑ 無

□ 有 ・ ☑ 無

☑ 有 ・ □ 無

（注）　「委員の要件該当状況」の欄は、次の1～3のいずれかを記載すること。

1. 医療に係る安全管理又は法律に関する識見を有する者その他の学識経験を有する者

2. 医療を受ける者その他の医療従事者以外の者（1.に掲げる者を除く。）

3. その他

13　監査委員会の委員名簿及び委員の選定理由の公表の状況
委員名簿の公表の有無 ☑ 有 ・ □ 無

委員の選定理由の公表の有無 ☑ 有 ・ □ 無

公表の方法

算
出
根
拠

　「紹介率」欄は、Ａ、Ｃの和をＤで除した数に100を乗じて小数点以下第1位まで記入するこ
と。

95.20 73.30

20,161紹 介 患 者 の 数

他の病院又は診療所に紹介した患者の数 16,099

753

21,967

救急用自動車によって搬入された患者の数

初 診 の 患 者 の 数

本学のＨＰに掲載

倉智　博久
大阪母子医療ｾﾝﾀｰ
総長

○
医療側・経営側
の両知識を有す
る者として選定

1

橋本　重厚

福島県立医科大学会津
医療ｾﾝﾀｰ 教授
同大学附属病院
医療安全管理部長

医療安全管理の
専門家として選
定

1

奈良　哲 大阪大学理事
本学におけるリ
スク管理担当理
事として選定

3

水島　幸子
水島綜合法律事務所
所長

医療に精通して
いる法律の専門
家として選定

1

山口　育子
認定NPO法人
ささえあい医療人権ｾﾝ
ﾀｰCOML理事長

患者目線で医療
について助言で
きる者として選
定

2



1  承認を受けている先進医療の種類（注１）及び取扱患者数

取扱患者数

0人　

4人　

24人　

人　

人　

人　

人　

人　

人　

人　

人　

人　

人　

人　

人　

人　

人　

人　

人　

人　

(注） 1　「先進医療の種類」欄には、厚生労働大臣の定める先進医療及び施設基準（平成二十年厚生労働省告示

　　　　　第百二十九号）第二各号に掲げる先進医療について記入すること。

(注） 2　「取扱患者数」欄には、前年度の年間実患者数を記入すること。

高度の医療の提供の実績

先　進　医　療　の　種　類   

角膜ジストロフィーの遺伝子解析

腹腔鏡下傍大動脈リンパ節郭清術

多焦点眼内レンズを用いた水晶体再建術

（様式第2）



2  承認を受けている先進医療の種類（注１）及び取扱患者数

取扱患者数

0人　

0人　

0人　

1人　

0人　

0人　

1人　

0人　

0人　

0人　

0人　

3人　

0人　

75人　

0人　

(注) 1　「先進医療の種類」欄には、厚生労働大臣の定める先進医療及び施設基準（平成二十年厚生労働省告示

　　　　　第百二十九号）第三各号に掲げる先進医療について記入すること。

(注) 2　「取扱患者数」欄には、前年度の年間実患者数を記入すること。

術後のアスピリン経口投与療法

11C標識メチオニンを用いたポジトロン断層撮影による診断　初発の神経膠腫が疑われるもの（生検又は手
術が予定されている患者に係るものに限る。）

術前のS-1内服投与、シスプラチン静脈内投与及びトラスツズマブ静脈内投与の併用療法　切除が可能な
高度リンパ節転移を伴う胃がん（HER2が陽性のものに限る。）

テモゾロミド用量強化療法　膠芽腫（初発時の初期治療後に再発又は増悪したものに限る。）

自己心膜及び弁形成リングを用いた僧帽弁置換術　僧帽弁閉鎖不全症（感染性心内膜炎により僧帽弁両
尖が破壊されているもの又は僧帽弁形成術を実施した日から起算して六ヶ月以上経過した患者（再手術の
適応が認められる患者に限る。）に係るものに限る。）

マルチプレックス遺伝子パネル検査　難治性固形がん（ステージがⅢ期若しくはⅣ期で手術が不能なもの
又は治療後に再発したものであって、治療法が存在しないもの又は従来の治療法が終了しているもの若し
くは従来の治療法が終了予定のものに限り、肉腫を除く。）

周術期カルペリチド静脈内投与による再発抑制療法
非小細胞肺がん（ＣＴ撮影により非浸潤がんと診断されたものを除く。）

11C標識メチオニンを用いたポジトロン断層撮影による再発の診断　頭頸部腫瘍(原発性若しくは転移性脳
腫瘍(放射線治療を実施した日から起算して半年以上経過した患者に係るものに限る。)又は上咽頭、頭蓋
骨その他脳に近接する臓器に発生する腫瘍(放射線治療を実施した日から起算して半年以上経過した患
者に係るものに限る。)であり、かつ、再発が疑われるものに限る。)

自家嗅粘膜移植による脊髄再生治療　胸髄損傷（損傷後十二月以上経過してもなお下肢が完全な運動麻
痺（米国脊髄損傷教会によるＡＩＳがＡである患者に係るものに限る。）を呈するものに限る。）

リツキシマブ点滴注射後におけるミコフェノール酸モフェチル経口投与による寛解維持療法　特発性ネフ
ローゼ症候群（当該疾病の症状が発症した発症した時点における年齢が十八歳未満の患者に係るもので
あって、難治性頻回再発型又はステロイド依存性のものに限る。）

放射線照射前に大量メトトレキサート療法を行った後のテモゾロミド内服投与及び放射線治療の併用療法
並びにテモゾロミド内服投与の維持療法　初発の中枢神経系原発悪性リンパ腫（病理学見地からびまん性
大細胞型Ｂ細胞リンパ腫であると確認されたものであって、原発部位が大脳、小脳又は脳幹であるものに限
る。）

先　進　医　療　の　種　類   

重症低血糖発作を伴うインスリン依存性糖尿病に対する脳死ドナー又は心停止ドナーからの膵島移植　重
症低血糖発作を伴うインスリン依存性糖尿病

パクリタキセル静脈内投与（一週間に一回投与するものに限る。）及びカルボプラチン腹腔内投与（三週間
に一回投与するものに限る。）の併用療法　上皮性卵巣がん、卵管がん又は原発性腹膜がん

ベペルミノゲンペルプラスミドによる血管新生療法　閉塞性動脈硬化症又はビュルガー病（血行再建術及び
血管内治療が困難なものであって、フォンタン分類Ⅲ度又はⅣ度のものに限る。）

コラーゲン半月板補填材を用いた半月板修復療法
半月板損傷（関節鏡検査により半月板の欠損を有すると診断された患者に係るものに限る。）

高度の医療の提供の実績

（様式第2）



3　その他の高度の医療

医療技術名 レーザーシース・メカニカルシースを用いたリード抜去術 取扱患者数 20人　

当該医療技術の概要

医療技術名 カテーテルによる僧帽弁形成術 取扱患者数 33人　

当該医療技術の概要

医療技術名 カテーテルによる卵円孔閉鎖術 取扱患者数 17人　

当該医療技術の概要

医療技術名 心臓CT併設カテーテル検査室におけるハイブリッド治療 取扱患者数 62人　

当該医療技術の概要

医療技術名 高血圧・心不全患者に対する腎動脈デナベーション（治験中） 取扱患者数 2人　

当該医療技術の概要

医療技術名 １型糖尿病に対する Sensor-Augmented Pump（SAP） を用いた糖尿病治療 取扱患者数 35人　

当該医療技術の概要

医療技術名 脳死下心臓移植 取扱患者数 20人　

当該医療技術の概要

医療技術名 先天性心疾患心臓手術 取扱患者数 120人　

当該医療技術の概要

医療技術名 重症心不全患者に対する補助人工心臓装着術 取扱患者数 55人　

当該医療技術の概要

医療技術名 脳死肺移植 取扱患者数 7人　

当該医療技術の概要

医療技術名 ロボット支援下肺癌切除術 取扱患者数 5人　

当該医療技術の概要

呼吸器不全患者に対して、脳死肺移植を実施した。肺移植は終末期呼吸器疾患患者に対して行われる高度医療である。

"daVinci システムをもちいた肺癌手術を高度な医療として行っている。ロボット支援手術によってより複雑で細やかな手術手
技を可能としており、より低侵襲な手術が可能であると考えられる。

高度の医療の提供の実績

デバイス感染患者を対象として、レーザーシースもしくはメカニカルシースを用いてリード抜去を行う。

僧帽弁閉鎖不全患者に対してカテーテル（MitraClip）を用いた僧帽弁形成術を行う。

卵円孔開存患者を対象としてカテーテル閉鎖デバイスを用いた治療を行う。

心臓カテーテル室内に併設された心臓CTを用い、心臓CTによるガイドワイヤー一の確認、カテーテル心筋焼灼術中の左
房造影など多角的な画像診断を行う。

高血圧・心不全を有する患者を対象に腎動脈周辺の交感神経を超音波カテーテルにより焼灼し、交感神経活性の亢進を
是正することで症状の改善を図る。

1型糖尿病患者では自己インスリン分泌が絶対的に不足しており、頻回の自己血糖測定結果に基づき、インスリン注射量を
決定している。インスリン注入量をあらかじめプログラムし必要なインスリンを持続投与し得るpump機能に加え、sensorによる
持続血糖モニタリングが可能なSAPを用いることで、基礎及び追加インスリン量設定を精密に行え、血糖管理が良好となる。

特発性拡張型心筋症を代表する重症心不全患者に対して、脳死下心臓移植術を施行した。特発性拡張型心筋症や肥大
型心筋症などの心筋症は指定難病とされており、脳死下心臓移植は高度の医療提供に該当する。

指定難病として登録されているファロー四徴症や単心室症など数多くの先天性心疾患に対する外科的治療を行なった。

重症心不全患者に対する左室補助人工心臓装着手術を施行した。特発性心筋症や二次性心筋症（サルコイドーシスなど）
などの指定難病を対象疾患としており、高度の医療提供に該当する。

（様式第2）



医療技術名 炎症性腸疾患に対する単孔式腹腔鏡手術 取扱患者数 24人　

当該医療技術の概要

医療技術名 腹腔鏡下骨盤内臓全摘術 取扱患者数 3人　

当該医療技術の概要

医療技術名 ICG蛍光イメージングを用いた術中肝癌の検出と治療 取扱患者数 10人　

当該医療技術の概要

医療技術名 リンパ節陽性胆道癌に対する術前GCA化学療法 取扱患者数 1人　

当該医療技術の概要

医療技術名 心臓手術後の鬱血肝に対する腹腔鏡下肝切除術 取扱患者数 1人　

当該医療技術の概要

医療技術名 食道癌術後難治性逆流性食道炎に対する内視鏡的逆流防止弁形成術 取扱患者数 2人　

当該医療技術の概要

医療技術名 難治性神経疾患に対する非侵襲的脳刺激法 取扱患者数 46人　

当該医療技術の概要

医療技術名 腹腔鏡下卵巣癌（卵管癌や腹膜癌、境界悪性卵巣腫瘍も含む）根治術 取扱患者数 2人　

当該医療技術の概要

医療技術名 腹腔鏡下腎尿管摘手術（内視鏡手術用支援機器を用いる場合（ロボット手術））取扱患者数 5人　

当該医療技術の概要

医療技術名 皮膚・軟部の脈管奇形に対するIVR治療 取扱患者数 6 人　

当該医療技術の概要

医療技術名 4D-CTAを用いた脳腫瘍の血管および血流評価 取扱患者数 2 人　

当該医療技術の概要

医療技術名 C-11 DPA713を用いた小児てんかん病巣の検出 取扱患者数 6人　

当該医療技術の概要

医療技術名 前立腺特異的膜抗原（PSMA）を標的としたPET診断 取扱患者数 41人　

当該医療技術の概要

医療技術名 L型アミノ酸トランスポーター1（LAT1）プローブのF-18 FBPAを用いたPET診断取扱患者数 28人　

当該医療技術の概要：

従来の腹腔鏡下腎摘出手術と比較して、ダ・ヴィンチを利用した腹腔鏡下腎摘出手術は明瞭な3D画像を使用できることと、
繊細な腹腔鏡操作が可能となることで手術時間の短縮と出血量の軽減化が期待できる。そのことで患者の早期回復も期待
できる。

　頭頸部・四肢・体幹部等の脈管奇形（血管奇形・リンパ管奇形及びそれらの混合型）に対して塞栓術や硬化療法などIVR
(interventional radiology)治療を行う。

標準的な腹腔鏡手術術式が確立されていない炎症性腸疾患患者に対して，外科治療をより低侵襲に実施できる。

標準的な腹腔鏡手術術式が確立されていない他臓器浸潤直腸癌，局所再発直腸癌に対して，外科治療をより低侵襲に実
施できる。

肝機能検査として投与されるICGは肝癌に取り込まれるため、術中に赤外観察カメラシステムにて検出可能である。本方法
は非常に感度が高く、微小な肝癌を検出する事ができるため、同時に切除することでより根治性を高めることができる。

リンパ節転移を有する胆道癌は切除しえても非常に治療成績が悪い。手術前に超音波内視鏡を用いて、リンパ節生検を行
い、転移があきらかとなった患者を対象に、本邦では保険適用外のNab-Paclitaxel併用GC療法を行う集学的治療を行って
いる。

Fontan手術などの心臓手術後の鬱血肝においてはしばしば肝細胞癌の発症が認められる。特殊循環症例に対する低侵襲
手術として腹腔鏡下肝切除術を実施している。

食道癌根治術後の逆流性食道炎は誤嚥性肺炎・二次発がんのリスクの上昇や睡眠障害など術後の予後悪化やQOL低下
などをもたらす。それに対して消化管内視鏡下の縫合デバイスを用いた胃管逆流防止弁形成により難治性の逆流性食道
炎の治療を行っている

難治性疼痛やアルツハイマー型認知症など難治性性神経疾患の症状改善を目的に、反復経頭蓋磁気刺激などの非侵襲
的脳刺激法を実施している。

初期卵巣癌（卵管癌や腹膜癌、境界悪性卵巣腫瘍も含む）や、術前化学療法後に病変がない症例などを対象に、卵巣癌
（卵管癌や腹膜癌、境界悪性卵巣腫瘍も含む）根治術を腹腔鏡下で行い、その実用性、安全性、有効性、予後を評価する
ことを目的する。

（注） 1　当該医療機関において高度の医療と判断するものが他にあれば、前年度の実績を記入すること。

（注） 2　医療法施行規則第六条の四第四項の規定に基づき、がん、循環器疾患等の疾患に関し、高度かつ専門的な医療
を提供する特定機能病院として十以上の診療科名を標榜する病院については、他の医療機関での実施状況を含め、当該
医療技術が極めて先駆的であることについて記入すること（当該医療が先進医療の場合についても記入すること）。

PSMA-PETは、前立腺癌の転移・再発病変の検出感度が非常に高く、優れた診断精度を有していることが報告されている。
阪大病院では臨床研究として、前立腺癌と診断された患者、特に転移が疑われる患者を中心にPSMA-PETを実施し、前立
腺癌患者の詳細な病態解明研究を行っている。

FBPA-PETはがん特異的に発現しているL型アミノ酸トランスポーター1（LAT1）をターゲットとしたPET検査薬であり、FDG-
PETと異なり、炎症にはほとんど集まらない。現在、がん患者（主に肺癌・縦隔腫瘍）における集積程度の評価ならびに
FDG-PET画像や病理所見と比較する臨床研究を実施している。

320列CTを用いて全脳で時間情報を含む3D-CTAを撮影し、脳腫瘍の血管および血流評価を行う。

難治性の小児てんかんに対する、発作焦点の同定をC-11 DPA713 PETを用いて行う。



疾　　　患　　　名 患者数 疾　　　患　　　名 患者数
1 球脊髄性筋萎縮症 6 56 ベーチェット病 125
2 筋萎縮性側索硬化症 59 57 特発性拡張型心筋症 305
3 脊髄性筋萎縮症 6 58 肥大型心筋症 55
4 原発性側索硬化症 1 59 拘束型心筋症 5
5 進行性核上性麻痺 36 60 再生不良性貧血 60
6 パーキンソン病 532 61 自己免疫性溶血性貧血 7
7 大脳皮質基底核変性症 15 62 発作性夜間ヘモグロビン尿症 8
8 ハンチントン病 2 63 特発性血小板減少性紫斑病 99
9 神経有棘赤血球症 1 64 血栓性血小板減少性紫斑病 0
10 シャルコー・マリー・トゥース病 2 65 原発性免疫不全症候群 31
11 重症筋無力症 217 66 IgＡ 腎症 39
12 先天性筋無力症候群 0 67 多発性嚢胞腎 77
13 多発性硬化症／視神経脊髄炎 147 68 黄色靱帯骨化症 5

14
慢性炎症性脱髄性多発神経炎／多巣性運

動ニューロパチー
24 69 後縦靱帯骨化症 100

15 封入体筋炎 5 70 広範脊柱管狭窄症 12
16 クロウ・深瀬症候群 2 71 特発性大腿骨頭壊死症 66
17 多系統萎縮症 29 72 下垂体性ADH分泌異常症 15
18 脊髄小脳変性症(多系統萎縮症を除く。) 94 73 下垂体性TSH分泌亢進症 3
19 ライソゾーム病 58 74 下垂体性PRL分泌亢進症 13
20 副腎白質ジストロフィー 6 75 クッシング病 16
21 ミトコンドリア病 18 76 下垂体性ゴナドトロピン分泌亢進症 3
22 もやもや病 20 77 下垂体性成長ホルモン分泌亢進症 62
23 プリオン病 0 78 下垂体前葉機能低下症 192
24 亜急性硬化性全脳炎 0 79 家族性高コレステロール血症（ホモ接合体） 4
25 進行性多巣性白質脳症 0 80 甲状腺ホルモン不応症 0
26 HTLV-1関連脊髄症 3 81 先天性副腎皮質酵素欠損症 4
27 特発性基底核石灰化症 0 82 先天性副腎低形成症 1
28 全身性アミロイドーシス 21 83 アジソン病 3
29 ウルリッヒ病 0 84 サルコイドーシス 109
30 遠位型ミオパチー 5 85 特発性間質性肺炎 60
31 ベスレムミオパチー 0 86 肺動脈性肺高血圧症 64
32 自己貪食空胞性ミオパチー 0 87 肺静脈閉塞症／肺毛細血管腫症 0
33 シュワルツ・ヤンペル症候群 0 88 慢性血栓塞栓性肺高血圧症 15
34 神経線維腫症 87 89 リンパ脈管筋腫症 30
35 天疱瘡 30 90 網膜色素変性症 98
36 表皮水疱症 29 91 バッド・キアリ症候群 4
37 膿疱性乾癬（汎発型） 11 92 特発性門脈圧亢進症 1
38 スティーヴンス・ジョンソン症候群 2 93 原発性胆汁性肝硬変 55
39 中毒性表皮壊死症 3 94 原発性硬化性胆管炎 15
40 高安動脈炎 65 95 自己免疫性肝炎 23
41 巨細胞性動脈炎 9 96 クローン病 260
42 結節性多発動脈炎 17 97 潰瘍性大腸炎 318
43 顕微鏡的多発血管炎 43 98 好酸球性消化管疾患 2
44 多発血管炎性肉芽腫症 25 99 慢性特発性偽性腸閉塞症 2
45 好酸球性多発血管炎性肉芽腫症 27 100 巨大膀胱短小結腸腸管蠕動不全症 0
46 悪性関節リウマチ 12 101 腸管神経節細胞僅少症 0
47 バージャー病 18 102 ルビンシュタイン・テイビ症候群 0
48 原発性抗リン脂質抗体症候群 7 103 CFC症候群 1
49 全身性エリテマトーデス 466 104 コステロ症候群 0
50 皮膚筋炎／多発性筋炎 137 105 チャージ症候群 0
51 全身性強皮症 186 106 クリオピリン関連周期熱症候群 1
52 混合性結合組織病 67 107 全身型若年性特発性関節炎 2
53 シェーグレン症候群 60 108 TNF受容体関連周期性症候群 0
54 成人スチル病 14 109 非典型溶血性尿毒症症候群 0
55 再発性多発軟骨炎 10 110 ブラウ症候群 0

4　指定難病についての診療

高度の医療の提供の実績
（様式第2）



4　指定難病についての診療

高度の医療の提供の実績
（様式第2）

疾　　　患　　　名 患者数 疾　　　患　　　名 患者数
111 先天性ミオパチー 2 161 家族性良性慢性天疱瘡 0
112 マリネスコ・シェーグレン症候群 0 162 類天疱瘡（後天性表皮水疱症を含む。） 13
113 筋ジストロフィー 34 163 特発性後天性全身性無汗症 13
114 非ジストロフィー性ミオトニー症候群 0 164 眼皮膚白皮症 0
115 遺伝性周期性四肢麻痺 1 165 肥厚性皮膚骨膜症 0
116 アトピー性脊髄炎 0 166 弾性線維性仮性黄色腫 1
117 脊髄空洞症 2 167 マルファン症候群 6
118 脊髄髄膜瘤 0 168 エーラス・ダンロス症候群 4
119 アイザックス症候群 0 169 メンケス病 0
120 遺伝性ジストニア 0 170 オクシピタル・ホーン症候群 0
121 神経フェリチン症 0 171 ウィルソン病 8
122 脳表ヘモジデリン沈着症 0 172 低ホスファターゼ症 2

123
禿頭と変形性脊椎症を伴う常染色体劣性

白質脳症
0 173 VATER症候群 1

124
皮質下梗塞と白質脳症を伴う常染色体優

性脳動脈症
1 174 那須・ハコラ病 0

125
神経軸索スフェロイド形成を伴う遺伝性び

まん性白質脳症
0 175 ウィーバー症候群 0

126 ペリー症候群 0 176 コフィン・ローリー症候群 0
127 前頭側頭葉変性症 11 177 有馬症候群 0
128 ビッカースタッフ脳幹脳炎 0 178 モワット・ウィルソン症候群 0
129 痙攣重積型（二相性）急性脳症 0 179 ウィリアムズ症候群 0
130 先天性無痛無汗症 0 180 ＡＴＲ－Ｘ症候群 1
131 アレキサンダー病 0 181 クルーゾン症候群 0
132 先天性核上性球麻痺 0 182 アペール症候群 0
133 メビウス症候群 0 183 ファイファー症候群 0
134 中隔視神経形成異常症/ドモルシア症候群 0 184 アントレー・ビクスラー症候群 0
135 アイカルディ症候群 0 185 コフィン・シリス症候群 0
136 片側巨脳症 0 186 ロスムンド・トムソン症候群 0
137 限局性皮質異形成 2 187 歌舞伎症候群 0
138 神経細胞移動異常症 0 188 多脾症候群 2
139 先天性大脳白質形成不全症 1 189 無脾症候群 2
140 ドラベ症候群 0 190 鰓耳腎症候群 0
141 海馬硬化を伴う内側側頭葉てんかん 0 191 ウェルナー症候群 3
142 ミオクロニー欠神てんかん 0 192 コケイン症候群 0
143 ミオクロニー脱力発作を伴うてんかん 1 193 プラダー・ウィリ症候群 1
144 レノックス・ガストー症候群 0 194 ソトス症候群 1
145 ウエスト症候群 1 195 ヌーナン症候群 0
146 大田原症候群 0 196 ヤング・シンプソン症候群 0
147 早期ミオクロニー脳症 0 197 １p36欠失症候群 0
148 遊走性焦点発作を伴う乳児てんかん 0 198 ４p欠失症候群 0
149 片側痙攣・片麻痺・てんかん症候群 0 199 ５p欠失症候群 0
150 環状20番染色体症候群 0 200 第14番染色体父親性ダイソミー症候群 0
151 ラスムッセン脳炎 1 201 アンジェルマン症候群 0
152 ＰＣＤＨ19関連症候群 0 202 スミス・マギニス症候群 0
153 難治頻回部分発作重積型急性脳炎 1 203 22q11.2欠失症候群 1

154
徐波睡眠期持続性棘徐波を示すてんかん

性脳症
0 204 エマヌエル症候群 4

155 ランドウ・クレフナー症候群 0 205 脆弱Ｘ症候群関連疾患 0
156 レット症候群 2 206 脆弱X症候群 0
157 スタージ・ウェーバー症候群 2 207 総動脈幹遺残症 0
158 結節性硬化症 35 208 修正大血管転位症 2
159 色素性乾皮症 2 209 完全大血管転位症 9
160 先天性魚鱗癬 0 210 単心室症 0



4　指定難病についての診療

高度の医療の提供の実績
（様式第2）

疾　　　患　　　名 患者数 疾　　　患　　　名 患者数

211 左心低形成症候群 0 259
レシチンコレステロールアシルトランスフェ

ラーゼ欠損症
0

212 三尖弁閉鎖症 4 260 シトステロール血症 2
213 心室中隔欠損を伴わない肺動脈閉鎖症 1 261 タンジール病 0
214 心室中隔欠損を伴う肺動脈閉鎖症 0 262 原発性高カイロミクロン血症 0
215 ファロー四徴症 12 263 脳腱黄色腫症 1
216 両大血管右室起始症 3 264 無βリポタンパク血症 1
217 エプスタイン病 1 265 脂肪萎縮症 0
218 アルポート症候群 1 266 家族性地中海熱 0
219 ギャロウェイ・モワト症候群 0 267 高ＩｇＤ症候群 0
220 急速進行性糸球体腎炎 1 268 中條・西村症候群 0

221 抗糸球体基底膜腎炎 0 269
化膿性無菌性関節炎・壊疽性膿皮症・アク

ネ症候群
0

222 一次性ネフローゼ症候群 52 270 慢性再発性多発性骨髄炎 0
223 一次性膜性増殖性糸球体腎炎 1 271 強直性脊椎炎 27
224 紫斑病性腎炎 0 272 進行性骨化性線維異形成症 0
225 先天性腎性尿崩症 0 273 肋骨異常を伴う先天性側弯症 0
226 間質性膀胱炎（ハンナ型） 2 274 骨形成不全症 2
227 オスラー病 13 275 タナトフォリック骨異形成症 0
228 閉塞性細気管支炎 0 276 軟骨無形成症 1
229 肺胞蛋白症（自己免疫性又は先天性） 1 277 リンパ管腫症/ゴーハム病 1
230 肺胞低換気症候群 1 278 巨大リンパ管奇形（頚部顔面病変） 0

231 α1－アンチトリプシン欠乏症 1 279
巨大静脈奇形（頚部口腔咽頭びまん性病

変）
0

232 カーニー複合 0 280 巨大動静脈奇形（頚部顔面又は四肢病変） 4
233 ウォルフラム症候群 0 281 クリッペル・トレノネー・ウェーバー症候群 2

234
ペルオキシソーム病（副腎白質ジストロ

フィーを除く。）
0 282 先天性赤血球形成異常性貧血 0

235 副甲状腺機能低下症 4 283 後天性赤芽球癆 0
236 偽性副甲状腺機能低下症 1 284 ダイアモンド・ブラックファン貧血 0
237 副腎皮質刺激ホルモン不応症 0 285 ファンコニ貧血 0
238 ビタミンＤ抵抗性くる病/骨軟化症 4 286 遺伝性鉄芽球性貧血 0
239 ビタミンＤ依存性くる病/骨軟化症 0 287 エプスタイン症候群 0
240 フェニルケトン尿症 2 288 自己免疫性出血病XIII 1
241 高チロシン血症1型 0 289 クロンカイト・カナダ症候群 0
242 高チロシン血症2型 0 290 非特異性多発性小腸潰瘍症 1
243 高チロシン血症3型 0 291 ヒルシュスプルング病（全結腸型又は小腸 1
244 メープルシロップ尿症 0 292 総排泄腔外反症 1
245 プロピオン酸血症 0 293 総排泄腔遺残 0
246 メチルマロン酸血症 0 294 先天性横隔膜ヘルニア 1
247 イソ吉草酸血症 0 295 乳幼児肝巨大血管腫 0
248 グルコーストランスポーター1欠損症 2 296 胆道閉鎖症 10
249 グルタル酸血症1型 0 297 アラジール症候群 1
250 グルタル酸血症2型 0 298 遺伝性膵炎 1
251 尿素サイクル異常症 3 299 嚢胞性線維症 0
252 リジン尿性蛋白不耐症 0 300 ＩｇＧ４関連疾患 21
253 先天性葉酸吸収不全 0 301 黄斑ジストロフィー 1
254 ポルフィリン症 1 302 レーベル遺伝性視神経症 1
255 複合カルボキシラーゼ欠損症 0 303 アッシャー症候群 0
256 筋型糖原病 0 304 若年発症型両側性感音難聴 0
257 肝型糖原病 1 305 遅発性内リンパ水腫 0

258
ガラクトース－１－リン酸ウリジルトランス

フェラーゼ欠損症
0 306 好酸球性副鼻腔炎 40



4　指定難病についての診療

高度の医療の提供の実績
（様式第2）

疾　　　患　　　名 患者数 疾　　　患　　　名 患者数
307 カナバン病 0 319 セピアプテリン還元酵素（ＳＲ）欠損症 0

308 進行性白質脳症 1 320
先天性グリコシルホスファチジルイノシトー

ル（GPI）欠損症
0

309 進行性ミオクローヌスてんかん 0 321 非ケトーシス型高グリシン血症 0
310 先天異常症候群 2 322 β―ケトチオラーゼ欠損症 0
311 先天性三尖弁狭窄症 0 323 芳香族L－アミノ酸脱炭酸酵素欠損症 0
312 先天性僧帽弁狭窄症 0 324 メチルグルタコン酸尿症 0
313 先天性肺静脈狭窄症 0 325 遺伝性自己炎症疾患 0
314 左肺動脈右肺動脈起始症 0 326 大理石骨病 0

315
ネイルパテラ症候群（爪膝蓋骨症候群）／Ｌ

ＭＸ１Ｂ関連腎症
1 327

特発性血栓症（遺伝性血栓性素因によるも
のに限る。）

3

316 カルニチン回路異常症 0 328 前眼部形成異常 0
317 三頭酵素欠損症 0 329 無虹彩症 5
318 シトリン欠損症 1 330 先天性気管狭窄症 0

331 特発性多中心性キャッスルマン病 15
332 膠様滴状角膜ジストロフィー 0
333 ハッチンソン・ギルフォード症候群 0

（注）　「患者数」欄には、前年度の年間実患者数を記入すること。



5　届出が受理されている診療報酬制度における施設基準等（基本診療科）

医師事務作業補助体制加算１

急性期看護補助体制加算

看護職員夜間配置加算

療養環境加算

重症者等療養環境特別加算

無菌治療室管理加算１

高度の医療の提供の実績

施　設　基　準　の　種　類 施　設　基　準　の　種　類

初診料（歯科）の注１に掲げる基準

歯科外来診療環境体制加算１

特定機能病院入院基本料

救急医療管理加算

超急性期脳卒中加算

診療録管理体制加算１

入退院支援加算

認知症ケア加算

せん妄ハイリスク患者ケア加算

精神疾患診療体制加算

救命救急入院料３

救命救急入院料４

特定集中治療室管理料１

ハイケアユニット入院医療管理料１

総合周産期特定集中治療室管理料

　・

　・

　・

　・

　・

　・

栄養サポートチーム加算

医療安全対策加算１

新生児治療回復室入院医療管理料

小児入院医療管理料２

短期滞在手術等基本料１

　・

　・

感染防止対策加算１

褥瘡ハイリスク患者ケア加算

ハイリスク妊娠管理加算

無菌治療室管理加算２

緩和ケア診療加算

精神科身体合併症管理加算

精神科リエゾンチーム加算

　・

　・

　・

　・

データ提出加算 　・

病棟薬剤業務実施加算２

ハイリスク分娩管理加算

後発医薬品使用体制加算３

病棟薬剤業務実施加算１

（様式第2）



6　届出が受理されている診療報酬制度における施設基準等（特掲診療科）

高度の医療の提供の実績

がん性疼痛緩和指導管理料 ＢＲＣＡ１／２遺伝子検査

がん患者指導管理料ハ がんゲノムプロファイリング検査

移植後患者指導管理料（臓器移植後）
抗ＨＬＡ抗体（スクリーニング検査）及び抗ＨＬＡ抗体（抗体特
異性同定検査）

外来緩和ケア管理料 先天性代謝異常症検査

施　設　基　準　の　種　類 施　設　基　準　の　種　類

歯科疾患管理料の注11に掲げる総合医療管理加算及び歯
科治療時医療管理料

持続血糖測定器加算（間歇注入シリンジポンプと連動する持
続血糖測定器を用いる場合）及び皮下連続式グルコース測定

心臓ペースメーカー指導管理料の注５に掲げる遠隔モニタリ
ング加算

遺伝学的検査

糖尿病合併症管理料 骨髄微小残存病変量測定

乳腺炎重症化予防ケア・指導料 検体検査管理加算（Ⅳ）

腎代替療法指導管理料 遺伝カウンセリング加算

婦人科特定疾患治療管理料 国際標準検査管理加算

移植後患者指導管理料（造血幹細胞移植後） ＨＰＶ核酸検出及びＨＰＶ核酸検出（簡易ジェノタイプ判定）

小児運動器疾患指導管理料 検体検査管理加算（Ⅰ）

糖尿病透析予防指導管理料 ウイルス・細菌核酸多項目同時検出

ハイリスク妊産婦共同管理料（Ⅰ） 時間内歩行試験及びシャトルウォーキングテスト

ハイリスク妊産婦連携指導料２ 人工膵臓検査、人工膵臓療法

がん治療連携計画策定料 ヘッドアップティルト試験

外来放射線照射診療料 遺伝性腫瘍カウンセリング加算

療養・就労両立支援指導料の注３に掲げる相談支援加算 胎児心エコー法

ニコチン依存症管理料 心臓カテーテル法による諸検査の血管内視鏡検査加算

在宅経肛門的自己洗腸指導管理料 脳磁図（その他のもの）

精神科退院時共同指導料１及び２ 中枢神経磁気刺激による誘発筋電図

在宅植込型補助人工心臓（非拍動流型）指導管理料 単線維筋電図

在宅腫瘍治療電場療法指導管理料 脳磁図（自発活動を測定するもの）

薬剤管理指導料 長期継続頭蓋内脳波検査

医療機器安全管理料２ 脳波検査判断料１

医療機器安全管理料１ 長期脳波ビデオ同時記録検査１

（様式第2）



6　届出が受理されている診療報酬制度における施設基準等（特掲診療科）

運動器リハビリテーション料（Ⅰ） 脊髄刺激装置植込術及び脊髄刺激装置交換術

呼吸器リハビリテーション料（Ⅰ）
仙骨神経刺激装置植込術及び仙骨神経刺激装置交換術（便
失禁）

がん患者リハビリテーション料
治療的角膜切除術（エキシマレーザーによるもの（角膜ジスト
ロフィー又は帯状角膜変性に係るものに限る。））

抗悪性腫瘍剤処方管理加算
骨移植術（軟骨移植術を含む。）（自家培養軟骨移植術に限
る。）

外来化学療法加算１ 後縦靱帯骨化症手術（前方進入によるもの）

無菌製剤処理料 椎間板内酵素注入療法

心大血管疾患リハビリテーション料（Ⅰ） 脳腫瘍覚醒下マッピング加算

脳血管疾患等リハビリテーション料（Ⅰ） 脳刺激装置植込術及び脳刺激装置交換術

外傷全身ＣＴ加算 手術時歯根面レーザー応用加算

心臓ＭＲＩ撮影加算 センチネルリンパ節加算

乳房ＭＲＩ撮影加算 皮膚移植術（死体）

頭部ＭＲＩ撮影加算
四肢・躯幹軟部悪性腫瘍手術及び骨悪性腫瘍手術の注に掲
げる処理骨再建加算

全身ＭＲＩ撮影加算
組織拡張器による再建手術（乳房（再建手術）の場合に限
る。）

遠隔画像診断 導入期加算２及び腎代替療法実績加算

ポジトロン断層撮影 透析液水質確保加算及び慢性維持透析濾過加算

ポジトロン断層・コンピューター断層複合撮影 磁気による膀胱等刺激法

ＣＴ撮影及びＭＲＩ撮影 う蝕歯無痛的窩洞形成加算

冠動脈ＣＴ撮影加算 ＣＡＤ／ＣＡＭ冠

全視野精密網膜電図 医療保護入院等診療料

ロービジョン検査判断料 口腔粘膜処置

コンタクトレンズ検査料１ レーザー機器加算

内服・点滴誘発試験 硬膜外自家血注入

画像診断管理加算３ 人工腎臓

高度の医療の提供の実績

施　設　基　準　の　種　類 施　設　基　準　の　種　類

神経学的検査 集団コミュニケーション療法料

補聴器適合検査 精神科作業療法

黄斑局所網膜電図
抗精神病特定薬剤治療指導管理料（治療抵抗性統合失調症
治療指導管理料に限る。）

（様式第2）



6　届出が受理されている診療報酬制度における施設基準等（特掲診療科）

経皮的冠動脈形成術（特殊カテーテルによるもの） 腹腔鏡下胃切除術（内視鏡手術用支援機器を用いる場合）

肺悪性腫瘍手術（壁側・臓側胸膜全切除（横隔膜、心膜合併
切除を伴うもの）に限る。）

同種心移植術

胸腔鏡下肺悪性腫瘍手術（肺葉切除又は１肺葉を超えるもの
で内視鏡手術用支援機器を用いる場合）

同種心肺移植術

同種死体肺移植術 骨格筋由来細胞シート心表面移植術

生体部分肺移植術 腹腔鏡下リンパ節群郭清術（傍大動脈）

胸腔鏡下食道悪性腫瘍手術（内視鏡手術用支援機器を用い
る場合）

腹腔鏡下小切開骨盤内リンパ節群郭清術、腹腔鏡下小切開後腹膜
リンパ節群郭清術、腹腔鏡下小切開後腹膜腫瘍摘出術、等

ゲル充填人工乳房を用いた乳房再建術（乳房切除後） 大動脈バルーンパンピング法（ＩＡＢＰ法）

胸腔鏡下拡大胸腺摘出術（内視鏡手術用支援機器を用いる
場合）

経皮的循環補助法（ポンプカテーテルを用いたもの）

胸腔鏡下縦隔悪性腫瘍手術（内視鏡手術用支援機器を用い
る場合）

補助人工心臓

胸腔鏡下良性縦隔腫瘍手術（内視鏡手術用支援機器を用い
る場合）

小児補助人工心臓

胸腔鏡下肺悪性腫瘍手術（区域切除で内視鏡支援機器を用
いる場合）

植込型補助人工心臓（非拍動流型）

上顎骨形成術（骨移動を伴う場合に限る。）、下顎骨形成術
（骨移動を伴う場合に限る。）

両心室ペースメーカー移植術（経静脈電極の場合）及び両心
室ペースメーカー交換術（経静脈電極の場合）

乳腺腫瘍画像ガイド下吸引術（一連につき）（ＭＲＩによるもの）
植込型除細動器移植術（心筋リードを用いるもの）及び植込
型除細動器交換術（心筋リードを用いるもの）

乳がんセンチネルリンパ節加算１及びセンチネルリンパ節生
検（併用）

植込型除細動器移植術（経静脈リードを用いるもの又は皮下植込型リードを
用いるもの）、植込型除細動器交換術（その他のもの）及び経静脈電極抜去
術

乳がんセンチネルリンパ節加算２及びセンチネルリンパ節生
検（単独）

両室ペーシング機能付き植込型除細動器移植術（心筋電極の場合）及び両
室ペーシング機能付き植込型除細動器交換術（心筋電極の場合）

乳腺悪性腫瘍手術（乳輪温存乳房切除術（腋窩郭清を伴わ
ないもの）及び乳輪温存乳房切除術（腋窩郭清を伴うもの））

両室ペーシング機能付き植込型除細動器移植術（経静脈電極の場合）及び
両室ペーシング機能付き植込型除細動器交換術（経静脈電極の場合）

人工中耳植込術 不整脈手術左心耳閉鎖術（経カテーテル的手術によるもの）

人工内耳植込術、植込型骨導補聴器移植術及び植込型骨
導補聴器交換術

経皮的中隔心筋焼灼術

内視鏡下鼻・副鼻腔手術Ⅴ型（拡大副鼻腔手術） ペースメーカー移植術及びペースメーカー交換術

鏡視下咽頭悪性腫瘍手術（軟口蓋悪性腫瘍手術を含む。）
ペースメーカー移植術及びペースメーカー交換術（リードレス
ペースメーカー）

鏡視下喉頭悪性腫瘍手術
両心室ペースメーカー移植術（心筋電極の場合）及び両心室
ペースメーカー交換術（心筋電極の場合）

角膜移植術（内皮移植加算） 胸腔鏡下弁形成術

羊膜移植術 胸腔鏡下弁形成術（内視鏡手術用支援機器を用いる場合）

緑内障手術（緑内障治療用インプラント挿入術（プレートのあ
るもの））

経カテーテル大動脈弁置換術

緑内障手術（水晶体再建術併用眼内ドレーン挿入術） 胸腔鏡下弁置換術

網膜再建術 経皮的僧帽弁クリップ術

高度の医療の提供の実績

施　設　基　準　の　種　類 施　設　基　準　の　種　類

（様式第2）



6　届出が受理されている診療報酬制度における施設基準等（特掲診療科）

膀胱水圧拡張術 画像誘導放射線治療（ＩＧＲＴ）

腹腔鏡下膀胱悪性腫瘍手術（内視鏡手術用支援機器を用い
る場合）

定位放射線治療

腹腔鏡下膀胱悪性腫瘍手術 定位放射線治療呼吸性移動対策加算

人工尿道括約筋植込・置換術 画像誘導密封小線源治療加算

腹腔鏡下腎盂形成手術（内視鏡手術用支援機器を用いる場
合）

放射線治療専任加算

腎腫瘍凝固・焼灼術（冷凍凝固によるもの） 外来放射線治療加算

腹腔鏡下腎悪性腫瘍手術（内視鏡手術用支援機器を用いる
もの）

高エネルギー放射線治療

同種死体腎移植術 １回線量増加加算

生体腎移植術 強度変調放射線治療（ＩＭＲＴ）

同種死体膵移植術、同種死体膵腎移植術
医科点数表第２章第10部手術の通則の19に掲げる手術（遺伝性乳
癌卵巣癌症候群患者に対する子宮附属器腫瘍摘出術）

生体部分小腸移植術 輸血管理料Ⅰ

同種死体小腸移植術 人工肛門・人工膀胱造設術前処置加算

早期悪性腫瘍大腸粘膜下層剥離術 麻酔管理料（Ⅰ）

腹腔鏡下直腸切除・切断術（内視鏡手術用支援機器を用い
る場合）

麻酔管理料（Ⅱ）

生体部分肝移植術 胎児胸腔・羊水腔シャント術

同種死体肝移植術 無心体双胎焼灼術

腹腔鏡下膵腫瘍摘出術 胎児輸血術

腹腔鏡下膵体尾部腫瘍切除術 医科点数表第２章第10部手術の通則の16に掲げる手術

腹腔鏡下膵頭部腫瘍切除術
医科点数表第２章第10部手術の通則の19に掲げる手術（遺
伝性乳癌卵巣癌症候群患者に対する乳房切除術に限る。）

腹腔鏡下胃縮小術（スリーブ状切除によるもの） 腹腔鏡下仙骨膣固定術

腹腔鏡下胃全摘術（内視鏡手術用支援機器を用いる場合）
腹腔鏡下腟式子宮全摘術（内視鏡手術用支援機器を用いる
場合）

バルーン閉塞下逆行性経静脈的塞栓術
腹腔鏡下子宮悪性腫瘍手術（子宮体がんに対して内視鏡手
術用支援機器を用いる場合）

胆管悪性腫瘍手術（膵頭十二指腸切除及び肝切除（葉以上）
を伴うものに限る。）

腹腔鏡下子宮悪性腫瘍手術（子宮体がんに限る。）

腹腔鏡下肝切除術 腹腔鏡下子宮悪性腫瘍手術（子宮頸がんに限る。）

高度の医療の提供の実績

施　設　基　準　の　種　類 施　設　基　準　の　種　類

腹腔鏡下噴門側胃切除術（内視鏡手術用支援機器を用いる
場合）

腹腔鏡下前立腺悪性腫瘍手術

腹腔鏡下十二指腸局所切除術（内視鏡処置を併施するもの）
腹腔鏡下前立腺悪性腫瘍手術（内視鏡手術用支援機器を用
いるもの）

（様式第2）



6　届出が受理されている診療報酬制度における施設基準等（特掲診療科）

　・ 　・

　・ 　・

　・ 　・

　・ 　・

　・ 　・

　・ 　・

　・ 　・

　・ 　・

　・ 　・

　・ 　・

　・ 　・

　・ 　・

　・ 　・

　・ 　・

　・

　・

　・

　・

　・

　・

　・

施　設　基　準　の　種　類 施　設　基　準　の　種　類

病理診断管理加算２ 　・

悪性腫瘍病理組織標本加算 　・

血流予備量比コンピューター断層撮影 　・

　・

高度の医療の提供の実績

（様式第2）



7　診療報酬の算定方法に先進医療から採り入れられた医療技術

8　病理・臨床検査部門の概要

１．臨床検査部門と病理診断部門は別々である。

２．臨床検査部門と病理診断部門は同一部門にまとめられている。

　・腹腔鏡下傍大動脈リンパ節郭清術

　・前眼部三次元画像解析

　・腹腔鏡下広汎子宮全摘術

　・

　・ 　・

　・

　・

　・急性リンパ性白血病細胞の免疫遺伝子再構成を利用した定
量的ＰＣＲ法による骨髄微小残存病変（ＭＲＤ）量の測定

　・

高度の医療の提供の実績

施　設　基　準　等　の　種　類 施　設　基　準　等　の　種　類

　・角膜ジストロフィーの遺伝子解析 　・

　・

　・

　・

　・

　・

　・

　・

　・

　・

　・

　・

　・

　・

　・

　・

(注） 　「症例検討会の開催頻度」及び「剖検の状況」欄には、前年度の実績を記入すること。

臨床部門が病理診断部門或いは臨床検査部門と開催
した症例検討会の開催頻度

352回／年

剖　検　の　状　況

　・

剖検症例数　　　　　34　　例　　　／　　剖検率     11.6 　　　　%

　・ 　・

(注) 1　特定機能病院の名称の承認申請の場合には、必ずしも記入しなくともよいこと。
(注) 2　「施設基準等の種類」欄には、特定機能病院の名称の承認申請又は業務報告を行う３年前の４月以降に、診療報酬の算定
方法(平成二○年厚生労働省告示第五九号)に先進医療（当該病院において提供していたものに限る。）から採り入れられた医療技
術について記入すること。

臨床検査及び病理診断を実施する部門の状況

（様式第2）
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１　研究費補助金等の実績

No 研　究　課　題　名 研 究 者 氏 名 所 属 部 門 金　　　額

1
（基盤Ｃ（分担）_28-31_梶山）運動習慣がパーキン
ソン病に与える影響：マルチモーダルイメージングを
用いた解析

梶山　裕太
神経内科･脳卒
中科

390,000 補
独立行政法人日本学術振
興会

2
(若手Ｂ_28-30_博多　紗綾)脊髄後角GABAA受容体δサ
ブユニットの神経障害性疼痛における役割

博多　紗綾
緩和医療セン
ター

747,388 補
独立行政法人日本学術振
興会

3
(基盤C_29-31_倉重　隆明)条件付き遺伝子欠損マウス
を用いた赤血球分化におけるアナモルシンの役割の解
析

倉重　隆明 血液・腫瘍内科 1,430,000 補
独立行政法人日本学術振
興会

4
(基盤C_29-31_土居　由貴子)クロマチン構造調節蛋白
SATB1によるリンパ球初期分化制御機構の解析

土居　由貴子 血液・腫瘍内科 1,430,000 補
独立行政法人日本学術振
興会

5
(基盤C_29-31_名井　陽)高機能性コラーゲンによる軟
骨欠損補填・再生デバイスの開発

名井　陽 未来医療開発部 2,080,000 補
独立行政法人日本学術振
興会

6
（基盤Ｃ_29-31_入澤　太郎）病院外心停止例に対す
る救急通信指令システムの質改善に関する研究

入澤　太郎
高度救命救急セ
ンター

1,404,000 補
独立行政法人日本学術振
興会

7
(若手B_29-31_川谷　圭司)DYRK1Aに注目した神経発達
障害の病態モデルの構築とその解析

川谷　圭司
総合周産期母子
医療センター

1,170,000 補
独立行政法人日本学術振
興会

8
(若手B_29-31_杉辺　英世)ダウン症候群患者由来iPS
細胞を用いた肺血管病変発症機序の解明

杉辺　英世
総合周産期母子
医療センター

1,560,000 補
独立行政法人日本学術振
興会

9
(若手B_29-32_松浦　裕司)頭部衝撃波外傷に関する研
究

松浦　裕司
高度救命救急セ
ンター

1,040,000 補
独立行政法人日本学術振
興会

10
(若手B_29-32_坂口　了太)腸内細菌が敗血症における
免疫制御機構に与える影響の解明

坂口　了太 集中治療部 1,040,000 補
独立行政法人日本学術振
興会

11
（基盤Ｃ_30-32_竹屋 泰）神経病理学的背景に基づい
たアルツハイマー病関連因子の探索

竹屋　泰
卒後教育開発セ
ンター

1,300,000 補
独立行政法人日本学術振
興会

12
（基盤Ｃ_30-32_冨山 佳昭）新規実験システムを用い
た血小板インテグリン制御分子の多角的解析とその応
用

冨山　佳昭 輸血部 1,560,000 補
独立行政法人日本学術振
興会

13
（基盤Ｃ_30-32_坂井 大介）がん化学療法の精密医療
の実現化

坂井　大介
がんゲノム医療
センター

252,276 補
独立行政法人日本学術振
興会

14
（基盤Ｃ（分担）_30-32_坂井）Warburg制御因子MPC
による早期脳転移機序の解明と応用

坂井　大介
がんゲノム医療
センター

260,000 補
独立行政法人日本学術振
興会

15
（基盤Ｃ_30-32_瀧内 剛）LEDを用いた光音響法によ
る胎児等の血中酸素飽和度測定とその有効性

瀧内　剛
総合周産期母子
医療センター

1,820,000 補
独立行政法人日本学術振
興会

16
（若手研究_30-32_大矢 良平）骨格筋型ミオシン軽鎖
キナーゼをターゲットとした新規筋弛緩薬の開発

大矢　良平
耳鼻咽喉科・頭
頸部外科

1,300,000 補
独立行政法人日本学術振
興会

補 助 元 又 は 委 託 元

高度の医療技術の開発及び評価を行う能力を有することを証する書類
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No 研　究　課　題　名 研 究 者 氏 名 所 属 部 門 金　　　額 補 助 元 又 は 委 託 元

17
（若手研究_30-31_小津 賢太郎）99mTcMIBIシンチグ
ラフィでの心室頻拍のカテーテル治療ターゲット電位
の予測

小津　賢太郎 循環器内科 910,000 補
独立行政法人日本学術振
興会

18
（若手研究_30-31_立川 章太郎）放射線抵抗性獲得に
おけるCTCF局在異常を介したDNA高次構造の解明

立川　章太郎 放射線治療科 1,560,000 補
独立行政法人日本学術振
興会

19
（若手研究_30-32_南原 利彦）新たな病態概念に基づ
いたダウン症候群の中枢神経系病変の解析

南原　利彦
総合周産期母子
医療センター

1,300,000 補
独立行政法人日本学術振
興会

20
（若手研究_30-31_坂根 貞嗣）オートファジーの多面
的作用に着目したアルコール性肝障害の病態改善機序
の解明

坂根　貞嗣 消化器内科 2,210,000 補
独立行政法人日本学術振
興会

21
（若手研究_30-31_良原 丈夫）細胞内ATP濃度が免疫
応答制御を介して腸管炎症に寄与するメカニズムの解
明

良原　丈夫 消化器内科 1,300,000 補
独立行政法人日本学術振
興会

22
（若手研究_30-31_吉岡 鉄平）超音波内視鏡下穿刺吸
引生検による膵癌局所リンパ球の解析

吉岡　鉄平
オンコロジーセ
ンター

2,210,000 補
独立行政法人日本学術振
興会

23
（若手研究_30-31_木庭 太郎）末梢血エクソソームの
定量プロテオミクスによる肺結核の画期的バイオマー
カー探索

木庭　太郎 呼吸器内科 2,210,000 補
独立行政法人日本学術振
興会

24
（若手研究_30-31_松本 あゆみ）超解像度顕微鏡を用
いたneo renal histologyの創出

松本　あゆみ 血液浄化部 2,080,000 補
独立行政法人日本学術振
興会

25
（若手研究_30-32_小澤 孝幸）Ｂリンパ球が誘導する
免疫寛容におけるクロマチン構造調整蛋白SATB1の機
能解明

小澤　孝幸 血液・腫瘍内科 1,300,000 補
独立行政法人日本学術振
興会

26
（若手研究_30-32_下 直樹）糖尿病下膵β細胞機能回
復のための標的因子の探求

下　直樹
糖尿病・内分
泌・代謝内科

1,170,000 補
独立行政法人日本学術振
興会

27
（若手研究_30-31_森本 祥悠）大腸癌臨床サンプルか
らの再発細胞（スーパー癌幹細胞）の同定

森本　祥悠 消化器外科 2,470,000 補
独立行政法人日本学術振
興会

28
（若手研究_30-31_三隅 祐輔）音響解析を用いたLVAD
診断システムの構築

三隅　祐輔
心臓血管外科
（一外）

1,690,000 補
独立行政法人日本学術振
興会

29
（若手研究_30-31_佐村 高明）Super ECMを用いた新
しい移植組織作成

佐村　高明 ハートセンター 2,210,000 補
独立行政法人日本学術振
興会

30
（若手研究_30-31_鈴木 康太）xeno-free iPS細胞由
来心筋細胞の臨床応用

鈴木　康太 移植医療部 2,210,000 補
独立行政法人日本学術振
興会

31
（若手研究_30-31_久能 英法）小細胞肺癌における
HB-EGFの機能解明と新規分標的薬としての応用

久能　英法
呼吸器外科（一
外）

2,080,000 補
独立行政法人日本学術振
興会

32
（若手研究_30-31_蛯原 健）侵襲時生体反応における
オートファジーの役割とその制御：エネルギー供給の
観点から

蛯原　健
高度救命救急セ
ンター

1,950,000 補
独立行政法人日本学術振
興会

33
【延長】（若手研究_30-31_島崎 淳也）熱中症性脳症
におけるHMGB1の関与と病態の解明

島崎　淳也
高度救命救急セ
ンター

384,698 補
独立行政法人日本学術振
興会
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34
（若手研究_30-32_片山 祐介）症候・診断・予後デー
タ解析による新たな傷病診断スコアの開発

片山　祐介
高度救命救急セ
ンター

780,000 補
独立行政法人日本学術振
興会

35
（若手研究_30-32_川村 正隆）シリコンパウダー経口
摂取による水素生成とラット腎虚血再灌流傷害に対す
る保護効果

川村　正隆 泌尿器科 1,430,000 補
独立行政法人日本学術振
興会

36
（若手研究_30-32_田中 秀憲）HPV陽性中咽頭癌に対
する個別化治療に向けたct-DNAモニタリングの意義

田中　秀憲
耳鼻咽喉科・頭
頸部外科

1,560,000 補
独立行政法人日本学術振
興会

37
（基盤Ｃ_19-21_田中 晃司）ミトコンドリアDNAの動
態制御による新規癌治療戦略の開発

田中　晃司 手術部 1,430,000 補
独立行政法人日本学術振
興会

38
（基盤Ｃ_19-22_巽 光朗）がんに特異性の高いFBPAと
FDGのPETを用いた免疫療法効果判定と副作用予測

巽　光朗 放射線部 910,000 補
独立行政法人日本学術振
興会

39
（基盤Ｃ_19-21_高橋 篤史）急性腎障害におけるリポ
ファジーの役割解明と治療への応用

髙橋　篤史 血液浄化部 2,340,000 補
独立行政法人日本学術振
興会

40
（基盤Ｃ_19-21_西東 秀晃）同種造血幹細胞移植後の
免疫再構築と同種免疫応答におけるSTAP蛋白の役割

西東　秀晃 血液・腫瘍内科 2,210,000 補
独立行政法人日本学術振
興会

41
（基盤Ｃ_19-21_上田 智朗）造血幹細胞抗原ESAMの欠
損が胎生期に致死的な赤血球造血不全をきたすメカニ
ズム

上田　智朗 血液・腫瘍内科 1,690,000 補
独立行政法人日本学術振
興会

42
（基盤Ｃ_19-21_河村 愛）免疫チェックポイント機構
による心不全の病態制御機構の解明

河村　愛
卒後教育開発セ
ンター

1,300,000 補
独立行政法人日本学術振
興会

43
（基盤Ｃ_19-21_射場 治郎）高齢者施設の種類と特徴
に応じた救急・災害医が関与した災害計画と訓練手法
の開発

射場　治郎
高度救命救急セ
ンター

650,000 補
独立行政法人日本学術振
興会

44
（基盤Ｃ_19-22_北村 温美）地域包括ケアシステムに
おけるPeer-to-peerネットワーク構築の有効性検討

北村　温美
中央クオリティ
マネジメント部

1,950,000 補
独立行政法人日本学術振
興会

45
（基盤Ｃ（分担）_19-22_濱口　） ミャンマーのカル
バペネマーゼ産生腸内細菌科細菌を分子疫学・地政学
的視点で解明する

濱口　重人 感染制御部 130,000 補
独立行政法人日本学術振
興会

46
（若手_19-21_平松　宏祐）卵巣癌においてＬＳＲが
制御する脂質代謝経路の解析と抗ＬＳＲ抗体による阻
害の検証

平松　宏祐
総合周産期母子
医療センター

780,000 補
独立行政法人日本学術振
興会

47
（若手研究_19-20_石川 慧）CRISPRノックアウトライ
ブラリーを用いた大腸癌転移機構の解明

石川　慧 消化器外科 1,820,000 補
独立行政法人日本学術振
興会

48
（若手研究_19-21_蓮池 裕平）筋強直性ジストロ
フィーの骨格筋障害機構解明

蓮池　裕平
神経内科･脳卒
中科

1,430,000 補
独立行政法人日本学術振
興会

49
（若手研究_19-20_神野 隼輝）TDP-43発現低下におけ
る、fthⅠmRNAへの影響の解析

神野　隼輝
神経内科･脳卒
中科

2,080,000 補
独立行政法人日本学術振
興会

50
（若手研究_19-20_佐藤 克彦）糖尿病随伴膵癌の発癌
機序解明および早期診断マーカー同定

佐藤　克彦 消化器内科 2,470,000 補
独立行政法人日本学術振
興会
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51
（若手研究_19-20_塩出 悠登）非古典的NfKB経路を介
した胆管癌進展のメカニズムの解明と胆管癌治療への
応用

塩出　悠登 消化器内科 2,080,000 補
独立行政法人日本学術振
興会

52
（若手研究_19-20_明神 悠太）肝星細胞オートファ
ジーの癌微小環境を通じた肝癌細胞増殖機序の解明

明神　悠太 消化器内科 2,470,000 補
独立行政法人日本学術振
興会

53
（若手研究_19-20_中野 智彰）房室結節・洞結節に対
する"クライオマッピング"の有用性に関する検証

中野　智彰 循環器内科 3,120,000 補
独立行政法人日本学術振
興会

54
（若手研究_19-20_宮脇 大）冠微小血管障害に基づく
新規拡張相肥大型心筋症診断指標の探索

宮脇　大 循環器内科 1,950,000 補
独立行政法人日本学術振
興会

55
（若手研究_19-20_土肥 智晴）心不全患者の予後を心
筋病理組織画像から機械学習で予測する

土肥　智晴 未来医療開発部 1,040,000 補
独立行政法人日本学術振
興会

56
（若手研究_19-21_塚本 泰正）非侵襲・低侵襲モダリ
ティを用いた成人先天性心疾患における心肝連関の病
態評価

塚本　泰正 ハートセンター 2,470,000 補
独立行政法人日本学術振
興会

57
（若手研究_19-20_島田 果林）CKD合併症における
CaSRの病態生理学的意義の探索

島田　果林 腎臓内科 2,080,000 補
独立行政法人日本学術振
興会

58
（若手研究_19-21_酒井 晋介）腎尿細管における糖新
生とオートファジー不全の関わり

酒井　晋介 腎臓内科 2,730,000 補
独立行政法人日本学術振
興会

59
（若手研究_19-20_余西 洋明）ファブリー病における
マルベリー細胞定量的評価法の開発とその臨床的価値

余西　洋明 腎臓内科 2,990,000 補
独立行政法人日本学術振
興会

60
（若手研究_19-20_岡 樹史）血液透析患者の閉塞性動
脈硬化症に対するマグネシウム製剤の効果の検討

岡　樹史 腎臓内科 1,690,000 補
独立行政法人日本学術振
興会

61
（若手研究_19-20_戸田 淳）STAPファミリー蛋白によ
るBcr-Abl分子活性化機構の解明とその治療的応用

戸田　淳 血液・腫瘍内科 2,210,000 補
独立行政法人日本学術振
興会

62
（若手研究_19-21_濱口 重人）肺炎球菌の経鼻保菌か
ら肺炎への進展様式の解明

濱口　重人 感染制御部 1,560,000 補
独立行政法人日本学術振
興会

63
（若手研究_19-20_萩 隆臣）胃癌Nivolumab治療にお
けるARID1A遺伝子変異の意義

萩　隆臣 消化器外科 2,080,000 補
独立行政法人日本学術振
興会

64
（若手研究_19-20_市原 もも子）胆汁酸およびアル
コールが食道扁平上皮発癌に及ぼす影響

市原　もも子 消化器外科 2,080,000 補
独立行政法人日本学術振
興会

65
（若手研究_19-20_松浦 記大）Notchシグナルと食道
癌抗癌剤耐性のメカニズムの解明と臨床応用にむけて

松浦　記大 消化器外科 2,080,000 補
独立行政法人日本学術振
興会

66
（若手研究_19-20_石田 智）消化管間葉系肉腫におけ
るGPX4阻害剤の有効性とそのメカニズムの解明

石田　智 消化器外科 130,000 補
独立行政法人日本学術振
興会

67
（若手研究_19-20_北風 雅敏）腸管内におけるTim3単
独発現細胞-大腸がん新規免疫治療に向けて-

北風　雅敏 消化器外科 2,080,000 補
独立行政法人日本学術振
興会



（様式第3） 5/ 33

No 研　究　課　題　名 研 究 者 氏 名 所 属 部 門 金　　　額 補 助 元 又 は 委 託 元

68
（若手研究_19-20_山本 慧）膵癌におけるHDAC1の発
現意義とEMT抑制をターゲットとした新規治療法の開
発

山本　慧 消化器センター 2,080,000 補
独立行政法人日本学術振
興会

69
（若手研究_19-22_東口 公哉）次世代フローサイト
メーターを用いた膵癌特異的免疫応答の網羅的解析と
臨床意義の検討

東口　公哉 消化器外科 1,560,000 補
独立行政法人日本学術振
興会

70
（若手研究_19-21_野間 俊樹）イムノスコアを用いた
食道癌化学療法による免疫微小環境評価の標準化と臨
床応用

野間　俊樹 消化器外科 2,860,000 補
独立行政法人日本学術振
興会

71
（若手研究_19-20_荒木 幹太）先天性心疾患合併重症
心不全に対する自家骨格筋由来筋芽細胞シートの有効
性評価

荒木　幹太 ハートセンター 2,210,000 補
独立行政法人日本学術振
興会

72
（若手研究_19-20_中江 昌郎）重症心不全における腸
内フローラの探索による逆行性感染症の防止の検討

中江　昌郎
心臓血管外科
（一外）

1,950,000 補
独立行政法人日本学術振
興会

73
（若手研究_19-20_中里 太郎）回転浮遊培養システム
を用いたiPS細胞由来3次元心筋組織の維持培養法の開
発

中里　太郎
心臓血管外科
（一外）

910,000 補
独立行政法人日本学術振
興会

74
（若手研究_19-22_金谷 知潤）静水圧加圧三次元積層
体シートによる先天性肺動脈狭窄に対する脱細胞パッ
チの開発

金谷　知潤 未来医療開発部 1,430,000 補
独立行政法人日本学術振
興会

75
（若手研究_19-20_渡邊 卓次）右心不全に対するiPS
細胞由来心筋細胞シートの有効性の検討

渡邊　卓次 集中治療部 2,210,000 補
独立行政法人日本学術振
興会

76
（若手研究_19-20_谷口 聖治）生体多光子励起イメー
ジング技術を利用した胸部腫瘍の新規低侵襲診断装置
の開発

谷口　聖治
呼吸器外科（一
外）

1,820,000 補
独立行政法人日本学術振
興会

77
（若手研究_19-20_吉田 健史）腹臥位中における自発
呼吸温存の効果の解明

吉田　健史 集中治療部 2,730,000 補
独立行政法人日本学術振
興会

78
（若手研究_19-20_松原 庸博）コリン作動性抗炎症経
路による神経免疫系を介した全身炎症の制御機序の解
明

松原　庸博
高度救命救急セ
ンター

2,340,000 補
独立行政法人日本学術振
興会

79
（若手研究_19-21_藤田 祐也）深層学習によるてんか
んの脳波・脳磁図の自動診断

藤田　祐也 脳神経外科 2,080,000 補
独立行政法人日本学術振
興会

80
（若手研究_19-21_中島 伸彦）脊髄損傷後の自律神経
機能障害による臓器機能低下の評価

中島　伸彦 脳神経外科 2,080,000 補
独立行政法人日本学術振
興会

81
（若手研究_19-20_中野 剛佑）尿路上皮癌血中遊離
DNA断片によるAIを活用した診断とその遺伝子変異の
臨床応用

中野　剛佑 泌尿器科 2,990,000 補
独立行政法人日本学術振
興会

82
（若手研究_19-21_関井 洋輔）新規動物モデルを用い
た夜間多尿の治療戦略の探索

関井　洋輔 泌尿器科 1,560,000 補
独立行政法人日本学術振
興会

83
（若手研究_19-20_稲垣 裕介）精索静脈瘤の男性不妊
に及ぼす機序の解明と新規治療薬としてのシリコンナ
ノ粒子の応用

稲垣　裕介 前立腺センター 1,820,000 補
独立行政法人日本学術振
興会

84
（若手研究_19-20_北村 公二）頭頸部扁平上皮癌を高
悪性化させるRNAスプライシングバリアントの同定

北村　公二
耳鼻咽喉科・頭
頸部外科

2,080,000 補
独立行政法人日本学術振
興会
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85
（若手研究_19-20_原田 祥太郎）直線加速度刺激装置
を用いたP2X2受容体ノックアウトマウスでの耳石器機
能の研究

原田　祥太郎
耳鼻咽喉科・頭
頸部外科

2,470,000 補
独立行政法人日本学術振
興会

86
（若手研究_19-20_松井 沙織）根尖性歯周炎における
根尖病変の治癒促進を目的とした高周波根尖療法に関
する臨床試験

松井　沙織 歯科治療室 2,340,000 補
独立行政法人日本学術振
興会

87
（若手研究_19-20_内橋 俊大）武装型第三世代がん治
療用HSV-1と免疫療法の併用効果および安全性の検討

内橋　俊大 歯科治療室 1,115,146 補
独立行政法人日本学術振
興会

88
（若手研究_19-20_北野 貴也）左室補助人工心臓に関
連した脳梗塞の脳血管内治療ー実態解明から安全性向
上へ

北野　貴也
脳卒中センター
（神内）

1,950,000 補
独立行政法人日本学術振
興会

89
（研スタ_19-20_清水 康太郎）内耳有毛細胞の生体イ
メージング

清水　康太郎
耳鼻咽喉科・頭
頸部外科

1,430,000 補
独立行政法人日本学術振
興会

90
（研スタ_19-20_土井 洋平）保存期CKD患者の冠動脈
石灰化における薬剤介入効果予測バイオマーカーの検
索

土井　洋平 腎臓内科 1,430,000 補
独立行政法人日本学術振
興会

91
（研スタ_19-20_尾崎 晋吾）大阪府のレセプト特定健
診一体型ビッグデータに基づく効率的な特定健診の運
用の提案

尾崎　晋吾 血液浄化部 1,430,000 補
独立行政法人日本学術振
興会

92
（基盤Ａ（分担）・田中）膜融合能増強型標的化改変
ヘルペスウイルスを用いたがん免疫療法の開発

田中　晃司 手術部 390,000 補
独立行政法人日本学術振
興会

93
（基盤Ｂ（分担）・松浦）敗血症性脳症の非侵襲計測
と分子病態の統合解析による積極的治療介入の再考察

松浦　裕司
高度救命救急セ
ンター

350,000 補
独立行政法人日本学術振
興会

94
（基盤Ｂ_19-21_北畠 康司）治療薬開発へつながるダ
ウン症候群の神経病態発症原理の解明

北畠　康司
総合周産期母子
医療センター

4,290,000 補
独立行政法人日本学術振
興会

95
（基盤Ｂ_19-21_清水 健太郎）重症病態での腸内細菌
叢を介した免疫システム解明と腸内細菌叢再構築のた
めの治療戦略

清水　健太郎
高度救命救急セ
ンター

7,670,000 補
独立行政法人日本学術振
興会

96 再生医療等臨床研究推進拠点病院の確立 木村　正 医学部附属病院 20,000,000 補
国立研究開発法人　日本
医療研究開発機構

97
再生医療等臨床研究を支援する再生医療ナショナルコ
ンソーシアムの実現

西田　幸二 眼科学 27,597,700 補
国立研究開発法人　日本
医療研究開発機構

98
有害事象発生時の科学的な細胞検証を通じて細胞治療
の安全性向上を目指す臨床用細胞保管・検査拠点構築

西田　幸二 眼科学 18,594,667 補
国立研究開発法人　日本
医療研究開発機構

99
戦略的TR推進による自立循環型新規医療創出拠点の実
現

澤　芳樹 心臓血管外科 146,936,000 補
国立研究開発法人　日本
医療研究開発機構

100
（AMED・補助金）2019年度医療技術実用化総合促進事
業

木村　正 医学部附属病院 254,045,215 補
国立研究開発法人　日本
医療研究開発機構

101
（ＡＭＥＤ・補助金）中央ＩＲＢ促進事業5.非介入研
究におけるセントラル倫理委員会への基盤整備

木村　正 医学部附属病院 32,500,000 補
国立研究開発法人　日本
医療研究開発機構
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102
異分野融合型研究の推進による自立循環型新規医療創
出基盤の確立

澤　芳樹 心臓血管外科 48,205,000 補
国立研究開発法人　日本
医療研究開発機構

103
（補助金・厚労省・研修プログラム）臨床研究総合促
進事業

木村　正 医学部附属病院 3,926,678 補 厚生労働省

104
（補助金・厚労省・先進プログラム）臨床研究総合促
進事業

木村　正 医学部附属病院 13,739,322 補 厚生労働省

105
(補助金・厚労省・がんｹﾞﾉﾑ中核)平成31年度感染症予
防事業費等国庫負担金(補助金)がんｹﾞﾉﾑ医療中核拠点
病院機能強化事業

木村　正 医学部附属病院 58,016,013 補 厚生労働省

106
左室収縮性が保持された心不全合併高齢２型糖尿病患
者におけるSGLT２阻害薬カナグリフロジンの有効性・
安全性に及ぼす影響（MT2016-004）

坂田　泰史 循環器内科 219,600 委
公立大学法人奈良県立医
科大学

107
疾患特異的iPS細胞をもちいた小児難治性疾患の統合
的理解と創薬開発

北畠　康司
総合周産期母子
医療センター

14,300,000 委
国立研究開発法人　日本
医療研究開発機構

108 AI基盤拠点病院の確立 木村　正 AI医療センター 143,500,000 委
国立研究開発法人医薬基
盤・健康・栄養研究所

109
高齢者2型糖尿病における認知症予防のための多因子
介入研究　　　　　　　　―パイロット研究―

竹屋　泰
卒後教育開発セ
ンター

800,000 委
国立研究開発法人国立長
寿医療研究センター

110 難治性副腎疾患の診療に直結する　　エビデンス創出 大月道夫
内分泌・代謝内
科

260,000 委 京都医療センター

111

高齢者の切除不能な進行・再発胃癌に対する機能評価
と前向きな化学療法後の臨床情報が紐づけされたデー
タセットの作成を通じて標準治療を開発する多施設共
同臨床研究

坂井大介
がんゲノム医療
センター

500,000 委
独立行政法人地域医療機
能推進機構九州病院

112
治療効果判定におけるPETとその他の画像診断との比
較検討に関する研究

巽　光朗 放射線部 600,000 委
国立研究開発法人国立が
ん研究センター

113
医師主導治験実施体制の確立、二重盲検比較試験の実
施

水木　満佐央 化学療法部 400,000 委
国立大学法人長崎大学病
院

114
CRB事務局業務支援システムの検証と多施設共同研究
版への対応に関する研究

山本　洋一
臨床研究セン
ター

6,500,000 委 国立大学法人東北大学

115
非介入研究ガイドラインの普及を目指した検証と中央
IRB の基盤整備および運用に関する研究

山本　洋一
臨床研究セン
ター

1,300,000 委 国立大学法人東北大学

116
乾癬関節炎患者における人工知能による画像診断支援
システムの構築

冨田　哲也 整形外科 220,000 委 国立大学法人長崎大学

117
熱意ある企業に熱意ある臨床医が寄り添う医療機器開
発  拠点整備事業

中島　清一
次世代内視鏡治
療学共同研究部
門

15,571,384 委
国立研究開発法人　日本
医療研究開発機構

118 血液凝固異常症等に関する研究 冨山　佳昭 血液腫瘍内科 1,100,000 委 厚生労働省
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119
非癌、慢性炎症性リンパ節・骨髄異常を示すキャッス
ルマン病、TAFRO症候群その類縁疾患の診断基準、重
症度分類の改正、診断・治療のガ

水木　満佐央 化学療法部 100,000 委 厚生労働省

120

(A0074水島)StageⅢ結腸癌治癒切除例に対する術後補助化学療法とし
てのmFOLFOX6療法またはXELOX療法における5-FU系抗がん剤および
オキサリプラチンの至適投与期間に関するランダム化第Ⅲ相比較臨床試
験

水島　恒和
消化器外科(二
外)

118,800 委
公益財団法人がん集学的
治療研究財団

121 (A0139水島)再発危険因子を有するStage II大腸癌に対するUFT/LV療
法の臨床的有用性に関する研究（JFMC46-1201）

水島　恒和
消化器外科(二
外)

21,600 委
公益財団法人がん集学的
治療研究財団

122
(循環器･坂田)「生体弁置換術後心房細動患者の抗血
栓療法に関するレジストリー」（前向き観察研究）

坂田　泰史 循環器内科 324,000 委
国立研究開発法人
国立循環器病研究セン
ター

123

□(A0155野々村)去勢抵抗性前立腺癌（CRPC：
Castration resistant prostate cancer）患者におけ
る抗アンドロゲン剤交替療法後のエンザルタミドの臨
床効果と安全性に関する前向き観察研究

野々村　祝夫 泌尿器科 1,080,000 委
公益財団法人神戸医療産
業都市推進機構

124
(精神神経ｾﾝﾀｰ･池田)フロルベタピル（18F）注射液を
用いたアミロイドイメージングによる診断インパクト
臨床研究

池田　学 神経科・精神科 1,415,414 委
国立研究開発法人
国立精神・神経医療研究
センター

125
□(A0220江口)肝細胞癌に対する肝切除またはラジオ
波焼灼療法施行後の再発治療・長期予後に関する多施
設共同後ろ向き観察研究：SURF trial付随研究

江口　英利
消化器外科(二
外)

30,000 委
公益財団法人パブリック
ヘルスリサーチセンター

126
再発又は難治性のCD30陽性皮膚原発悪性リンパ腫を対
象としたブレンツキシマブ ・ベドチンの有効性及び
安全性を確認する多施設共同第II相医師主導治験

清原　英司 皮膚科 3,042,000 委 岡山大学病院

127
血中循環腫瘍 DNA で HER2 遺伝子増幅が検出された
切除不能固形がん患者を対象とする DS-8201a 療法の
多施設共同臨床第 II 相試験

佐藤　太郎
消化器外科(二
外)

500,000 委 国立がん研究センター

128
視線計測装置及び視線計測装置用診断プログラム
(GF01)による自閉スペクトラム症(ASD)の診断能に関
する多施設共同試験

谷池　雅子 小児科 715,000 委
国立大学法人浜松医科大
学

129
(1) 小児期発症のネフローゼ症候群に対するIDEC-
C2B8の多施設共同二重盲検  プラセボ対照ランダム化
並行群間比較試験

窪田　拓生 小児科 350,000 委
国立大学法人神戸大学医
学部附属病院

130 ネオセルフを標的としたCAR T細胞療法の開発 保仙　直毅
血液・腫瘍内科
学講座

3,900,000 補
独立行政法人日本学術振
興会

131
神経・免疫・代謝におけるガイダンス因子の病的意義
の解明とその制御

熊ノ郷　淳
呼吸器・免疫内
科学講座

37,700,000 補
独立行政法人日本学術振
興会

132 脊髄損傷後の機能回復を促進する脳活動の解明と制御 貴島　晴彦
脳神経外科学講
座

5,070,000 補
独立行政法人日本学術振
興会

133
頭蓋内脳波を用いた嚥下の脳機能解明とブレインマシ
ンインターフェース

平田　雅之
脳機能診断再建
学共同研究講座

14,560,000 補
独立行政法人日本学術振
興会

134 ヒトパピローマウイルス関連中咽頭癌の自然史の解明 猪原　秀典
耳鼻咽喉科・頭
頸部外科学講座

18,460,000 補
独立行政法人日本学術振
興会

135
ヒト眼の形態形成における組織間の協調メカニズムの
解明

西田　幸二 眼科学講座 15,600,000 補
独立行政法人日本学術振
興会
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136 睡眠障害を持つ乳幼児に対する前向き介入研究 谷池　雅子
小児発達神経学
領域

1,820,000 補
独立行政法人日本学術振
興会

137 筋強直性ジストロフィーの包括的治療法確立 中森　雅之 神経内科学講座 4,160,000 補
独立行政法人日本学術振
興会

138
三次元CT画像を用いた多様な肺疾患対応の統合型コン
ピュータ支援診断システムの開発

木戸　尚治
人工知能画像診
断学共同研究講
座

3,770,000 補
独立行政法人日本学術振
興会

139
難治性腸管炎症における自然リンパ球を介した腸管粘
膜免疫制御機構の解明

飯島　英樹
消化器内科学講
座

3,250,000 補
独立行政法人日本学術振
興会

140
遺伝学的形質に基づいた肝発癌モデルの樹立と個別化
免疫療法の確立

巽　智秀
消化器内科学講
座

5,460,000 補
独立行政法人日本学術振
興会

141
オートファジーリサイクリングを標的とした生活習慣
病に伴う慢性腎臓病治療法の開発

猪阪　善隆 腎臓内科学講座 2,600,000 補
独立行政法人日本学術振
興会

142
恒常的インテグリンβ7活性化シグナルを標的とした
骨髄腫幹細胞排除法の開発

保仙　直毅
血液・腫瘍内科
学講座

4,810,000 補
独立行政法人日本学術振
興会

143
がん放射線治療におけるDNA2本鎖切断修復機構選択の
役割

瀬尾　雄二
放射線治療学講
座

2,470,000 補
独立行政法人日本学術振
興会

144 次世代型RNAバイオマーカーの基盤構築と臨床応用 石井　秀始
疾患データサイ
エンス学共同研
究講座

4,940,000 補
独立行政法人日本学術振
興会

145
腎細胞癌患者の組織・血液を用いた包括的病態解明に
よる新規統合的治療戦略の創生

植村　元秀
泌尿器癌免疫治
療学共同研究講
座

3,640,000 補
独立行政法人日本学術振
興会

146
慢性炎症疾患におけるアラーミン・SASPを標的とした
新規治療法の開発

中神　啓徳
健康発達医学寄
附講座

5,460,000 補
独立行政法人日本学術振
興会

147
生活習慣病とアルツハイマー病を同時に標的とする新
規治療法の基盤構築

山本　浩一
老年･総合内科
学講座

3,380,000 補
独立行政法人日本学術振
興会

148
蛋白質構造多形から迫る疾患バイオマーカーの開発と
新規治療薬の開発

望月　秀樹 神経内科学講座 6,890,000 補
独立行政法人日本学術振
興会

149
難治性がんに対する放射線と免疫チェックポイント阻
害剤併用による新規治療法の開発

小川　和彦
放射線治療学講
座

8,320,000 補
独立行政法人日本学術振
興会

150
肝臓における細胞死を起点とした細胞間コミュニケー
ションと病態形成

竹原　徹郎
消化器内科学講
座

5,850,000 補
独立行政法人日本学術振
興会

151
内因性心筋炎症惹起分子制御機構の探索と心不全治療
創薬への応用

大津　欣也
重症心不全内科
治療学寄附講座

5,330,000 補
独立行政法人日本学術振
興会

152
皮膚筋炎特異的自己抗原に対する免疫応答が皮膚筋炎
の病態を形成する分子機序の解明

藤本　学 皮膚科学講座 5,590,000 補
独立行政法人日本学術振
興会
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153
アディポネクチンのエクソソーム産生制御とFavineの
血管・血栓制御機構の解明

下村　伊一郎
内分泌･代謝内
科学講座

5,070,000 補
独立行政法人日本学術振
興会

154
生体内組織形成術による管状自己組織を足場とした気
管再生技術の開発

奥山　宏臣
小児成育外科学
講座

7,300,000 補
独立行政法人日本学術振
興会

155
エクソーム解析によるゲノムプロファイリングに基づ
いた乳癌個別化治療の開発

金　昇晋
乳腺･内分泌外
科学講座

2,470,000 補
独立行政法人日本学術振
興会

156
地域を網羅した大規模救急患者レジストリ分析による
救急医療改善の新たな試み

嶋津　岳士 救急医学講座 3,120,000 補
独立行政法人日本学術振
興会

157
細胞ホーミング特性に着目した心筋の自己組織化機構
解明とバイオ人工心臓構築への応用

李　鍾國
心血管再生医学
共同研究講座

3,640,000 補
独立行政法人日本学術振
興会

158
TTC39B標的RNA医薬搭載肝特異的バイオナノカプセル
による脂肪肝炎治療薬開発

小関　正博
循環器内科学講
座

5,070,000 補
独立行政法人日本学術振
興会

159
慢性炎症を基盤としたリプログラミングの可視化と腫
瘍の解析

森井　英一 病態病理学講座 4,680,000 補
独立行政法人日本学術振
興会

160
がん間質細胞をターゲットにした核医学治療の開発：
新たながん治療戦略に向けて

渡部　直史 核医学講座 12,610,000 補
独立行政法人日本学術振
興会

161
遺伝性心筋症ゲノム解析および横断オミックス解析に
よる新規分子標的の同定と創薬開発

朝野　仁裕 医化学講座 6,110,000 補
独立行政法人日本学術振
興会

162
末梢循環性間葉系細胞の発生学的起源探索と表皮水疱
症剥離表皮再生メカニズムの解明

玉井　克人
再生誘導医学寄
附講座

9,230,000 補
独立行政法人日本学術振
興会

163
腫瘍組織内免疫の正/負因子の細分画化とがん種を越
えた絶対評価の試み

和田　尚
臨床腫瘍免疫学
共同研究講座

4,160,000 補
独立行政法人日本学術振
興会

164
上部消化管癌患者の予後向上を目指したグレリンによ
る周術期栄養療法の開発

土岐　祐一郎
消化器外科学２
講座

7,410,000 補
独立行政法人日本学術振
興会

165
癌周囲微小環境を構成する癌関連線維芽細胞を標的と
した新たな肺癌治療の開発

新谷　康
呼吸器外科学講
座

5,460,000 補
独立行政法人日本学術振
興会

166
侵襲時再生治療に関する新たな発展：新規炎症増幅メ
カニズムの制御

小倉　裕司 救急医学講座 7,410,000 補
独立行政法人日本学術振
興会

167
力学刺激によるPGE2/NGF/MMP産生機構に注目した変形
性膝関節症の病態解明

中田　研
スポーツ医学講
座

7,280,000 補
独立行政法人日本学術振
興会

168
2D-3D骨形状再構成プログラムと骨・関節疾患治療ク
ラウドシステムの開発

村瀬　剛 整形外科学講座 6,500,000 補
独立行政法人日本学術振
興会

169
子宮頸部病変自動診断システムの開発～低医療資源国
における子宮頸がん予防に向けて～

上田　豊
産科学婦人科学
講座

8,840,000 補
独立行政法人日本学術振
興会
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170
順遺伝学手法による、脱ユビキチン化酵素の卵巣癌進
展・子宮内膜症癌化制御機構の解明

木村　正
産科学婦人科学
講座

7,670,000 補
独立行政法人日本学術振
興会

171 新規幹細胞解析法、FACS-mQの臨床応用 高野　徹
内分泌･代謝内
科学講座

1,300,000 補
独立行政法人日本学術振
興会

172
高齢者糖尿病における高血糖の是正が骨格筋に及ぼす
影響に関する多面的検討

杉本　研
老年･総合内科
学講座

1,170,000 補
独立行政法人日本学術振
興会

173
牛車腎気丸のパーキンソン病モデルを用いた神経保護
効果の検証

馬場　孝輔 神経内科学講座 1,300,000 補
独立行政法人日本学術振
興会

174
生体内Forward genetic screenによる肝癌進展制御機
構の解明

小玉　尚宏
消化器内科学講
座

1,560,000 補
独立行政法人日本学術振
興会

175
Bak/Bax活性化によるミトコンドリアDNA放出が慢性肝
疾患に与える影響の解明

疋田　隼人
消化器内科学講
座

1,560,000 補
独立行政法人日本学術振
興会

176
肝疾患病態における細胞内輸送に関連する分子機構の
解析

阪森　亮太郎
消化器内科学講
座

1,560,000 補
独立行政法人日本学術振
興会

177
インスリン分泌不全および抵抗性が膵発癌・進展機構
に与える影響の解明

重川　稔
消化器内科学講
座

1,560,000 補
独立行政法人日本学術振
興会

178
左室収縮能が保たれた心不全症例におけるバイオマー
カーによる予後予測の有用性の検討

砂　真一郎
循環器内科学講
座

650,000 補
独立行政法人日本学術振
興会

179
慢性脊髄炎の新規自己抗体同定と病原性モノクローナ
ル抗体作成の試み

奥野　龍禎 神経内科学講座 1,300,000 補
独立行政法人日本学術振
興会

180 脂肪細胞SDF-1の生理病態学的意義と肥満病態治療 福原　淳範
肥満脂肪病態学
寄附講座

910,000 補
独立行政法人日本学術振
興会

181
糖尿病治療を目指したヒト膵α細胞分化転換機構の解
明・ARX阻害低分子化合物の探索

小澤　純二
糖尿病病態医療
学寄附講座

1,300,000 補
独立行政法人日本学術振
興会

182 断片化抗CD3抗体による免疫調節と自己免疫疾患治療 水井　理之 腎臓内科学講座 910,000 補
独立行政法人日本学術振
興会

183
骨石灰化における局所リン産生機構の意義－ALPの重
要性－

窪田　拓生 小児科学講座 1,430,000 補
独立行政法人日本学術振
興会

184
ダウン症造血異常の責任遺伝子同定を目指した疾患
iPS細胞ライブラリーの樹立

荒堀　仁美 小児科学講座 1,430,000 補
独立行政法人日本学術振
興会

185
ビフィズス菌をプラットフォームとした経口がんワク
チンの有効性の機序の解明

橋井　佳子 小児科学講座 910,000 補
独立行政法人日本学術振
興会

186
アルツハイマー病の新規発症分子メカニズムを解明す
る研究

森原　剛史
認知症プレシ
ジョン医療開発
学寄附講座

910,000 補
独立行政法人日本学術振
興会
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187
アルツハイマー病における脳内アミロイド沈着の早期
発見と病態解明に向けた研究

吉山　顕次 精神医学講座 1,560,000 補
独立行政法人日本学術振
興会

188
アルツハイマー病と特発性正常圧水頭症の発現機序に
おける相互作用についての研究

橋本　衛
行動神経学・神
経精神医学寄附
講座(連小)

1,040,000 補
独立行政法人日本学術振
興会

189
イメージングバイオマーカーとしての実効横緩和率の
有用性および標準化に関する検討

大西　裕満 放射線医学講座 1,040,000 補
独立行政法人日本学術振
興会

190
内因性抗HER2自己抗体高値の乳癌患者において術後再
発が抑制される免疫学的機序

下田　雅史
乳腺･内分泌外
科学講座

910,000 補
独立行政法人日本学術振
興会

191
次世代シーケンサーとデジタルPCRを用いた食道癌患
者末梢血中ctDNAの検出

黒川　幸典
消化器外科学１
講座

1,170,000 補
独立行政法人日本学術振
興会

192
炎症性腸疾患関連癌の発癌関連性因子と生物学的特性
解明のための基礎的検討

水島　恒和
消化器外科学１
講座

1,300,000 補
独立行政法人日本学術振
興会

193
抗癌剤耐性誘導のメカニズム解明とエピゲノム変化を
ターゲットとした治療法の構築

江口　英利
消化器外科学２
講座

1,430,000 補
独立行政法人日本学術振
興会

194
霊長類視床痛モデルにおける中枢性疼痛メカニズムの
解明

齋藤　洋一
脳神経機能再生
学共同研究講座

1,170,000 補
独立行政法人日本学術振
興会

195 白質刺激を用いたてんかん波伝播のメカニズム解析 押野　悟
脳神経外科学講
座

1,170,000 補
独立行政法人日本学術振
興会

196 脳内ネットワーク解析に基づく脳深部破壊効果の研究 谷　直樹
脳神経外科学講
座

650,000 補
独立行政法人日本学術振
興会

197
ITグローバルネットワークを用いた術後膝人工関節動
態ビッグデータ活用とその有用性

菅本　一臣
運動器バイオマ
テリアル学寄附
講座

910,000 補
独立行政法人日本学術振
興会

198
BMP誘導異所性骨化過程の生体内イメージング手法の
確立

海渡　貴司 整形外科学講座 1,560,000 補
独立行政法人日本学術振
興会

199
心不全患者の急性腎傷害の早期発見-新指標を用いて
の検討-

井口　直也
麻酔･集中治療
医学講座

1,170,000 補
独立行政法人日本学術振
興会

200
PDE5阻害薬を用いた妊娠高血圧症候群の治療について
の基礎的検討

冨松　拓治
産科学婦人科学
講座

1,300,000 補
独立行政法人日本学術振
興会

201
トランスポゾンスクリーニングによる子宮平滑筋肉腫
のドライバー遺伝子同定と機能解析

小玉　美智子
産科学婦人科学
講座

1,170,000 補
独立行政法人日本学術振
興会

202
メニエール病患者の内耳の内リンパ水腫の存在範囲を
評価する検査法の開発

今井　貴夫
耳鼻咽喉科・頭
頸部外科学講座

1,560,000 補
独立行政法人日本学術振
興会

203
SEMA4D-TSLP相互作用に着目した好酸球性副鼻腔炎病
態解明

前田　陽平
耳鼻咽喉科・頭
頸部外科学講座

1,430,000 補
独立行政法人日本学術振
興会
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204
再発・転移頭頸部癌におけるMTVとHPV感染を指標とし
た予後予測モデルの構築

鈴木　基之
耳鼻咽喉科・頭
頸部外科学講座

390,000 補
独立行政法人日本学術振
興会

205 リンパ管機能を応用した新規緑内障治療薬の探索 丸山　和一
視覚先端医学寄
附講座

1,690,000 補
独立行政法人日本学術振
興会

206
乳癌手術切除断端に対する生組織標本を用いた癌細胞
の術中迅速診断の開発

多根井　智紀
乳腺･内分泌外
科学講座

520,000 補
独立行政法人日本学術振
興会

207
Leaky Gut syndromeを標的とした多発性硬化症病態の
解明と治療開発

木下　允 神経内科学講座 1,430,000 補
独立行政法人日本学術振
興会

208
α線放出核種At-211の定位的脳内注入による難治性て
んかんの治療

加藤　弘樹 核医学講座 1,430,000 補
独立行政法人日本学術振
興会

209
肺癌の組織診断および悪性度予測の為の人工知能（深
層学習）システムの確立

梁川　雅弘 放射線医学講座 1,170,000 補
独立行政法人日本学術振
興会

210
心筋線維芽細胞に着目した小児特発性心筋症の病態解
明

石井　良 小児科学講座 1,820,000 補
独立行政法人日本学術振
興会

211 先天性GPI欠損症に対する活性化葉酸療法の確立 富永　康仁
高次脳機能損傷
学領域

1,560,000 補
独立行政法人日本学術振
興会

212
ナビゲーションシステムを用いた小児期発症てんかん
に対する反復経頭蓋磁気刺激療法

下野　九理子
高次脳機能損傷
学領域

780,000 補
独立行政法人日本学術振
興会

213
片側発症一卵性双生児の網羅的ゲノム解析による胆道
閉鎖症の遺伝的素因の解明

別所　一彦 小児科学講座 1,820,000 補
独立行政法人日本学術振
興会

214
軟骨無形成症の患者集団と疾患特異的iPS細胞による
肥満とインスリン抵抗性の検討

北岡　太一 小児科学講座 1,560,000 補
独立行政法人日本学術振
興会

215 マイクロRNAを用いた複合癌免疫療法の開発 西田　尚弘
先進癌薬物療法
開発学寄附講座

1,690,000 補
独立行政法人日本学術振
興会

216
頻脈性および頻発性不整脈の心筋症病態形成解明に向
けた表現型と遺伝型からの検討

大谷　朋仁
循環器内科学講
座

1,300,000 補
独立行政法人日本学術振
興会

217
デスモゾーム関連心筋症の分子病態解明と治療標的の
同定

彦惣　俊吾
重症心不全内科
治療学寄附講座

910,000 補
独立行政法人日本学術振
興会

218
左心不全に伴う肺高血圧、右心不全の発症・進展機序
解明に基づく新たな治療戦略の確立

世良　英子
循環器内科学講
座

1,300,000 補
独立行政法人日本学術振
興会

219
3D画像/バイオマーカーを用いたMitraClipによる左室
逆リモデリングの検討

溝手　勇
循環器内科学講
座

390,000 補
独立行政法人日本学術振
興会

220 末梢血を用いたがん免疫療法の効果予測診断法の開発 岩堀　幸太
臨床腫瘍免疫学
共同研究講座

390,000 補
独立行政法人日本学術振
興会
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221
リソソームストレスとしての腎疾患の病態解明とそれ
に基づく治療薬の探索

高畠　義嗣 腎臓内科学講座 1,170,000 補
独立行政法人日本学術振
興会

222
HLAクラスII/ミスフォールド蛋白複合体抗体による慢
性皮膚潰瘍の病態解明

荒瀬　規子 皮膚科学講座 1,560,000 補
独立行政法人日本学術振
興会

223
血小板インテグリン活性化ダイナミクスを制御する分
子機構の網羅的解析

加藤　恒
血液･腫瘍内科
学講座

1,430,000 補
独立行政法人日本学術振
興会

224
老化に伴う造血幹細胞のリンパ球産生機能低下を制御
する方法の開発

横田　貴史
血液･腫瘍内科
学講座

1,300,000 補
独立行政法人日本学術振
興会

225
全身性エリテマトーデスに対するtype I IFNを標的と
した新規治療法の開発

高松　漂太
呼吸器・免疫内
科学講座

1,430,000 補
独立行政法人日本学術振
興会

226
肥満に伴う脂肪炎症でのマクロファージのリソソーム
関連分子myoferlinの機能

鷹見　洋一
老年･総合内科
学講座

1,690,000 補
独立行政法人日本学術振
興会

227 膵α細胞機能的多様性の同定とその病態生理学的解析 河盛　段
内分泌･代謝内
科学講座

1,170,000 補
独立行政法人日本学術振
興会

228 膵β細胞への分化転換効率化に向けた試み 松岡　孝昭
内分泌･代謝内
科学講座

1,170,000 補
独立行政法人日本学術振
興会

229
脂肪組織酸化ストレスと健康的脂肪組織肥大のSrebp1
転写共役因子に着目した解析

奥野　陽亮
代謝血管学寄附
講座

1,820,000 補
独立行政法人日本学術振
興会

230
乳癌センチネルリンパ節におけるmicroRNA発現解析を
用いた転移予測法の開発

三宅　智博
乳腺･内分泌外
科学講座

910,000 補
独立行政法人日本学術振
興会

231
ペプチド探索による腎移植後抗体関連型拒絶反応に対
する新規バイオマーカーの確立

今村　亮一 泌尿器科学講座 1,690,000 補
独立行政法人日本学術振
興会

232
食道癌に対する化学+免疫療法の新規併用療法の確立
に向けたバイオマーカー探索研究

牧野　知紀
消化器外科学１
講座

1,300,000 補
独立行政法人日本学術振
興会

233 がん化学療法の精密医療の実現化 坂井　大介
先進癌薬物療法
開発学寄附講座

1,560,000 補
独立行政法人日本学術振
興会

234
Lgr5スプライシングバリアントに着目した大腸癌の新
規治療開発のための基礎研究

高橋　秀和
消化器外科学２
講座

1,820,000 補
独立行政法人日本学術振
興会

235
難治性胆道癌における腫瘍進展メカニズムの解析に基
づく集学的治療法の開発と評価

小林　省吾
消化器外科学１
講座

1,430,000 補
独立行政法人日本学術振
興会

236
急性呼吸不全において肺傷害の最小にする新しい人工
呼吸法の開発

内山　昭則
麻酔･集中治療
医学講座

780,000 補
独立行政法人日本学術振
興会

237
骨髄由来抑制細胞(MDSC)による頭部外傷後神経炎症の
抑制効果に関する研究

細見　早苗 救急医学講座 1,430,000 補
独立行政法人日本学術振
興会
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238
非侵襲脳活動計測を用いた一次運動野刺激の疼痛認知
抑制機構の解明

細見　晃一
脳神経機能再生
学共同研究講座

1,560,000 補
独立行政法人日本学術振
興会

239
安静時functional MRIによる頚髄症の新規予後予測法
の開発

武中　章太 整形外科学講座 1,430,000 補
独立行政法人日本学術振
興会

240
体軸性脊椎関節炎に対する新規治療法の開発及び本邦
での疾患関連遺伝子検索

冨田　哲也
運動器バイオマ
テリアル学寄附
講座

1,040,000 補
独立行政法人日本学術振
興会

241
免疫チェックポイント阻害剤の奏効予測バイオマー
カー探索に向けた複合的アプローチ

加藤　大悟 泌尿器科学講座 1,430,000 補
独立行政法人日本学術振
興会

242
夜間多尿動物モデルの確立と塩分負荷による膀胱求心
性神経亢進の機構解明

竹澤　健太郎 泌尿器科学講座 2,340,000 補
独立行政法人日本学術振
興会

243
網羅的遺伝子解析による精子成熟停止の新規機序解明
と新規治療法の探索

福原　慎一郎 泌尿器科学講座 1,300,000 補
独立行政法人日本学術振
興会

244
ラット腎移植モデルにおけるシリコンナノ粒子を用い
た新規水素発生法の治療効果

阿部　豊文 泌尿器科学講座 1,560,000 補
独立行政法人日本学術振
興会

245
患者由来のエクソソームを用いた卵巣がん新治療の可
能性の検討

澤田　健二郎
産科学婦人科学
講座

1,560,000 補
独立行政法人日本学術振
興会

246
メチルコバラミンと生体吸収徐放性メッシュシートに
よる顔面神経再生の研究

佐藤　崇
耳鼻咽喉科・頭
頸部外科学講座

1,300,000 補
独立行政法人日本学術振
興会

247
慢性炎症性眼疾患における新規疾患バイオマーカーと
してのミトコンドリアDNA

橋田　徳康 眼科学講座 1,560,000 補
独立行政法人日本学術振
興会

248 網膜内リモデリング現象による緑内障再生治療法開発 松下　賢治 眼科学講座 1,820,000 補
独立行政法人日本学術振
興会

249 生体適合性架橋剤を用いた水疱性角膜症治療法の開発 相馬　剛至 眼科学講座 1,300,000 補
独立行政法人日本学術振
興会

250
２光子励起顕微鏡を用いた網膜および視神経疾患にお
ける眼球深部動態観察

臼井　審一 眼科学講座 1,430,000 補
独立行政法人日本学術振
興会

251 自己集合性ペプチドを用いた硝子体再建術 坂口　裕和 眼科学講座 1,950,000 補
独立行政法人日本学術振
興会

252
バーチャルリアリティー機能を搭載した関節鏡ナビ
ゲーションシステムの開発と臨床応用

岡　久仁洋 整形外科学講座 2,210,000 補
独立行政法人日本学術振
興会

253
視覚障害原因疾患に対する人工視覚の電気刺激による
視機能回復の検討

西田　健太郎 眼科学講座 1,690,000 補
独立行政法人日本学術振
興会

254
発達障害の3歳未満における早期診断が児と養育者に
与える影響の調査

中西　真理子
（小児科・子ど
も）環境関連

390,000 補
独立行政法人日本学術振
興会
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255
次世代シーケンス技術を活用した子宮肉腫のゲノム病
理学的研究

前田　大地
先端ゲノム医療
学共同研究講座

1,690,000 補
独立行政法人日本学術振
興会

256
多次元的解析手法によるがん免疫エフェクター細胞の
分子細胞学的解明と新規治療開発

西田　純幸
呼吸器・免疫内
科学講座

1,430,000 補
独立行政法人日本学術振
興会

257
メタゲノム解析を用いた牛車腎気丸の抗サルコペニア
効果における腸内細菌叢の検討

萩原　圭祐
先進融合医学共
同研究講座

1,820,000 補
独立行政法人日本学術振
興会

258
前頭側頭葉変性症のprodromal期の臨床特徴に関する
研究

池田　学 精神医学講座 1,950,000 補
独立行政法人日本学術振
興会

259
グルコーストランスポーター１欠損症における新規診
断法の確立と簡便な食事療法の開発

青天目　信 小児科学講座 1,430,000 補
独立行政法人日本学術振
興会

260
髄芽腫における髄膜播種の機能解析とリキッドバイオ
プシーの可能性についての検討

木嶋　教行
脳神経外科学講
座

1,430,000 補
独立行政法人日本学術振
興会

261 大腸癌微小環境における細胞死機構の解明と治療開発 林　義人
消化器内科学講
座

1,430,000 補
独立行政法人日本学術振
興会

262

拡張相肥大型心筋症の分子基盤に介入する治療法
の開発

肥後　修一朗
重症心不全内科
治療学寄附講座

1,430,000 補
独立行政法人日本学術振
興会

263
生体内代謝イメージング法の確立と代謝改善を介した
革新的心不全創薬へ向けた基盤研究

木岡　秀隆 医化学講座 1,300,000 補
独立行政法人日本学術振
興会

264
トランスオミクスが紐解くCOPDの新規バイオマーカー
と病態解明

武田　吉人
呼吸器・免疫内
科学講座

1,690,000 補
独立行政法人日本学術振
興会

265 人工知能を用いて腎疾患を理解する 松井　功 腎臓内科学講座 2,600,000 補
独立行政法人日本学術振
興会

266
血小板インテグリン活性化の分子機構および血管病変
形成における意義の解明

柏木　浩和
血液･腫瘍内科
学講座

1,690,000 補
独立行政法人日本学術振
興会

267
多発性骨髄腫の予後予測バイオマーカーとしてのニッ
チ細胞解析の有用性

一井　倫子
血液･腫瘍内科
学講座

1,690,000 補
独立行政法人日本学術振
興会

268
鉄過剰状態における造血幹細胞内鉄代謝制御の解明-
アナモルシンを中心に-

柴山　浩彦
血液･腫瘍内科
学講座

1,690,000 補
独立行政法人日本学術振
興会

269 PNH治療のための最適ターゲットの同定 植田　康敬
血液･腫瘍内科
学講座

1,690,000 補
独立行政法人日本学術振
興会

270
アディポネクチンによる腎保護作用機序の解明と血中
T-カドヘリン測定の臨床的意義

前田　法一
代謝血管学寄附
講座

1,690,000 補
独立行政法人日本学術振
興会

271 血管・脂肪組織由来新規分泌因子Favineの機能解析 小林　祥子
内分泌･代謝内
科学講座

1,560,000 補
独立行政法人日本学術振
興会
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272
肥満脂肪組織における代謝異常と臓器連関；プリン代
謝およびコリン代謝異常に着目して

西澤　均
内分泌･代謝内
科学講座

1,690,000 補
独立行政法人日本学術振
興会

273
２型糖尿病患者の発症前最高体重と膵β細胞特性につ
いての組織学的検討

福井　健司
内分泌･代謝内
科学講座

1,430,000 補
独立行政法人日本学術振
興会

274
新規肺転移モデルを用いた小児肉腫における癌幹細胞
および転移の制御に関する研究

野村　元成
小児成育外科学
講座

1,690,000 補
独立行政法人日本学術振
興会

275
分子バーコードを用いた血中循環腫瘍DNA検出による
乳癌新規バイオマーカーの開発

加々良　尚文
乳腺･内分泌外
科学講座

1,430,000 補
独立行政法人日本学術振
興会

276
Rubiconを介した膵癌治療抵抗性のメカニズム解明と
新規治療法の開発

後藤　邦仁
消化器外科学２
講座

1,690,000 補
独立行政法人日本学術振
興会

277
エクソソームを介した肝細胞癌肝内転移機序解明によ
る再発バイオマーカーの同定

野田　剛広
消化器外科学２
講座

1,430,000 補
独立行政法人日本学術振
興会

278
膵癌におけるケモカインを介したがん間質(CAF)との
相互作用メカニズムの解明

秋田　裕史
消化器外科学１
講座

1,300,000 補
独立行政法人日本学術振
興会

279 術後化学療法を支援する人工知能システムの開発 佐藤　太郎
先進癌薬物療法
開発学寄附講座

1,690,000 補
独立行政法人日本学術振
興会

280
心機能回復のための心筋細胞における細胞極性因子
aPKCの役割の解明

河村　拓史
心臓血管外科学
講座

2,470,000 補
独立行政法人日本学術振
興会

281
AI技術を用いた大動脈解離に対する血管内治療後の予
後予測アルゴリズムの開発

島村　和男
心臓血管外科学
講座

2,340,000 補
独立行政法人日本学術振
興会

282
ネクロプトーシスを標的とした肺移植後虚血再灌流肺
傷害に対する新規治療法の開発

狩野　孝
呼吸器外科学講
座

1,430,000 補
独立行政法人日本学術振
興会

283
悪性神経膠腫療法時の免疫応答とheterogeneityの関
係

香川　尚己
脳神経外科学講
座

1,560,000 補
独立行政法人日本学術振
興会

284
経頭蓋直流電気刺激を用いた急性期脳梗塞治療の有効
性と作用機序に関する検討

中村　元
脳神経外科学講
座

2,340,000 補
独立行政法人日本学術振
興会

285
Radiogenomicsによる膠芽腫の臨床経過予測モデルの
構築

木下　学
脳神経外科学講
座

1,950,000 補
独立行政法人日本学術振
興会

286
脊髄損傷急性期における細胞内ATPのリアルタイムモ
ニタリング

大西　諭一郎
脳神経外科学講
座

1,950,000 補
独立行政法人日本学術振
興会

287
前立腺癌における免疫細胞―サイトカインネットワー
クの解明及び治療法の開発

野々村　祝夫 泌尿器科学講座 1,300,000 補
独立行政法人日本学術振
興会

288
癌組織内制御性T細胞を標的とした尿路上皮癌に対す
る新規免疫療法の開発

河嶋　厚成 泌尿器科学講座 1,950,000 補
独立行政法人日本学術振
興会
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289
マルチオミックス解析による腎がん新規治療標的の探
索と治療選択アルゴリズム開発

氏家　剛 泌尿器科学講座 1,820,000 補
独立行政法人日本学術振
興会

290
ヒトパピローマウイルス関連中咽頭癌の新しい免疫学
的治療バイオマーカーの開発

武本　憲彦
耳鼻咽喉科・頭
頸部外科学講座

1,690,000 補
独立行政法人日本学術振
興会

291
セマフォリン4Aに着目した好酸球性副鼻腔炎に伴う嗅
覚障害の病態解明

端山　昌樹
耳鼻咽喉科・頭
頸部外科学講座

1,560,000 補
独立行政法人日本学術振
興会

292
頭頸部扁平上皮癌特異的NOTCHパスウェイの探求とそ
の特性の解明

福角　隆仁
耳鼻咽喉科・頭
頸部外科学講座

1,430,000 補
独立行政法人日本学術振
興会

293
緑内障早期発見を目指した予測モデルに基づく光干渉
断層計の新たな診断指標の確立

三木　篤也 眼科学講座 2,860,000 補
独立行政法人日本学術振
興会

294
難治性網膜視神経疾患に対する慢性埋込み型電極を用
いた神経保護効果の検討

森本　壮
視覚機能形成学
寄附講座

910,000 補
独立行政法人日本学術振
興会

295
網膜色素変性の新規原因遺伝子の同定-罹患者の全エ
クソーム解析のデータを活用して-

佐藤　茂
視覚情報制御学
(トプコン)寄附
講座

1,820,000 補
独立行政法人日本学術振
興会

296
埋め込み型知覚皮弁と脂肪組織由来間葉系幹細胞を用
いた再建乳房知覚化の試み

冨田　興一 形成外科学講座 910,000 補
独立行政法人日本学術振
興会

297
循環器検診における眼底細動脈硬化所見自動判定シス
テム開発と予測能評価

川崎　良
視覚情報制御学
(トプコン)寄附
講座

2,210,000 補
独立行政法人日本学術振
興会

298 核内アミノ酸による細胞制御機構の解明 森井　英一 病態病理学講座 2,080,000 補
独立行政法人日本学術振
興会

299
がん特異的タンパク立体構造を標的としたCAR-T細胞
療法の開発

保仙　直毅
血液・腫瘍内科
学講座

3,120,000 補
独立行政法人日本学術振
興会

300
non-AUG翻訳と細胞ストレス応答のパラダイムコン
バージェンス

森　康治 精神医学講座 1,950,000 補
独立行政法人日本学術振
興会

301
難治性心筋症分子基盤に介入するアップストリーム治
療法の開発

坂田　泰史
循環器内科学講
座

3,120,000 補
独立行政法人日本学術振
興会

302 慢性炎症疾患におけるバイセクト糖鎖の役割 中神　啓徳
健康発達医学寄
附講座

3,120,000 補
独立行政法人日本学術振
興会

303
単一細胞解析技術と革新的マウスモデルを用いた膵癌
転移機構の解明

竹原　徹郎
消化器内科学講
座

2,470,000 補
独立行政法人日本学術振
興会

304
ACh感受性Kチャネルに対する新規心拍調節治療薬の開
発のための変異解析基盤の構築

朝野　仁裕 医化学講座 3,380,000 補
独立行政法人日本学術振
興会

305
レックリングハウゼン病由来筋線維芽細胞の機能解析
とケロイド新治療法の開発

久保　盾貴 形成外科学講座 2,730,000 補
独立行政法人日本学術振
興会
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306
トリプレットリピート病のリピート短縮による根源的
治療法の開発

中森　雅之 神経内科学講座 1,950,000 補
独立行政法人日本学術振
興会

307
シングルセルRNA-sequenceを用いた腎疾患発症・進展
メカニズムの解明

猪阪　善隆 腎臓内科学講座 3,900,000 補
独立行政法人日本学術振
興会

308
細胞外小胞のRNAメチル化計測によるがんバイオマー
カーの最高性能化と実用化

石井　秀始
疾患データサイ
エンス学共同研
究講座

3,380,000 補
独立行政法人日本学術振
興会

309
脂肪組織由来幹細胞積層シートを用いた慢性閉塞性肺
疾患に対する新たな再生医療の開発

新谷　康
呼吸器外科学講
座

1,560,000 補
独立行政法人日本学術振
興会

310
ナノレベルの線維配向性を有するスキャフォールドを
用いた新たな半月板治療の確立

下村　和範 整形外科学講座 5,980,000 補
独立行政法人日本学術振
興会

311
タウ病理の脳内進展過程を標的とした認知症に対する
新規診断・治療法の開発

武田　朱公
臨床遺伝子治療
学寄附講座

5,460,000 補
独立行政法人日本学術振
興会

312
前頭側頭型認知症に関連した異常RNAの分解経路の同
定およびその破綻について

森　康治 精神医学講座 7,280,000 補
独立行政法人日本学術振
興会

313
重症心不全患者における代謝動態の解明および至適栄
養療法の確立

坂本　陽子
循環器内科学講
座

1,820,000 補
独立行政法人日本学術振
興会

314
子宮体部類内膜癌におけるMELF patternの分子メカニ
ズムに関する研究

田原　紳一郎 病態病理学講座 2,080,000 補
独立行政法人日本学術振
興会

315
腫瘍細胞浸潤の「動き」に立脚したがん進展メカニズ
ムの解明

松井　崇浩
免疫細胞生物学
講座

2,080,000 補
独立行政法人日本学術振
興会

316 アミノ酸光学異性体による新規癌代謝機構の解明 大島　健司 病態病理学講座 1,820,000 補
独立行政法人日本学術振
興会

317
癌におけるＲＮＡ修飾異常の解明とエピトランスクリ
プトーム治療の開発

三宅　浩太郎
呼吸器・免疫内
科学講座

910,000 補
独立行政法人日本学術振
興会

318
高齢者閉塞性睡眠時無呼吸に対する新規治療法とバイ
オマーカーの有用性の検討

本行　一博
老年･総合内科
学講座

1,560,000 補
独立行政法人日本学術振
興会

319 LETの違いによる重粒子線のがん転移に対する影響 林　和彦
放射線治療学講
座

1,690,000 補
独立行政法人日本学術振
興会

320
iPS細胞と3次元共培養によるHPGDS経路のシナプス刈
込と自閉症への関与の解析

橘　雅弥
小児発達神経学
領域

1,300,000 補
独立行政法人日本学術振
興会

321
骨形成不全症に対する骨カップリングを標的とした新
規治療薬の開発

大幡　泰久 小児科学講座 910,000 補
独立行政法人日本学術振
興会

322
TGF-βⅡ型受容体機能欠損大腸癌における細胞死機構
の解明

辻井　芳樹
消化器内科学講
座

910,000 補
独立行政法人日本学術振
興会
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323
慢性腎臓病患者における石灰化ストレスマーカーの確
立

坂口　悠介
腎疾患臓器連関
制御学寄附講座

650,000 補
独立行政法人日本学術振
興会

324
難治性血管炎におけるセマフォリン分子の病的意義と
治療応用

西出　真之
呼吸器・免疫内
科学講座

2,080,000 補
独立行政法人日本学術振
興会

325 関節リウマチ患者における腸内細菌叢の解析 前田　悠一
呼吸器・免疫内
科学講座

1,430,000 補
独立行政法人日本学術振
興会

326
GPIアンカー特異的切断酵素；GPI-PLDの生理病態学的
意義の解明

藤島　裕也
内分泌･代謝内
科学講座

1,300,000 補
独立行政法人日本学術振
興会

327
脂肪組織由来幹細胞を用いた肺再生～肺胞上皮細胞へ
の分化と細胞移植治療の開発～

福井　絵里子
呼吸器外科学講
座

2,080,000 補
独立行政法人日本学術振
興会

328
思春期特発性側弯症患者の3D骨形態解析による椎体内
骨密度左右差の可逆性の検討

牧野　孝洋 整形外科学講座 1,170,000 補
独立行政法人日本学術振
興会

329
肋骨の骨・軟骨柱を用いた小児成長軟骨帯損傷に対す
る新規治療法開発

吉田　清志 整形外科学講座 1,950,000 補
独立行政法人日本学術振
興会

330
不死化B細胞産生IgA異常糖鎖解析による腎移植後IgA
腎症再発の病態解明

中澤　成晃 泌尿器科学講座 2,080,000 補
独立行政法人日本学術振
興会

331
補体を介した妊娠高血圧症候群の病態解明と新たな治
療薬の開発

味村　和哉
産科学婦人科学
講座

2,470,000 補
独立行政法人日本学術振
興会

332
血管新生因子に着目した卵巣癌のベバシズマブ耐性機
序とPAI-1阻害の有効性の検討

中塚　えりか
産科学婦人科学
講座

1,560,000 補
独立行政法人日本学術振
興会

333
ペリオスチンに着目したケロイド・肥厚性瘢痕形成機
構の解明

前田　大介 形成外科学講座 1,820,000 補
独立行政法人日本学術振
興会

334 3次元的血管構造に基づいた新規病理診断法の開発 野島　聡 病態病理学講座 130,000 補
独立行政法人日本学術振
興会

335
造血幹細胞移植後の骨髄再構築過程と生着不全におけ
る責任細胞の分子病理学的解明

倉重　真沙子 病態病理学講座 1,300,000 補
独立行政法人日本学術振
興会

336
ヒト内軟骨性骨化モデルに於ける成長軟骨帯形成メカ
ニズムの解明

木村　武司 小児科学講座 1,820,000 補
独立行政法人日本学術振
興会

337
乳幼児期発症のてんかんにおける社会性発達の病態解
明

岩谷　祥子
（小児科・子ど
も）環境関連

2,080,000 補
独立行政法人日本学術振
興会

338
患者心筋線維芽細胞を用いた拘束型心筋症の病態解明
と新たな治療ターゲットの同定

石田　秀和 小児科学講座 1,950,000 補
独立行政法人日本学術振
興会

339
汎用性の高いレセプトデータ・DPCデータを循環器疾
患領域で利活用するための研究

岡田　佳築
循環器内科学講
座

1,820,000 補
独立行政法人日本学術振
興会
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340
SLEの増悪に寄与する患者由来膜小胞の性状解析を基
盤としたSLEの病態解明

加藤　保宏
呼吸器・免疫内
科学講座

2,080,000 補
独立行政法人日本学術振
興会

341
ランレオチド治療効果予測による先端巨大症の個別化
医療の確立

向井　康祐
内分泌･代謝内
科学講座

910,000 補
独立行政法人日本学術振
興会

342
免疫チェックポイント阻害薬投与患者における1型糖
尿病の発症予測の確立

藤田　有可里
内分泌･代謝内
科学講座

1,560,000 補
独立行政法人日本学術振
興会

343
Total kill therapyを目指した癌の多様性維持機構の
解明と制御

藤野　志季
消化器外科学１
講座

3,120,000 補
独立行政法人日本学術振
興会

344 膵がん術前治療における耐性獲得と機序の解明 岩上　佳史
消化器外科学２
講座

2,470,000 補
独立行政法人日本学術振
興会

345
GABAA受容体α5サブユニット選択的阻害薬が術後の認
知機能と疼痛に及ぼす影響

井浦　晃
麻酔･集中治療
医学講座

1,820,000 補
独立行政法人日本学術振
興会

346
天然抽出物を用いたハイスループットスクリーニング
による軟部肉腫の新規治療薬開発

王谷　英達 整形外科学講座 780,000 補
独立行政法人日本学術振
興会

347
慢性子宮内膜炎モデルの確立とテロサイトの病態への
関与の解析

三宅　達也
産科学婦人科学
講座

2,340,000 補
独立行政法人日本学術振
興会

348
アネキシンA4アンチセンスオリゴによるプラチナ耐性
卵巣癌の新規治療法の開発

中川　慧
産科学婦人科学
講座

2,470,000 補
独立行政法人日本学術振
興会

349
糖尿病性心筋症進展における酸化ステロール蓄積の影
響の解明

岡田　健志
循環器内科学講
座

1,430,000 補
独立行政法人日本学術振
興会

350
心筋虚血再灌流障害における自然免疫応答のメカニズ
ムの解明と治療法の検討

種池　里佳
循環器内科学講
座

1,430,000 補
独立行政法人日本学術振
興会

351
新規細胞外ミトコンドリア放出の分子メカニズムの解
明

望月　秀樹 神経内科学講座 500,000 補
独立行政法人日本学術振
興会

352
国際共同研究によるメカノバイオロジーを応用した細
胞外小胞診断のための基盤構築

石井　秀始
疾患データサイ
エンス学共同研
究講座

4,550,000 補
独立行政法人日本学術振
興会

353
後期学齢期にある人工内耳装用児の心理・社会的発達
に関する研究

太田　有美
耳鼻咽喉科・頭
頸部外科学講座

260,000 補
独立行政法人日本学術振
興会

354 赤血球回復時定数100倍激変現象の解明 坂田　泰史
循環器内科学講
座

1,950,000 補
独立行政法人日本学術振
興会

355 医用材料の生体内劣化に対する臨床的対策の構築 菅野　伸彦
運動器医工学治
療学寄附講座

130,000 補
独立行政法人日本学術振
興会

356
包括的統合的アプローチによる日本人早期膵癌の高精
度診断の具現化

土岐　祐一郎
消化器外科学２
講座

12,155,000 補
独立行政法人日本学術振
興会
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357
包括的統合的アプローチによる日本人早期膵癌の高精
度診断の具現化

石井　秀始
疾患データサイ
エンス学共同研
究講座

9,620,000 補
独立行政法人日本学術振
興会

358
レピー小体型認知症の神経基盤に着目した運転能力評
価方法の確立

池田　学 精神医学講座 65,000 補
独立行政法人日本学術振
興会

359
新規核酸医薬を用いたアネキシンＡ４阻害による卵巣
癌プラチナ耐性克服へのアプローチ

上田　豊
産科学婦人科学
講座

260,000 補
独立行政法人日本学術振
興会

360
新規核酸医薬を用いたアネキシンＡ４阻害による卵巣
癌プラチナ耐性克服へのアプローチ

小林　栄仁
産科学婦人科学
講座

260,000 補
独立行政法人日本学術振
興会

361
新規核酸医薬を用いたアネキシンＡ４阻害による卵巣
癌プラチナ耐性克服へのアプローチ

中川　慧
産科学婦人科学
講座

260,000 補
独立行政法人日本学術振
興会

362
運動習慣がパーキンソン病に与える影響：マルチモー
ダルイメージングを用いた解析

馬場　孝輔 神経内科学講座 130,000 補
独立行政法人日本学術振
興会

363
放射性標識抗体を用いた高分解能PETによる膵がん超
早期画像診断法の開発

下瀬川　恵久
医薬分子イメー
ジング学共同研
究講座

65,000 補
独立行政法人日本学術振
興会

364
放射性標識抗体を用いた高分解能PETによる膵がん超
早期画像診断法の開発

渡部　直史 核医学講座 10,465,000 補
独立行政法人日本学術振
興会

365
腎芽腫における術前画像リスク因子と血清遊離核酸に
よる診断を用いた新規治療法の開発

奥山　宏臣
小児成育外科学
講座

65,000 補
独立行政法人日本学術振
興会

366
サルコペニア合併高齢者糖尿病に対する運動強度別介
入が骨格筋指標に与える影響の解明

杉本　研
老年･総合内科
学講座

520,000 補
独立行政法人日本学術振
興会

367 脳可塑性変化からみる漢方薬の鎮痛メカニズムの解明 萩原　圭祐
先進融合医学共
同研究講座

3,900 補
独立行政法人日本学術振
興会

368
学校管理下で起こる心臓突然死の予防に向けた市民Ａ
ＥＤの普及と効果に関する研究

中田　研
スポーツ医学講
座

65,000 補
独立行政法人日本学術振
興会

369
ミャンマーのカルバペネマーゼ産生腸内細菌科細菌を
分子疫学・地政学的視点で解明する

朝野　和典 感染制御学講座 130,000 補
独立行政法人日本学術振
興会

370
剖検心の網羅的遺伝子解析による心不全の新規バイオ
マーカー探索

前田　大地
先端ゲノム医療
学共同研究講座

260,000 補
独立行政法人日本学術振
興会

371
認知症介護者における介護ストレスと介護に対する意
味付け

橋本　衛
行動神経学・神
経精神医学寄附
講座(連小)

455,000 補
独立行政法人日本学術振
興会

372
認知症介護者における介護ストレスと介護に対する意
味付け

池田　学 精神医学講座 65,000 補
独立行政法人日本学術振
興会

373
定量キラルメタボロミクスを実現する三次元LC分析基
盤開発と腎・心不全の早期診断

猪阪　善隆 腎臓内科学講座 390,000 補
独立行政法人日本学術振
興会
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374
医用画像に基づく計算解剖学の多元化と高度知能診
断・治療への展開

木戸　尚治
人工知能画像診
断学共同研究講
座

130,000 補
独立行政法人日本学術振
興会

375
骨髄由来免疫抑制細胞と卵巣癌幹細胞による癌免疫逃
避機構の解明とその克服

澤田　健二郎
産科学婦人科学
講座

195,000 補
独立行政法人日本学術振
興会

376
再発頭頸部癌に対する硼素中性子捕捉療法の標準治療
化におけるバイオマーカーの探索

渡部　直史 核医学講座 130,000 補
独立行政法人日本学術振
興会

377
腎臓リハビリテーションにおける運動継続サポートシ
ステムの開発と有効性評価

猪阪　善隆 腎臓内科学講座 130,000 補
独立行政法人日本学術振
興会

378
ヘッドマウントディスプレイを用いた視知覚矯正・補
助フレームワークの構築

森本　壮
視覚機能形成学
寄附講座

780,000 補
独立行政法人日本学術振
興会

379
体内動態を制御したAt-211標識アミノ酸による汎用的
α線治療法の創出

渡部　直史 核医学講座 390,000 補
独立行政法人日本学術振
興会

380
深層学習、シュミレーション、統計モデルを融合した
人工股関節手術の意思決定支援

菅野　伸彦
運動器医工学治
療学寄附講座

650,000 補
独立行政法人日本学術振
興会

381
競技者のコンディショニング評価のための実践的低侵
襲評価方法の開発

中田　研
スポーツ医学講
座

130,000 補
独立行政法人日本学術振
興会

382
敗血症性脳症の非侵襲計測と分子病態の統合解析によ
る積極的治療介入の再考察

小倉　裕司 救急医学講座 130,000 補
独立行政法人日本学術振
興会

383
変形性膝関節症患者における大腿四頭筋の筋量分布と
筋内脂肪

冨田　哲也
運動器バイオマ
テリアル学寄附
講座

260,000 補
独立行政法人日本学術振
興会

384
皮質脳波の長期超高密度多点計測による運動情報の解
読とBMIへの応用

平田　雅之
脳機能診断再建
学共同研究講座

1,170,000 補
独立行政法人日本学術振
興会

385
交通事故後高次脳機能障害：Advanced MRによる認定
サポートシステムの構築

森　悦朗
行動神経学・神
経精神医学寄附
講座(連小)

130,000 補
独立行政法人日本学術振
興会

386
実用化へ向けた高解像度3Dカラー放射線イメージング
技術の開拓

松永　恵子
医薬分子イメー
ジング学共同研
究講座

1,300,000 補
独立行政法人日本学術振
興会

387
膜融合能増強型標的化改変ヘルペスウイルスを用いた
がん免疫療法の開発

土岐　祐一郎
消化器外科学２
講座

1,365,000 補
独立行政法人日本学術振
興会

388
中性脂肪蓄積心筋血管症に対する特異的栄養療法の動
脈硬化抑制効果に対する検討

平野　賢一
循環器内科学講
座

130,000 補
独立行政法人日本学術振
興会

389
Warburg制御因子MPCによる早期脳転移機序の解明と応
用

佐藤　太郎
先進癌薬物療法
開発学寄附講座

260,000 補
独立行政法人日本学術振
興会

390
Warburg制御因子MPCによる早期脳転移機序の解明と応
用

石井　秀始
疾患データサイ
エンス学共同研
究講座

260,000 補
独立行政法人日本学術振
興会
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391
線維芽細胞を標的とする肺線維症・間質性肺炎および
肺癌の新たな治療戦略の探索

舟木　壮一郎
呼吸器外科学講
座

260,000 補
独立行政法人日本学術振
興会

392
線維芽細胞を標的とする肺線維症・間質性肺炎および
肺癌の新たな治療戦略の探索

新谷　康
呼吸器外科学講
座

260,000 補
独立行政法人日本学術振
興会

393
尿路上皮におけるDNAメチル化の蓄積による膀胱癌再
発メカニズムの解明

植村　元秀
泌尿器癌免疫治
療学共同研究講
座

65,000 補
独立行政法人日本学術振
興会

394
油脂の嗜好性が肥満を誘導する機構と肥満を抑制する
機構

佐々木　勉 神経内科学講座 260,000 補
独立行政法人日本学術振
興会

395 赤血球回復時定数100倍激変現象の解明 大谷　朋仁
循環器内科学講
座

650,000 補
独立行政法人日本学術振
興会

396
遺伝子転写因子CRTC1欠損による雌性マウスの肥満誘
導機構の解明

佐々木　勉 神経内科学講座 130,000 補
独立行政法人日本学術振
興会

397
出産の危機状況を医療、女性の身体、子供の命の視点
から解明するエスノグラフィー研究

木村　正
産科学婦人科学
講座

299,000 補
独立行政法人日本学術振
興会

398
ライフスタイルと脳の働き　-超高齢社会を生き抜く
ための心理科学-

橋本　衛
行動神経学・神
経精神医学寄附
講座(連小)

260,000 補
独立行政法人日本学術振
興会

399
院外心停止例の救命に寄与する要因の多面的分析と治
療ストラテジの構築に関する研究

嶋津　岳士 救急医学講座 130,000 補
独立行政法人日本学術振
興会

400
骨折手術における次世代ナビゲーションシステムの開
発と臨床応用

村瀬　剛 整形外科学講座 65,000 補
独立行政法人日本学術振
興会

401
骨折手術における次世代ナビゲーションシステムの開
発と臨床応用

岡　久仁洋 整形外科学講座 65,000 補
独立行政法人日本学術振
興会

402
乾癬性関節炎におけるリンパ球機能とサイトカインプ
ロファイルの解析

乾　重樹
皮膚・毛髪再生
医学寄附講座

65,000 補
独立行政法人日本学術振
興会

403
キネマティクスによる変形性関節症発生機序の解明と
治療デバイス開発

冨田　哲也
運動器バイオマ
テリアル学寄附
講座

130,000 補
独立行政法人日本学術振
興会

404
脊髄損傷の早期修復を目指したアポトーシス細胞模倣
型抗炎症ポリマーの開発

田中　啓之
運動器スポーツ
医科学共同研究
講座

260,000 補
独立行政法人日本学術振
興会

405
認知症高齢者の摂食嚥下障害に対する原因疾患別予防
プログラムの多職種共同開発

池田　学 精神医学講座 520,000 補
独立行政法人日本学術振
興会

406
術後遷延性疼痛における脳内マクロファージの役割の
解明

久保　盾貴 形成外科学講座 130,000 補
独立行政法人日本学術振
興会

407
成長期における頭蓋顎顔面骨に及ぼすレチノイン酸の
役割の解析

冨田　興一 形成外科学講座 130,000 補
独立行政法人日本学術振
興会
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408
シヌクレイノパチーにおける病態伝播マスター遺伝子
の網羅的探索

永井　義隆
神経難病認知症
探索治療学寄附
講座

130,000 補
独立行政法人日本学術振
興会

409
パーキンソン病の包括的ゲノム解析による遺伝背景解
明と応用

永井　義隆
神経難病認知症
探索治療学寄附
講座

715,000 補
独立行政法人日本学術振
興会

410
医療安全に資する病院情報システムの機能を普及させ
るための施策に関する研究

松村　泰志 医療情報学 3,692,000 補 厚生労働省

411
健診結果等を個人を軸に集積し自らの健康管理に活用
できるシステムの構築とその利活用に関する実証研究

松村　泰志 医療情報学 20,000,000 補 厚生労働省

412
特発性大腿骨頭壊死症の医療水準及び患者のＱＯＬ向
上に関する大規模多施設研究

菅野　伸彦
運動器医工学治
療学寄附講座

7,059,000 補 厚生労働省

413
生まれ年度による罹患リスクに基づいた実効性のある
子宮頸癌予防法の確立に向けた研究 上田　豊 産科学婦人科学 11,283,000 補 厚生労働省

414
強直性脊椎炎に代表される脊椎関節炎の疫学調査・診
断基準作成と診療ガイドライン策定を目指した大規模
多施設研究

冨田　哲也
運動器バイオマ
テリアル学

5,005,000 補 厚生労働省

415
角膜難病の標準的診断法および治療法の確立を目指し
た調査研究

西田　幸二 眼科学 20,020,000 補 厚生労働省

416
５類型施設における効率的な臓器・組織の提供体制構
築に資する研究　―ドナー評価・管理と術中管理体制
の新たな体制構築に向けて―

嶋津　岳士 救急医学 8,287,000 補 厚生労働省

417
新たなソーシャルキャピタルを醸成しつつ母子の健康
向上に寄与する情報発信手法の開発

上田　豊 産科学婦人科学 10,400,000 補 厚生労働省

418 医療通訳認証の実用化に関する研究 中田　研 スポーツ医学 4,782,000 補 厚生労働省

419
慢性期における脳卒中を含む循環器病診療の質の評価
に関する研究

坂田　泰史 循環器内科学 600,000 補 厚生労働省

420 稀少難治性皮膚疾患に関する調査研究 玉井　克人
再生誘導医学寄
附講座

500,000 補 厚生労働省

421
腎疾患対策検討会報告書に基づく対策の進捗管理およ
び新たな対策の提言に資するエビデンス構築

猪阪　善隆 腎臓内科学 500,000 補 厚生労働省

422 自己免疫疾患に関する調査研究 藤本　学 皮膚科学 1,500,000 補 厚生労働省

423 難治性腎障害に関する調査研究 猪阪　善隆 腎臓内科学 700,000 補 厚生労働省

424
指定難病と小児慢性特定疾病に関連した先天性骨系統
疾患の適切な診断の実施と医療水準およびQOLの向上
をめざした研究

窪田　拓生 小児科 650,000 補 厚生労働省
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425
小児期から移行期・成人期を包括する希少難治性慢性
消化器疾患の医療政策に関する研究

奥山　宏臣 小児成育外科学 200,000 補 厚生労働省

426
強皮症・皮膚線維化疾患の診断基準・重症度分類・診
療ガイドラインに関する研究

熊ノ郷　淳
呼吸器・免疫内
科学

100,000 補 厚生労働省

427
小児期から移行期・成人期を包括する希少難治性慢性
消化器疾患の医療政策に関する研究

上野　豪久 小児成育外科学 100,000 補 厚生労働省

428
要介護認定データ等を活用した高齢者の状態等の経時
的変化の類型化のための研究

樂木　宏実
老年・総合内科
学

900,000 補 厚生労働省

429
認知症の人やその家族の視点を重視した認知症高齢者
にやさしい薬物療法のための研究

樂木　宏実
老年・総合内科
学

700,000 補 厚生労働省

430 間脳下垂体機能障害に関する調査研究 大月　道夫
内分泌・代謝内
科学

200,000 補 厚生労働省

431
慢性疼痛診療システムの均てん化と痛みセンター診療
データベースの活用による医療向上を目指す研究

松田　陽一
麻酔・集中治療
医学

200,000 補 厚生労働省

432
先天性呼吸器・胸郭形成異常疾患に関する診療ガイド
ライン作成ならびに診療体制の構築・普及に関する研
究

奥山　宏臣 小児成育外科学 100,000 補 厚生労働省

433 原発性高脂血症に関する調査研究 小関　正博 循環器内科学 200,000 補 厚生労働省

434 脊柱靭帯骨化症に関する調査研究 海渡　貴司 整形外科 250,000 補 厚生労働省

435
強皮症・皮膚線維化疾患の診断基準・重症度分類・診
療ガイドラインに関する研究

藤本　学 皮膚科学 200,000 補 厚生労働省

436
先天代謝異常症の生涯にわたる診療支援を目指したガ
イドラインの作成・改訂および診療体制の整備に向け
た調査研究

青天目　信 小児科学 500,000 補 厚生労働省

437 稀少てんかんに関する調査研究 青天目　信 小児科学 300,000 補 厚生労働省

438
HIV陽性者に対する精神・心理的支援方策および連携
体制構築に資する研究

池田　学 精神医学 1,500,000 補 厚生労働省

439
アルツハイマー病患者に対する生活行為工程分析に基
づいたリハビリテーション介入の標準化に関する研究

池田　学 精神医学 600,000 補 厚生労働省

440
神経皮膚症候群に関する診療科横断的な診療体制の確
立

金田　眞理 皮膚科学 800,000 補 厚生労働省

441
プリオン病のサーベイランスと感染予防に関する調査
研究

望月　秀樹 神経内科学 1,600,000 補 厚生労働省
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442 ミトコンドリア病の調査研究 青天目　信 小児科学 500,000 補 厚生労働省

443 神経変性疾患領域における基盤的調査研究 望月　秀樹 神経内科学 450,000 補 厚生労働省

444
循環器病の医療体制構築に資する自治体が利活用可能
な指標等を作成するための研究

坂田　泰史 循環器内科学 5,000,000 補 厚生労働省

445 特発性心筋症に関する調査研究 坂田　泰史 循環器内科学 350,000 補 厚生労働省

446 早老症の医療水準やQOL向上を目指す集学的研究 中神　啓徳
健康発達医学寄
附講座

200,000 補 厚生労働省

447
特発性正常圧水頭症の診療ガイドライン作成に関する
研究

森　悦朗
連合小児発達学
研究科

200,000 補 厚生労働省

448
角膜難病の標準的診断法および治療法の確立を目指し
た調査研究

大家　義則 眼科学 400,000 補 厚生労働省

449 副腎ホルモン産生異常に関する調査研究 大月　道夫
内分泌・代謝内
科

430,000 補 厚生労働省

450
成人眼科検診による眼科疾患の重症化予防効果及び医
療経済学的評価のための研究

川崎　良
視覚情報制御学
寄附講座

500,000 補 厚生労働省

451 大規模イベント時の健康危機管理対応に資する研究 嶋津　岳士 救急医学 500,000 補 厚生労働省

452
血液製剤によるHIV/HCV重複感染患者の肝移植に関す
る研究

江口　英利 消化器外科学 200,000 補 厚生労働省

453
小児期・移行期を含む包括的対応を要する希少難治性
肝胆膵疾患の調査研究

別所　一彦 小児科学 150,000 補 厚生労働省

454
新たなソーシャルキャピタルを醸成しつつ母子の健康
向上に寄与する情報発信手法の開発

荒堀　仁美 小児科学 300,000 補 厚生労働省

455
職域がん検診における制度管理指標の測定・基準値設
定と新指標測定法の開発・実用化に関する研究

松村　泰志 医療情報学 500,000 補 厚生労働省

456
多施設SS-MIX2標準化データベースからの臨床的表現
型クラスタリングとその臨床エビデンス創出手法の開
発研究

松村　泰志 医療情報学 800,000 補 厚生労働省

457
慢性腎臓病（CKD）に対する全国での普及啓発の推
進、地域における診療連携体制構築を介した医療への
貢献

猪阪　善隆 腎臓内科学 900,000 補 厚生労働省

458
異分野融合型研究の推進による自立循環型新規医療創
出基盤の確立

今村　亮一 泌尿器科学 1,333,333 補 産業科学研究所
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459
ｉＰＳ細胞等幹細胞の高効率な継代作業を実現した3
次元大量継代培養自動化技術の実用化開発

澤　芳樹
心臓血管外科
学

4,030,000 補
公益財団法人新産業創造
研究機構

460
骨髄不全患者における、PNH型血球割合とPNH関連の臨
床症状を経時的にみる観察研究（SUPREMACY）

保仙　直毅
血液・腫瘍内科
学講座

312,000 委 (社)日本PNH研究会

461 発達障害児(者)支援事業 谷池　雅子
子どものこころ
の分子統御機構
研究センター

14,495,000 委 堺市

462
キッズサポートセンターさかいにおける発達障害児支
援業務

谷池　雅子
子どものこころ
の分子統御機構
研究センター

14,000,000 委 堺市

463
電子カルテ情報活用型多施設症例データベースを利用
した糖尿病に関する臨床情報収集に関する研究(J-
DREAMS)

下村　伊一郎
内分泌・代謝内
科学

300,000 委
国立研究開発法人国立国
際医療研究センター

464
NCNPブレインバンクの運営および生前登録システムの
推進

谷池　雅子
子どものこころ
の分子統御機構
研究センター

900,000 委
国立研究開発法人国立精
神・神経医療研究セン
ター

465
筋ジストロフィー関連疾患の分子病態解明とそれに基
づく診断法・治療法開発

中森　雅之 神経内科学 700,000 委
国立研究開発法人国立精
神・神経医療研究セン
ター

466
ポリグルタミン病モデルマーモセット系統を用いた病
態理解と治療法開発

永井　義隆
神経難病認知症
探索治療学寄附
講座

1,000,000 委
国立研究開発法人国立精
神・神経医療研究セン
ター

467
認知症・神経変性疾患の病態解明と治療・介護・予防
法開発

永井　義隆
神経難病認知症
探索治療学寄附
講座

1,300,000 委
国立研究開発法人国立精
神・神経医療研究セン
ター

468
ゲノム編集技術を用いたモデル動物作出による精神神
経筋疾患の病態解明

永井　義隆
神経難病認知症
探索治療学寄附
講座

500,000 委
国立研究開発法人国立精
神・神経医療研究セン
ター

469
10歳若返り実践モデル事業（AI・コミュニケーショ
ン）委託業務

武田　朱公
臨床遺伝子治療
学寄附講座

92,593 委 大阪府

470

高齢者の認知機能低下に配慮した至適血圧域の解明：
老年期にある健常者と軽度認知機能低下患者を対象と
した、認知機能保持ないしその改善を最終目的とし
た、適切な血圧管理法に関する研究

山本　浩一
老年・総合内科
学

7,000,000 委
国立研究開発法人国立長
寿医療研究センター

471
長期追跡調査と多面的評価を基盤とした骨粗鬆症性脊
椎骨折の標準的治療指針の確立

海渡　貴司 整形外科学 1,000,000 委
国立研究開発法人国立長
寿医療研究センター

472 クッシング症候群における薬物治療の実態解明 大月　道夫
内分泌・代謝内
科学

100,000 委
国立研究開発法人国立国
際医療研究センター

473
頭頸部癌に対するニボルマブ適正使用のためのバイオ
マーカーの創出に関する多施設共同研究

福角　隆仁
耳鼻咽喉科・頭
頸部外科学

250,000 委
国立大学法人東京医科歯
科大学

474
10歳若返り実践モデル事業（AI・コミュニケーショ
ン）委託業務

武田　朱公
臨床遺伝子治療
学寄附講座

92,593 委 大阪府

475
スポーツ・ヘルスツーリズム体験に向けたヘルスケア
研究

中田　研 スポーツ医学 500,000 委
一般社団法人東大阪ツー
リズム振興機構
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476
人間力活性化によるスーパー日本人の育成と産業競争
力の増進（医学系研究科・熊ノ郷）

熊ノ郷　淳
呼吸器・免疫内
科学

11,700,000 委
国立研究開発法人科学技
術振興機構

477
人間力活性化によるスーパー日本人の育成と産業競争
力の増進（連合小児・谷池）

谷池　雅子
こころの発達神
経科学（小児発
達神経学）

25,103,000 委
国立研究開発法人科学技
術振興機構

478
人間力活性化によるスーパー日本人の育成と産業競争
力の増進（医学系研究科・西田）

西田　幸二 眼科学 11,700,000 委
国立研究開発法人科学技
術振興機構

479
人間力活性化によるスーパー日本人の育成と産業競争
力の増進（医学系研究科・今村）

今村　亮一 泌尿器科学 13,986,000 委
国立研究開発法人科学技
術振興機構

480 シヌクレイン細胞間伝搬機構の解明 池中　建介 神経内科学 5,200,000 委
国立研究開発法人科学技
術振興機構

481 エクソソームの生体内ダイナミクスの解明 望月　秀樹 神経内科学 11,960,000 委
国立研究開発法人科学技
術振興機構

482 皮質脳波計測の総括とrBCIの検証 貴島　晴彦 脳神経外科学 13,650,000 委
国立研究開発法人科学技
術振興機構

483
1細胞計測システムを用いた癌や免疫細胞特性の非侵
襲的計測方法の確立

高松　漂太
呼吸器・免疫内
科学

16,900,000 委
国立研究開発法人科学技
術振興機構

484 関節炎の薬剤応答性のデータの取得と構造化法の開発 熊ノ郷　淳
呼吸器・免疫内
科学

6,930,000 委
国立研究開発法人理化学
研究所

485
安全・安心・スマートな長寿社会実現のための高度な
量子アプリケーション技術の創出（課題５）

渡部　直史 核医学 11,030,000 委
国立研究開発法人科学技
術振興機構

486
革新的遠隔管理型心臓リハビリテーションシステムの
研究開発

坂田　泰史 循環器内科学 5,291,957 委 総務省

487 次世代人工知能技術の研究開発 平田　雅之
脳機能診断再建
学共同研究講座

42,756,564 委 総務省

488
個人起点での医療データ利活用の促進に向けた「医療
版」情報銀行アーキテクチャの実証研究

松村　泰志 医療情報学 6,210,000 委
国立研究開発法人新エネ
ルギー・産業技術総合開
発機構

489
C型肝炎ウイルス排除治療による肝硬変患者のアウト
カムに関する研究開発

竹原　徹郎 消化器内科学 34,450,000 委 日本医療研究開発機構

490
順行性遺伝学とオミックスを用いたNASH由来肝がん発
症・進展機構の解明

小玉　尚宏 消化器内科学 8,910,000 委 日本医療研究開発機構

491
B型肝炎ウイルス持続感染モデルを用いた病態解明及
び創薬研究

竹原　徹郎 消化器内科学 178,030,000 委 日本医療研究開発機構

492
Ｂ型肝炎ウイルスの感染複製増殖機構解明による創薬
基盤形成に関する研究

疋田　隼人 消化器内科学 3,900,000 委 日本医療研究開発機構
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493
C型肝炎ウイルス感染モデル及び臨床情報・試料を用
いたウイルス排除後の病態に関する研究

竹原　徹郎 消化器内科学 42,135,000 委 日本医療研究開発機構

494
脊髄損傷後疼痛の発症にかかわる中枢神経系の機能
的・構造的変化の探索

貴島　晴彦
脳神経外科学講
座

7,935,000 委 日本医療研究開発機構

495
神経画像検査法を用いた中枢性脳卒中後疼痛の客観的
指標の探索と革新的非侵襲脳刺激療法の開発

細見　晃一
脳神経機能再生
学

5,720,000 委 日本医療研究開発機構

496
プリオノイド蛋白質の凝集・伝播を標的とした神経コ
ンフォメーション病の分子標的治療薬・バイオマー
カーの開発

永井　義隆
神経難病認知症
探索治療学寄附
学講座

26,390,000 委 日本医療研究開発機構

497
膠様滴状角膜ジストロフィに対する低分子治療薬の創
出に関する研究

川﨑　諭
眼免疫再生医学
共同研究講座

14,820,000 委 日本医療研究開発機構

498
先天性横隔膜ヘルニアにおける最適な人工換気法・手
術時期・手術方法に関する研究

奥山　宏臣 小児育成外科学 7,930,000 委 日本医療研究開発機構

499
肝細胞増殖因子（HGF）による筋萎縮性側索硬化症
（ALS）の画期的治療法開発

望月　秀樹 神経内科学 32,171,880 委 日本医療研究開発機構

500
好中球活性化制御分子を標的としたANCA関連血管炎の
病態解明と治療法の開発

熊ノ郷　淳
呼吸器・免疫内
科学

33,540,000 委 日本医療研究開発機構

501 脊椎関節炎を標的としたIL-17Aワクチンの開発 冨田　哲也
運動器バイオマ
テリアル学寄附
講座

29,640,000 委 日本医療研究開発機構

502
新規ATG非依存性RAN翻訳を標的としたノンコーディン
グリピート病の治療法開発

永井　義隆
神経難病認知症
探索治療寄附講
座

29,640,000 委 日本医療研究開発機構

503
神経保護因子Necdinの発現上昇による筋萎縮性側索硬
化症の新規治療法の創出

望月　秀樹 神経内科学 29,640,000 委 日本医療研究開発機構

504
薬事申請をめざした治療法のない神経線維腫症1
型の皮膚腫瘍に対する有効で安全な局所大量投与
療法薬開発のための医師主導治験

金田　眞理 皮膚科学 80,987,400 委 日本医療研究開発機構

505
心筋症における心筋病理細胞核評価による臨床病
態層別化指標の開発

坂田　泰史 循環器内科学 51,220,000 委 日本医療研究開発機構

506
重症劣性栄養障害型表皮水疱症に対する非侵襲性
かつ高効率な間葉系幹細胞遺伝子治療法の開発

玉井　克人
再生誘導医学
寄附講座

31,200,000 委 日本医療研究開発機構

507
心ファブリー病および拡張型心筋症に対する心臓
標的AAVベクターによる遺伝子治療法の開発

朝野　仁裕 循環器内科学 23,400,000 委 日本医療研究開発機構

508
がん特異的アミノ酸輸送体阻害作用を有する抗が
ん剤の臨床POC取得

竹原　徹郎 消化器内科学 58,000,000 委 日本医療研究開発機構

509
骨髄間葉系幹細胞動員活性に基づく表皮水疱症治
療薬開発

玉井　克人
再生誘導医学
寄附講座

85,000,000 委 日本医療研究開発機構
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510
ワイヤレス体内埋込型ブレイン・マシン・イン
ターフェースによる運動機能・意思伝達機能再建
装置の臨床試験

平田　雅之
脳機能診断再
建学共同研究
講座

13,000,000 委 日本医療研究開発機構

511

心臓アセチルコリン感受性カリウムチャネル選択
的阻害薬による遺伝性徐脈性難病
（KAChチャネロパチー）に対する新規治療法の創
出を目指す開発研究

朝野　仁裕 循環器内科学 84,500,000 委 日本医療研究開発機構

512

患者レジストリ(Remudy)を活用した筋強直性ジス
トロフィーに対するエリスロマイシンの安全性及
び有効性を検討する多施設共同プラセボ対照二重
盲検並行群間比較試験

中森　雅之 神経内科学 78,000,000 委 日本医療研究開発機構

513
家族性大腸腺腫症に対するWT1がんワクチン
DSP7888による大腸がん発症予防に関した研究開
発

西田　純幸
呼吸器・免疫
内科学講座

11,492,070 委 日本医療研究開発機構

514
腎虚概念に基づくフレイル治療選択に資する尺度
（腎虚スコア）開発と牛車腎気丸エキス製剤の抗
フレイル・サルコペニア効果に関する前向き研究

萩原　圭祐
先進融合医学
共同研究講座

10,400,000 委 日本医療研究開発機構

515
糖尿病MCI患者のアルツハイマー病移行を抑止す
る糖尿病治療法の検討

池田　学 精神医学 14,100,000 委 日本医療研究開発機構

516
前頭側頭型認知症の動物モデルを用いた候補治療
薬の開発

永井　義隆
神経難病認知
症探索治療学
寄附講座

16,000,000 委 日本医療研究開発機構

517
外傷性骨折後変形治癒症例に対するカスタムメイ
ド治療法の研究開発

村瀬　剛 整形外科学 5,314,348 委 日本医療研究開発機構

518
革新的オンライン管理型心臓リハビリテーション
システムの医師主導治験

坂田　泰史 循環器内科学 41,450,552 委 日本医療研究開発機構

519
腸内微生物叢の宿主共生と宿主相互作用機構の解
明

飯島　英樹 消化器内科学 8,450,000 委 日本医療研究開発機構

520
幹細胞システムに基づく4次元眼組織リモデリン
グ機構とその破綻による疾患発症機序の解明

西田　幸二 眼科学 116,740,000 委 日本医療研究開発機構

521
タウ蛋白を標的とした抗体産生を誘導する認知症
ワクチンの探索

中神　啓徳 健康発達医学 7,330,400 委 日本医療研究開発機構

522
シート型ワイヤレス子宮筋電センサを用いた、早
産および常位胎盤早期剥離の早期・鑑別診断法の
開発 ～ 新生児脳障害の減少を目指して～

木村　正 産科婦人科学 14,450,000 委 日本医療研究開発機構

523
更年期障害の早期かつ客観的な診断が可能な新規
パッチ式計測シートの研究開発

澤田　健二郎
産科学婦人科
学

13,000,000 委 日本医療研究開発機構

524

がん不均一性を個体レベルでモデル化したハイス
ループットスクリーニング系による肝がん分子標
的薬効果予測バイオマーカー探索と耐性化機構の
解明

小玉　尚宏 消化器内科学 6,500,000 委 日本医療研究開発機構

525
乳児急性リンパ性白血病に対する国際共同第III
相試験に向けた多施設共同臨床試験による新規治
療戦略の確立研究

宮村　能子 小児科学 11,999,000 委 日本医療研究開発機構

526
免疫細胞動態・分化・代謝制御による抗腫瘍免疫
微小環境の最適化

熊ノ郷　淳
呼吸器・免疫
内科学

14,000,000 委 日本医療研究開発機構
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527
難治性心筋症疾患特異的iPS細胞を用いた集学的
創薬スクリーニングシステムの開発と実践

宮川　繁
最先端再生医
療学共同研究
講座

58,900,000 委 日本医療研究開発機構

528
iPS再生組織・細胞移植における拒絶反応の免疫
指標の確立と、誘導性抑制性T細胞を用いた再生
組織の長期生着・免疫寛容の誘導

宮川　繁
最先端再生医
療学共同研究
講座

13,520,000 委 日本医療研究開発機構

529 家族性大腸腺腫症に対するワクチン治療開発 中神　啓徳 健康発達医学 6,500,000 委 日本医療研究開発機構

530 iPS細胞を用いた角膜再生治療法の開発 西田　幸二 眼科学 200,000,000 委 日本医療研究開発機構

531 iPS細胞を用いた心筋再生治療創成拠点 澤　芳樹
心臓血管外科
学

338,847,930 委 日本医療研究開発機構

532 脂質代謝を標的とした新規癌治療法の開発 木村　正
産科学婦人科
学

3,900,000 委 日本医療研究開発機構

533
難治性心筋症疾患特異的iPS細胞を用いた集学的
創薬スクリーニングシステムの開発と実践

坂田　泰史 循環器内科学 5,400,000 委 日本医療研究開発機構

534
重症心筋症に対するヒトiPS細胞由来心筋細胞
シート移植による治療法の開発

澤　芳樹
心臓血管外科
学

50,000,000 委 日本医療研究開発機構

535
iPS細胞由来角膜上皮細胞シートのFirst-in-
human 臨床研究

西田　幸二 眼科学 70,537,576 委 日本医療研究開発機構

536
拡張型心筋症に対する新規治療法確立を目指した
収縮・代謝連関の分子機序解明

木岡　秀隆 循環器内科学 10,400,000 委 日本医療研究開発機構

537
安静時脳波により超早期認知症を検知・識別する
人工知能の開発と検証

池田　学 精神医学 26,000,000 委 日本医療研究開発機構

538
乳児急性リンパ性白血病に対する国際共同第III
相試験に向けた多施設共同臨床試験による新規治
療戦略の確立研究

宮村　能子 小児科学 483,600 委 日本医療研究開発機構

539
視線計測装置及び視線計測装置用診断プログラム
(GF01)による自閉スペクトラム症(ASD)の診断能
に関する多施設共同試験

谷池　雅子
こころの発達
神経科学講座

14,300,000 委 日本医療研究開発機構

540
人工知能を用いたてんかん治療の最適化に関する
研究開発

貴島　晴彦 脳神経外科学 26,000,000 委 日本医療研究開発機構

541
レビー小体型認知症（DLB）の病原性蛋白質αシ
ヌクレインの新規診断・治療効果判定法の開発

望月　秀樹 神経内科学 9,450,000 委 日本医療研究開発機構

542
急性骨髄性白血病幹細胞を標的としたCAR T細胞
療法の開発

保仙　直毅
血液・腫瘍内科
学講座

13,000,000 委 日本医療研究開発機構

543
がん特異的アミノ酸輸送体阻害作用を有する抗が
ん剤の臨床POC取得

竹原　徹郎 消化器内科学 7,400,000 委 日本医療研究開発機構
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計　543件

(注)

2　「研究者氏名」欄は、1つの研究について研究者が複数いる場合には、主たる研究者の氏名を記入すること。
3　「補助元又は委託元」欄は、補助の場合は「補」に、委託の場合は「委」に、○印をつけた上で、補助元又は委託元を記入すること。

1　国、地方公共団体又は公益法人から補助金の交付又は委託を受け、当該医療機関に所属する医師等が申 請の前年度に行った
研究のうち、高度の医療技術の開発及び評価に資するものと判断される主なものを記入すること。



2　論文発表等の実績

(1)高度の医療技術の開発及び評価を行うことの評価対象となる論文

番
号

論文種別 PubMed ID

1 Original Article 30853354

2 Original Article 30713214

3 Original Article 31964502

4 Case report 31534088

5 Original Article 31255236

6 Original Article 30853354

7 Original Article 29361489

Taniguchi T,
Ohtani T,
Kioka, H, et
al.

循環器内科

Liver Stiffness Reflecting Right-
Sided Filling Pressure Can Predict
Adverse Outcomes in Patients
With Heart Failure

JACC Cardiovasc
Imaging. 2019
Jun;12(6):955-964

Ichibori Y,
Mizote I,
Tsuda M, et
al.

循環器内科

Long-Term Outcomes of High-
Risk or Inoperable Patients Who
Underwent Transcatheter Aortic
Valve Implantation

Am J Cardiol. 2019 Aug
15;124(4):573-579

Dohi T,
Nakatani D,
Inoue K, et
al.

循環器内科

Effect of Extensive Ablation on
Recurrence in Patients with
Persistent Atrial Fibrillation
Treated with Pulmonary Vein
Isolation (EARNEST-PVI) trial:
Design and rationale

J Cardiol. 2019
Aug;74(2):164-168

Kojima T,
Hikoso S,
Nakatani D,
et al.

循環器内科

Impact of Hyperglycemia on
Long-Term Outcome in Patients
With ST-Segment Elevation
Myocardial Infarction

Am J Cardiol. 2020 Mar
15;125(6):851-859

Miyawaki  H,
Kioka  H,
Sato K, et al.

循環器内科

Long-term Effects of the Janus
Kinase 1/2 Inhibitor Ruxolitinib on
Pulmonary Hypertension and the
Cardiac Function in a Patient with
Myelofibrosis

Intern Med
. 2020 Jan 15;59(2):229-
233

高度の医療技術の開発及び評価を行う能力を有することを証する書類

発表者氏名
筆頭著者の

特定機能病院における所属
題名

雑誌名・
出版年月等

Dohi, T.
Nakatani, D.
Inoue, K. et
al.

循環器内科

Effect of Extensive Ablation on
Recurrence in Patients with
Persistent Atrial Fibrillation
Treated with Pulmonary Vein
Isolation (EARNEST-PVI) trial:
Design and rationale

J Cardiol. 2019
Aug;74(2):164-168

Yokoi K,
Mizote I,
Shiraki  T,et
al.

循環器内科

Mechanism of Good Back-up
Support With a Deep-Seated
Guiding Catheter During
Percutaneous Coronary
Intervention

Circ J. 2019 Jul
25;83(8):1763.
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8 Original Article 30764634

9 Case report 30910186

10 Original Article 30745272

11 Original Article 31040190

12 Original Article 31709498

13 Original Article 31969598

14 Review 31620917

15 Letter 31732986
Kato M.,
Hayashi Y.,
Takehara T.

消化器内科

Concurrent gastric sarcoidosis
and early gastric cancer
distinguished by magnifying
narrow-band imaging

Dig Endosc. 2020
Mar;32(3):433.

Murai K.,
Hikita H., Kai
Y. et al.

消化器内科

Hepatitis C virus infection
suppresses hepatitis B virus
replication via the RIG-I-like
helicase pathway

Sci Rep
. 2020 Jan 22;10(1):941.

Takehara T.,
Sakamori R.

消化器内科

Remaining challenges for the
noninvasive diagnosis of
esophageal varices in liver
cirrhosis

Esophagus. 2020
Jan;17(1):19-24.

Shinsuke
Sakai,
Takeshi
Yamamoto,
Yoshitsugu
Takabatake
et al.

腎臓内科
Proximal Tubule Autophagy
Differs in Type 1 and 2 Diabetes

J Am Soc Nephrol
. 2019 Jun;30(6):929-
945.

Yoshitaka
Isaka,
Hiromitsu
Hayashi,
Kazutaka
Aonuma et
al.

腎臓内科
Guideline on the use of iodinated
contrast media in patients with
kidney disease 2018

Jpn J Radiol
. 2020 Jan;38(1):3-46

Shiraki T, Iida
O, Inoue K,
et al.

循環器内科

Very Late Histopathologic
Evaluation of Neointimal
Characteristics after Bare-Metal
Stent Implantation in the
Superficial Femoral Artery

J Vasc Interv Radiol.
2019 Apr;30(4):616-617

Okada  T,
Ohama  T,
Takafuji K, et
al.

循環器内科

Shotgun proteomic analysis
reveals proteome alterations in
HDL of patients with cholesteryl
ester transfer protein deficiency

J Clin Lipidol. Mar-Apr
2019;13(2):317-325.

Yamada  N ,
Asano  Y,
Fujita M, et
al.

循環器内科

Mutant KCNJ3 and KCNJ5
Potassium Channels as Novel
Molecular Targets in
Bradyarrhythmias and Atrial
Fibrillation

Circulation. 2019 Apr
30;139(18):2157-2169



16 Original Article 31661722

17 Original Article 31747479

18 Original Article 32280762

19 Original Article 32065330

20 Original Article 31858513

21 Original Article 31669262

22 Original Article 31119866

23 Original Article 31346818

Hayashi Y.,
Nishida T.,
Tsutsui S. et
al.

消化器内科

Efficacy of chemotherapy for
older patients with gastric cancer:
a multicenter retrospective
cohort study

Int J Clin Oncol. 2019
Nov;24(11):1377-1384.

Kurahashi T.,
Yoshida Y.,
Ogura S. et
al.

消化器内科

Forkhead Box M1 Transcription
Factor Drives Liver Inflammation
Linking to Hepatocarcinogenesis
in Mice

Cell Mol Gastroenterol
Hepatol. 2020;9(3):425-
446.

Sasaki Y.,
Sakamori R.,
Yamada R. et
al.

消化器内科
Cotreatment with lenvatinib and
warfarin potassium caused
prothrombin time prolongation

Hepatol Res. 2019
Nov;49(11):1357-1361.

Takehara T.,
Chayama K.,
Kurosaki M.
et al.

消化器内科

JNJ-4178 (adafosbuvir, odalasvir,
and simeprevir) in Japanese
patients with chronic hepatitis C
virus genotype 1 or 2 infection
with or without compensated
cirrhosis: the Phase IIa OMEGA-3
study

J Gastroenterol. 2020
Jun;55(6):640-652.

Hikita H.,
Takehara T.

消化器内科

NS5A-P32 Deletion in Hepatitis C
Genotype 1b Infection is the Most
Refractory Treatment-Mediated
Amino Acid Change Exhibiting
Resistance to all NS5A Inhibitors

Semin Liver Dis. 2020
May;40(2):143-153.

Tahata Y.,
Sakamori R.,
Urabe A. et
al.

消化器内科

Hepatocellular carcinoma
occurrence does not differ
between interferon-based and
interferon-free treatment with
liver histological assessment

Hepatol Res. 2020
Mar;50(3):313-320.

Kato M.,
Hayashi Y.,
Uema R. et
al.

消化器内科

Additional effect of magnifying
narrow-band imaging on
estimating the invasion depth of
superficial esophageal cancer

JGH Open. 2019 Aug
19;4(2):178-184.

Maesaka K.,
Sakamori R.,
Yamada R. et
al.

消化器内科

Hypovascular hepatic nodules as
a predictive factor for
transcatheter arterial
chemoembolization refractoriness
in hepatocellular carcinoma

Hepatol Res. 2020
Mar;50(3):365-373.



24 Original Article 31303272

25 Original Article 31540262

26 Original Article 31009550

27 Original Article 31360478

28 Original Article 30649679

29 Original Article 30684016

30 Original Article 30623521

31 Case report 31362314

Yoshii S.,
Shinzaki S.,
Hayashi Y. et
al.

消化器内科

Endoscopic submucosal
dissection for remnant rectal
neoplasm after ileal pouch-anal
anastomosis for ulcerative colitis

Endoscopy. 2019
Dec;51(12):E406-E407.

Doi A., Hikita
H., Kai Y. et
al.

消化器内科

Combinations of two drugs among
NS3/4A inhibitors, NS5B
inhibitors and non-selective
antiviral agents are effective for
hepatitis C virus with NS5A-P32
deletion in humanized-liver mice

J Gastroenterol. 2019
May;54(5):449-458.

Yamada R.,
Hiramatsu N.,
Oze T. et al.

消化器内科

Incidence and risk factors of
hepatocellular carcinoma change
over time in patients with
hepatitis C virus infection who
achieved sustained virologic
response

Hepatol Res. 2019
May;49(5):570-578.

Ikezawa K.,
Shigekawa
M., Sengoku
K et al.

消化器内科

Left atrial appendage thrombus
detected by transesophageal
examination with linear
endoscopic ultrasound

Clin Case Rep. 2019
May 28;7(7):1327-1330.

Kimura K.,
Hayashi Y.,
Otani K. et
al.

消化器内科
Esophageal carcinosarcoma that
disappeared pathologically by
palliative radiotherapy alone

Clin J Gastroenterol.
2019 Jun;12(3):247-253.

Suemura S.,
Kodama T.,
Myojin Y. et
al.

消化器内科

CRISPR loss-of-function screen
identifies the Hippo signaling
pathway as the mediator of
regorafenib efficacy in
hepatocellular carcinoma

Cancers (Basel). 2019
Sep 13;11(9):1362.

Urabe A.,
Sakamori R.,
Tahata Y. et
al.

消化器内科

Predictive factors of anemia
during sofosbuvir and ribavirin
therapy for genotype 2 chronic
hepatitis C patients

Hepatol Res. 2019
Aug;49(8):853-859.

Kegasawa T.,
Tatsumi T.,
Yoshioka T.
et al.

消化器内科
Soluble UL16-binding protein 2 is
associated with a poor prognosis
in pancreatic cancer patients

Biochem Biophys Res
Commun. 2019 Sep
10;517(1):84-88.



32 Case report 31071756

33 Original Article 31148360

34 Original Article 31737707

35 Original Article 31690663

36 Original Article 32190802

37 Original Article 30476255

38 Original Article 30850754

39 Case report 30568127

Saiki Aya,
Tamada
Daisuke,
Hayashi
Reiko

糖尿病・内分泌・代謝
内科

The Number of Positive
Confirmatory Tests Is Associated
With the Clinical Presentation and
Incidence of Cardiovascular and
Cerebrovascular Events in
Primary Aldosteronism

Hypertens Res. 2019
Aug; 42: 1186-91

Nagai Yasuki,
Mukai
Kosuke,
Otsuki Michio

糖尿病・内分泌・代謝
内科

Suppression Failure of Cortisol
Secretion by Dexamethasone May
Occur in Glucagon-like Peptide-1
Receptor Agonist-treated
Patients With Diabetic Autonomic
Neuropathy

Intern Med. 2019 Apr;
58: 949-53

Saiki Aya,
Otsuki
Michio, Mukai
Kosuke

糖尿病・内分泌・代謝
内科

Basal Plasma Aldosterone
Concentration Predicts
Therapeutic Outcomes in Primary
Aldosteronism

J Endocr Soc. 2020 Feb;
4: bvaa011

Mukai
Kosuke,
Otsuki
Michio,
Tamada
Daisuke

糖尿病・内分泌・代謝
内科

Clinical Characteristics of
Acromegalic Patients With
Paradoxical GH Response to Oral
Glucose Load

J Clin Endocrinol Metab.
2019 May; 104: 1637-44

Kimura K.,
Tsujii Y.,
Saiki H. et al.

消化器内科
Double-Scope Endoscopic
Submucosal Dissection for a
Laterally Spreading Cecal Tumor.

ACG Case Rep J. 2019
Aug 22;6(8):e00168.

Kodama T.,
Marian T.A.,
Lee H. et al.

消化器内科
MRTFB suppresses colorectal
cancer development through
regulating SPDL1 and MCAM

Proc Natl Acad Sci U S
A . 2019 Nov
19;116(47):23625-23635.

Yoshii S.,
Hayashi Y.,
Iijima H. et al.

消化器内科

Exosomal microRNAs derived
from colon cancer cells promote
tumor progression by suppressing
fibroblast TP53 expression

Cancer Sci. 2019
Aug;110(8):2396-2407.

Yoshii S.,
Hayashi Y.,
Tsujii Y. et al.

消化器内科

Colorectal endoscopic
submucosal dissection using
mucosal bridges for local
recurrence after endoscopic
resection

Endoscopy. 2019
Sep;51(9):E241-E242.



40 Original Article 32187520

41 Original Article 31866619

42 Original Article 31554248

43 Original Article 31111396

44 Original Article 31566729

45 Original Article 31813828

46 Original Article 31701479

47 Original Article 31691484

Ueda T, Jo T,
Okada K et
al.

血液・腫瘍内科

Curative potential of fludarabine,
melphalan, and non-myeloablative
dosage of busulfan in elderly
patients with myeloid malignancy

Int J Hematol, 2020 Feb;
111(2):247-255/Epub
2019 Nov

Akuta K,
Kiyomizu K,
Kashiwagi H
et al.

血液・腫瘍内科

Knock-in mice bearing
constitutively active αIIb(R990W)
mutation develop
macrothrombocytopenia with
severe platelet dysfunction

 J Thromb Haemos.
2019 Nov.

Kusakabe S,
Fukushima K,
Maeda T et
al.

血液・腫瘍内科

Pre- and post-serial
metagenomic analysis of gut
microbiota as a prognostic factor
in patients undergoing
haematopoietic stem cell
transplantation

Br J Haematol, 2020
Feb;188(3):438-
449/Epub 2019 Sep

Ueda T,
Yokota T,
Okuzaki D et
al.

血液・腫瘍内科

Endothelial Cell-Selective
Adhesion Molecule Contributes to
the Development of Definitive
Hematopoiesis in the Fetal Liver

Stem Cell Reports, 2019
Dec; 13(6): 992-1005

Yokota T 血液・腫瘍内科
"Hierarchy" and "Holacracy"; A
Paradigm of the Hematopoietic
System

Cells 8(10), 2019 Oct;
E1138

Ichii M, Koh
S, Maeno S
et al.

血液・腫瘍内科
Noninvasive assessment of
corneal alterations associated
with monoclonal gammopathy

Int J Hematol, 2019 May;
110(4):500-505

Fukushima K,
Satoh T,
Sugihara F et
al.

呼吸器・免疫内科

Dysregulated Expression of the
Nuclear Exosome Targeting
Complex Component Rbm7 in
Nonhematopoietic Cells Licenses
the Development of Fibrosis

Immunity. 2020 Mar
17;52(3):542-556

Shibayama H,
Teshima T,
Choi I, et al.

血液・腫瘍内科

Phase I study of ibrutinib in
Japanese patients with
treatment-naïve chronic
lymphocytic leukemia/small
lymphocytic lymphoma. J Clin Exp
Hematopathology

J Clin Exp
Hematopathology, 2019
Dec；59(4): 179-186



48 Original Article 不明

49 Case report 31890707

50 Case report 31893088

51 Original Article 32203145

52 Original Article 31074209

53 Original Article 31554937

54 Original Article 31230553

55 Original Article 31506486

Akasaka H,
Yamamoto K,
Rakugi H, et
al.

老年・高血圧内科

Sex Difference in the Association
Between Subtype Distribution and
Age at Diagnosis in Patients With
Primary Aldosteronism

Hypertension
. 2019 Aug;74(2):368-
374

Oyama A,
Takeda S, Ito
Y, et al.

老年・高血圧内科

Novel Method for Rapid
Assessment of Cognitive
Impairment Using High-
Performance Eye-Tracking
Technology

Sci Rep
. 2019 Sep 10;9(1):12932

Sugimoto K,
Tabara Y,
Ikegami H,
et al.

老年・高血圧内科

Hyperglycemia in non-obese
patients with type 2 diabetes is
associated with low muscle mass:
The Multicenter Study for
Clarifying Evidence for Sarcopenia
in Patients with Diabetes Mellitus.

J Diabetes Investig.
2019 Nov;10(6):1471-
1479.

Rakugi H, Ito
S, Itoh H, et
al.

老年・高血圧内科

Long-term Phase 3 Study of
Esaxerenone as Mono or
Combination Therapy With Other
Antihypertensive Drugs in
Patients With Essential
Hypertension

Hypertens Res. 2019
Dec;42(12):1932-1941.

Nakai R,
Fukuhara S,
Maeshima
AM et al.

血液・腫瘍内科

Alectinib, an anaplastic lymphoma
kinase (ALK) inhibitor, as a bridge
to allogeneic stem cell
transplantation in a patient with
ALK‐positive anaplastic large‐cell
lymphoma refractory to
chemotherapy and brentuximab
vedotin.

Clin Case Rep, 2019
Nov; 7:2500-2504

Nagate, Y.,
Ezoe, S.,
Fujita, J. et
al.

血液・腫瘍内科

Ectonucleotidase CD39 is highly
expressed on ATLL cells and is
responsible for their
immunosuppressive function

Leukemia, 2020 Maｒ ;
This article is published
with open access

Ozawa T, Fuji
S, Kawashima
I et al.

血液・腫瘍内科

Azacitidine as salvage therapy for
relapsed acute myeloid leukemia /
myelodysplastic syndrome after
allogeneic hematopoietic stem
cell transplantation

Advance in Cell and
Gene Therapy, 2019 Apr;
e58:1-9

Nozaki K,
Ezoe S,
Hamaguchi M
et al.

血液・腫瘍内科

Unexpected complication of R-
CHOP chemoterapy: rapidly
progressive bronchiolitis
obliterans syndrome

Eur J Case Rep Intern
Med
. 2019 Oct
28;6(11):001266.



56 Review 31723253

57 Original Article 31753439

58 Original Article 31461209

59 Original Article 31746528

60 Case report 31624604

61 Original Article 32050299

62 Original Article 30916585
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計 ３３３ 件
　当該特定機能病院に所属する医師等が前年度に発表した英語論文のうち、高度の医療技術の開発および評価
に資するものと判断されるものを七十件以上記入すること。七十件以上発表を行っている場合には、七十件のみを
記載するのではなく、合理的な範囲で可能な限り記載すること。
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(2)高度の医療技術の開発及び評価を行うことの評価対象とならない論文（任意）

番
号

論文種別

1 Original Article

2 Case report

3

～ 　計　件

(注) 1

2

　当該医療機関に所属する医師等が前年度に発表したもののうち、高度の医療技術の開発および評価に資するも
のと判断される主なものを記入すること。

　記載方法は、前項の「高度の医療技術の開発及び評価を行うことの評価対象となる論文」の記載方法に準じるこ
と。

発表者氏名
筆頭著者の

特定機能病院における所属
題名

雑誌名・
出版年月等

　報告の対象とするのは、筆頭著者の所属先が当該特定機能病院である論文であり、査読のある学術雑誌に掲載
されたものに限るものであること。ただし、実態上、当該特定機能病院を附属している大学の講座等と当該特定機
能病院の診療科が同一の組織として活動を行っている場合においては、筆頭著者の所属先が大学の当該講座等
であっても、論文の数の算定対象に含めるものであること（筆頭著者が当該特定機能病院に所属している場合に
限る。）

  「発表者氏名」に関しては、英文で、筆頭著者を先頭に論文に記載された順に3名までを記載し、それ以上は、他、
またはet al.とする。

　「筆頭著者の所属」については、和文で、筆頭著者の特定機能病院における所属を記載すること。

　「雑誌名・出版年月等」欄には、「雑誌名. 出版年月（原則雑誌掲載月とし、Epub ahead of printやin pressの掲載
月は認めない）; 巻数: 該当ページ」の形式で記載すること
（出版がオンラインのみの場合は雑誌名、出版年月（オンライン掲載月）の後に（オンライン）と明記すること）。
      記載例：　Lancet. 2015 Dec; 386: 2367-9  /  Lancet. 2015 Dec (オンライン）

　「論文種別」欄には、Original Article、Case report, Review, Letter, Othersから一つ選択すること。



(様式第 3) 

高度の医療技術の開発及び評価を行う能力を有することを証する書類 

 

3 高度の医療技術の開発及び評価の実施体制 

(1)倫理審査委員会の開催状況 

① 倫理審査委員会の設置状況 有・無 

② 倫理審査委員会の手順書の整備状況 有・無 

・ 手順書の主な内容 

「大阪大学医学部附属病院における倫理審査委員会標準業務手順書」において、倫理審査委員

会の運営に必要な手続き等を定めている。 

③ 倫理審査委員会の開催状況 
年12回（介入研究）      

年12回（観察研究） 

（参考：臨床研究法にもとづく

大阪大学臨床研究審査委員会は

年12回） 

（注） 1 倫理審査委員会については、「臨床研究に関する倫理指針」に定める構成である場合に

「有」に○印を付けること。 

 2  前年度の実績を記載すること。 

 

 

(2)利益相反を管理するための措置 

① 利益相反を審査し、適当な管理措置について検討するための委員

会の設置状況 

有・無 

② 利益相反の管理に関する規定の整備状況 有・無 

・ 規定の主な内容 

   審議事項、組織、手続き、指導及び勧告 

③ 利益相反を審査し、適当な管理措置について検討するための委員

会の開催状況 

年１２回 

(注）前年度の実績を記載すること。 

 

(3)臨床研究の倫理に関する講習等の実施 

① 臨床研究の倫理に関する講習等の実施状況 年９回 

 １．阪大臨床研究講習会 

研修の主な内容：臨床研究の監査・点検結果、臨床研究に関する国際認証 AAHRPP受審で知って

おくべきことなど 

実施回数：年４回（年6回を予定していたが、第5回，第6回はコロナ禍で中止となりDVD代講）  

参加人数：１７４０名（医師含む） 



 

２．倫理審査委員会・治験審査委員会委員養成研修 

研修の主な内容： 

【講義1】事例から臨床研究の倫理を考える 

【講義2】研究者が考える科学的な臨床研究とは 

【講義3】臨床研究におけるデータの信頼性の確保 

【講義4】臨床研究における利益相反管理 

【グループワーキング】実際の審議資料で臨床研究の論点を議論する 

【Q&A】事前に提出された質問事項等に関する見解等を参加者全員で議論する 

実施回数：令和元年度実績 １回（４２０分） 

参加人数：３６名（院外、医師含む） 

 

３．倫理審査委員会・治験審査委員会委員養成研修（大阪国際がんセンター開催分） 

研修の主な内容：  

【講義1】がん臨床研究の被験者保護 

【講義２】特定臨床研究の利益相反管理 

【パネルディスカッション】その臨床研究は誰のため？ ～患者会・一般委員の視点～ 

【講義３】特定臨床研究の審査のポイント 

【グループワーキング】模擬審査委員会 臨床研究法対象の特定臨床研究を対象にした模擬審査

を行う 

【講義４】がんゲノム医療 

実施回数：令和元年度実績 １回（４２０分） 

参加人数：３３名（院外、医師含む） 

 

４．臨床研究・治験従事者研修 

  研修の主な内容：研究者の注意すべきポイント、品質管理と保証、ワークショップ  

  実施回数：令和元年度実績 １回（４２０分） 

  参加人数：２５名（院外、医師含む） 

 

５．臨床研究・治験従事者研修（神戸大学開催分） 

  研修の主な内容： 

  【講義1】研究計画書作成の第一歩：プロトコル骨子、雛形、SPIRIT2013声明 

【グループワーク1】サンプルサイズ設計 

【講義2】臨床研究の倫理と実践 

【グループワーク2】ランダム割付の方法論 

【講義3】臨床研究の信頼性と落とし穴 

【グループワーク】統計解析とそのまとめ方 

振り返り 全体を通してのディスカッション 

    実施回数：令和元年度実績 １回（４２０分） 

    参加人数：２５名（院外、医師含む） 

 

６．第1回 阪大臨床研究ワークショップ 

  研修の主な内容： 

【講義１】臨床課題（CQ）を研究課題（RQ）に構造化するお作法 

【演習】臨床課題（CQ）から研究課題（RQ）をつくってみよう！ 

【講義２】特定臨床研究のプロトコル作成のポイント 

【Q＆A】日頃の臨床研究についての疑問にお答えします 

    実施回数：令和元年度実績 １回（240分） 

    参加人数：２３名（医師含む） 

(注）前年度の実績を記載すること。 



(様式第 4) 

高度の医療に関する研修を行わせる能力を有することを証する書類 

 

1 研修の内容 

臨床研修を修了した専攻医を対象に、臨床医学系専門領域における専門医を取得し地域医療に

貢献するとともに、幅広く活躍できる高度な医療人を育成することを目的に「阪大病院専門研修

プログラム」を行っており、本院では全１９の基本領域すべての基幹施設となっている。内科、

外科領域では、内科専門医、外科専門医を取得したのち、継続してサブスペシャルティ専門医取

得を目指すプログラムとなっている。同時に全領域とも、大阪・阪神間にある基幹病院を中心と

する他プログラムの連携施設としても参加しており、阪大病院は強固かつ密な地域医療ネットワ

ークの中心リーダーとして、教育病院の責任を果たしている。各領域のプログラムは様々なロー

テートのパターンを準備しており、本人の興味や希望、ライフイベントに合わせたキャリア形成

をサポートしていく体制を整えている。様々なローテートパターンの中には、医学系研究科と密

接に連携するコースも含んでおり、大学院に進学し臨床と直結した形で病態や治療に関する基礎

研究を平行して行うこと、または専門医取得後に大学院に進学することを推奨しており、高い研

究マインドを持った医師の養成を積極的に行っている。 

 また当院は高度急性期医療を扱う「特定機能病院」、高度先端技術の提供・開発・評価・教育

を担う「臨床研究中核病院」「がんゲノム医療中核拠点病院」など様々な認定を受けている。高

度な先端医療技術や臨床研究、臨床治験、再生医療、ゲノム医療、国際医療を行っており、移植

や困難症例、危機状況への対応法を学ぶ機会が多く、関連するセミナーも日常的に開催されるな

ど、豊富な教育の機会を提供している。このような環境下、そして多彩なキャリアパスを備えた

キャリア形成システムを通し、高度な臨床能力を持った専門医を多数養成している。 

 

（注）上記の研修内容は医師法及び歯科医師法の規定による臨床研修を終了した医師及び歯科医師

に対する専門的な研修について記載すること。 

 

2 研修の実績 

  上記研修を受けた医師数        190 人 

（注）前年度の研修を受けた医師の実績を記入すること。 

 

3 研修統括者 

研修統括者氏名 診 療 科 役 職  等 臨床経験年数 特 記 事 項        

坂田 泰史 循環器内科 教 授         ２５年  

猪阪 善隆 腎臓内科 教 授         ３０年  
竹原 徹郎 消化器内科 教 授         ３６年  
下村 伊一郎 内分泌・代謝内科 教 授       ３１年  

武田 吉人 呼吸器内科 教 授         ３３年  

熊ノ郷 淳 免疫内科 教 授         ２９年 感染症内科 

アレルギー科 

リウマチ科 

保仙 直毅 血液・腫瘍内科 教 授         ２２年  
望月 秀樹 神経内科・脳卒中科 教 授         ３３年  

樂木 宏実 老年・総合内科 教 授         ３６年  

澤 芳樹 心臓血管外科 教 授        ４０年  

新谷 康 呼吸器外科 教 授        ２３年  

土岐 祐一郎 消化器外科 教 授 ３５年  
島津  研三 乳腺･内分泌外科 教 授         ２６年  

奥山 宏臣 小児外科 教 授         ３６年  



西田 幸二 眼科 教 授 ３２年  
猪原 秀典 耳鼻咽喉科・頭頸部

外科 

教 授         ３０年  

田中 啓之 整形外科 特任教授         ２３年  

藤本 学 皮膚科 教 授         ２８年  

久保 盾貴 形成外科 教 授         ２４年  

池田 学 神経科・精神科 教 授 ３２年  

貴島 晴彦 脳神経外科 教 授 ２９年  
藤野 裕士 麻酔科 教 授 ３５年  
木村 正 産科・婦人科 教 授 ３５年  
大薗 惠一 小児科 教 授 ３６年  
野々村 祝夫 泌尿器科 教 授 ２７年  
富山 憲幸 放射線診断・IVR科 教 授 ３３年  
藤野 裕士 集中治療部 教 授 ３５年  
森井 英一 病理部 教 授 ２８年  
樂木 宏実 総合診療科 教 授 ３６年  
嶋津 岳士 高度救命救急センター 教 授 ４０年  
日高  洋 臨床検査部 准教授 ３３年  
望月 秀樹 リハビリテーション部 教 授 ３３年  

中神 太志 総合診療科 助 教 １９年  

 

(注) 1 医療法施行規則第六条の四第一項又は第四項の規定により、標榜を行うこととされている

診療科については、必ず記載すること。 

(注) 2 内科について、サブスペシャルティ領域ごとに研修統括者を配置している場合には、すべ

てのサブスペシャルティ領域について研修統括者を記載すること。 

(注) 3 外科について、サブスペシャルティ領域ごとに研修統括者を配置している場合には、すべ

てのサブスペシャルティ領域について研修統括者を記載すること。 



 

(様式第 4) 

高度の医療に関する研修を行わせる能力を有することを証する書類 

 

4 医師、歯科医師以外の医療従事者等に対する研修 

 

 

① 医師、歯科医師以外の医療従事者に対する研修の実施状況（任意） 

【医療技術部】  

・研修の主な内容 

   医療技術部職員を対象に患者動作介助、AED操作、特定の疾患をテーマにした複数医療職から

の発表、講師を招いてのスキルアップ講習会、各医療職領域におけるトピックス紹介、個人目

標の達成度報告など 

 ・研修の期間・実施回数 

   毎月1回の開催を原則とし、令和元年度は10回開催。 

 ・研修の参加人数 

   令和元年度の年間延べ参加人数は827名 

 

【看護部】 

 ・研修の主な内容 

看護実践（スキンケア、ストマケア、感染対策、糖尿病看護、がん看護、老年看護、認知症

ケア、家族支援）（キャリア開発研修） 

 ・研修の期間・実施回数 

   2019年7月～2020年1月 14回 

 ・研修の参加人数 

のべ252名 

 

【未来医療開発部】 

１．阪大GCPセミナー 

内容：治験を実施するための基礎的知識の習得を目的とするとともに、治験の現状と 

問題点、今後の方向性について内部、外部の講師が体系的に解説・説明する 

期間・回数：平成31年4月～令和2年1月 全5回  

17：30～19：00（75分の講演と15分間の質疑応答） 

参加人数：延べ179人（院内 院外）（平均36人/回）（医師含む） 

 

２．阪大臨床研究講習会 

研修の主な内容：臨床研究の監査・点検結果、臨床研究に関する国際認証  

AAHRPP受審で知っておくべきことなど 

実施回数：年４回 

（年6回を予定していたが、第5回，第6回はコロナ禍で中止となりDVD代講）  

参加人数：1740名（医師含む） 

 

３．阪大モニタリング講習会 

研修の主な内容： 

  基本 モニタリングの概要 

  専門 モニタリングの実務 

更新 規制とモニタリング動向 

 



実施回数：令和１年度実績 座学2回、e-learning 

参加人数：392名（院内 院外、医師含む） 

 

４．倫理審査委員会・治験審査委員会委員養成研修 

研修の主な内容：  

【講義1】事例から臨床研究の倫理を考える 

【講義2】研究者が考える科学的な臨床研究とは 

【講義3】臨床研究におけるデータの信頼性の確保 

【講義4】臨床研究における利益相反管理 

【グループワーキング】実際の審議資料で臨床研究の論点を議論する 

【Q&A】事前に提出された質問事項等に関する見解等を参加者全員で議論する 

実施回数：令和元年度実績 １回（４２０分） 

参加人数：３６名（院外、医師含む） 

 

５．倫理審査委員会・治験審査委員会委員養成研修（大阪国際がんセンター開催分） 

研修の主な内容：  

【講義1】がん臨床研究の被験者保護 

【講義２】特定臨床研究の利益相反管理 

【パネルディスカッション】その臨床研究は誰のため？ ～患者会・一般委員の視点～ 

【講義３】特定臨床研究の審査のポイント 

【グループワーキング】模擬審査委員会 臨床研究法対象の特定臨床研究を対象にした 

模擬審査を行う 

【講義４】がんゲノム医療 

実施回数：令和元年度実績 １回（４２０分） 

参加人数：３３名（院外、医師含む） 

 

６．上級者臨床研究コーディネーター養成研修 

実施回数：令和元年11月23日（土）10時～17時、11月24日（日）9時30分～16時30分 

参加人数：22名（院外） 

研修の主な内容： 

1日目 

【講義1】臨床研究に関する規制要件の動向と運用 

【講義2】国際会議でのプレゼンテーション 

【講義3】臨床研究における組織マネジメント 

【講義４】臨床研究におけるプロジェクトマネジメントの本質と適用  

ー医師主導治験を中心にー 

【講義5】臨床研究チームのコーディネーション 

【演習１】「臨床研究チームのコーディネーションについて対話する～例題と共に～」 

2日目 

【講義6】臨床研究環境～海外施設の支援体制～ 

【講義7】評価療養（患者申出療養・先進医療）と周辺制度、再生医療について 

【講義8】ICの概念とその運用 

【講義9】Data Integrityの概念と実施施設におけるデータマネジメント 

【講義10】臨床研究関係者に対するコンサルテーションと教育 

【演習２】組織力アップのために上級者CRCが取り組めること①研究倫理②組織マネジメント

・リーダーシップ③コンサルテーション・教育発表・全体討議  

 



【栄養マネジメント部】 

・研修の主な内容 

・研修の期間・実施回数 

・研修の参加人数 

1）大阪大学臨床栄養研究会（CNC）  

臨床栄養に関するテーマ  

毎月1回（8月、12月、3月以外） 

2019年度 のべ362名 

2）栄養マネジメント部研修会（食事・栄養に関するテーマ） 

アイソカルサポートファイバーについて（2019/5/23）10名 

栄養部門における現状と課題について（全国国立大学栄養部門会議報告）（2019/6/19）9名 

リフィーディング症候群の栄養管理 大阪大学臨床栄養研究会講演準備（2019/7/5）9名 

噴門形成術後のダンピング症状に対してミルクの粘土調整が有効であったCHARGE症候群の 

一症例（臨床栄養協会学術集会発表内容）（2019/8/22）10名    

グルセルナと血糖変動（2019/9/18）8名 

糖原病について（2019/10/30）8名 

急性期病院のがん患者への栄養介入（2019/11/28）9名 

食道癌周術期の栄養療法（2019/11/29）8名 

乳糖果糖オリゴ糖と排泄について（2019/12/16）7名 

インスリンポンプ研修会（1）（2020/1/30）9名 

インスリンポンプ研修会（2）（2020/2/19）9名 

3）国立私立大学医療技術関係職員研修（栄養士） 

2日間（2019/10/2～10/4）1回/年 1名 

4）国立大学病院栄養部門会議Practiceコース 

2日間（2019/11/7～11/8）1回/年 1名 

5）その他研修会（食品衛生講習会、吹田保健所管内集団給食研修会、特定給食講演会など） 

年数回、各数名 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



② 業務の管理に関する研修の実施状況（任意） 

【医療技術部】  

・研修の主な内容 

 新規導入機器、特定機能病院に必須の医療機器（①人工心肺装置、②人工呼吸器、③血液浄

化装置、④除細導装置、➄閉鎖式保育器、⑥診療用高エネルギー放射線発生装置、⑧診療用放

射線照射装置）、特に熟練を要する医療機器、OpenME、MRI研修などである。 

 ・研修の期間・実施回数 

   2019年度（4月～3月末） 

新規導入機器（101回）、特定機能病院に必須の医療機器（77回）、特に熟練を要する医療

機器（102回）、OpenME（36回）、MRI研修（4回）、合計320回 

 ・研修の参加人数 

新規導入機器（902名）、特定機能病院に必須の医療機器（444名）、特に熟練を要する医療

機器（249名）、OpenME（144名）、MRI研修（114名）、合計1853名 

 

【看護部】 

・研修の主な内容 

リーダーシップ、看護管理、人材育成、コスト管理、組織分析（キャリア開発研修） 

 ・研修の期間・実施回数 

   2019年12月～2020年2月 7回 

 ・研修の参加人数 

   のべ117名 

③ 他の医療機関に所属する医療関係職種に対する研修の実施状況 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(注) 1 高度の医療に関する研修について、前年度実績を記載すること。 

(注) 2 「③他の医療機関に所属する医療関係職種に対する研修の実施状況」については、医療法施行

規則第六条の四第四項の規定に基づき、がん、循環器疾患等の疾患に関し、高度かつ専門的な医療を

提供する特定機能病院についてのみ記載すること。また、日本全国の医療機関に勤務する医療従事者

を対象として実施した専門的な研修を記載すること。 

 



 
 

(様式第 5) 
診療並びに病院の管理及び運営に関する諸記録の管理方法に関する書類 

 
計画・現状の別 １．計画    ２．現状  
管理責任者氏名 病院長 土岐 祐一郎 

  管理担当者氏名 総務課長 脇元 直彦  医事課長 岩谷 好和 
薬剤部長 奥田 真弘  放射線部長 富山 憲幸 

 
 保 管 場 所 管 理  方  法 

診療に関
する諸記
録 

規
則
第
二
十
二
条
の
三
第
二
項
に
掲
げ
る
事
項 

病院日誌 総務課 カルテ等病歴資料は、１
患者１カルテとし、コン
ピュータによる集中管
理を行っている。 
エックス線写真は、PACS
（画像サーバ）で集中保
管。 
処方せんは、プリントア
ウトして保存。 
◆診療録を病院外に持ち出す

際に係る取扱い 

開示請求に基づき、診療
記録のコピーを患者等
に渡す場合は、患者から
の請求に応じ、定められ
た手順に則り、当該患者
の情報のみを印刷し渡
すこととしている。 
電子カルテを病院外か
ら閲覧することは基本
的にはできないが、治験
における治験依頼者に
よる原資料の確認の際
に、当該患者の記録のみ
、患者の同意を得た上で
、病院が提供する端末を
用いて病院外の指定す
る場所から閲覧するこ
とを許可している。また
、セキュアなネットワー
クを引いた一部の医療
機関に対して、その医療
機関と当院が共同して
診療に当たっている患
者について、患者の同意
が得られた場合に、診療
記録の一部の閲覧を可
能としている。 

各科診療日誌 各診療科 
処方せん 薬剤部 
手術記録 医事課 
看護記録 医事課 
検査所見記録 医事課 
エックス線写真 放射線部 
紹介状 医事課 
退院した患者に係る入院期間中
の診療経過の要約及び入院診療
計画書 

医事課 

病院の管
理及び運
営に関す
る諸記録 

規
則
第
二
十
二

条
の
三
第
三
項

従業者数を明らかにする帳簿 総務課 パソコンの電子ファイ
ルおよび紙媒体で管理。 
調剤数は薬剤部システ
ムで管理。 

高度の医療の提供の実績 医事課 
 

高度の医療技術の開発及び評価
の実績 

総務課 

高度の医療の研修の実績 総務課 



 
 

閲覧実績 総務課 
紹介患者に対する医療提供の実
績 

医事課 

入院患者数、外来患者及び調剤
の数を明らかにする帳簿 

医事課 
薬剤部 

規
則
第
一
条
の
十
一
第
一
項
に

掲
げ
る
事
項 

医療に係る安全管理のための指
針の整備状況 

中央ｸｵﾘﾃｨﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ部 
医事課 

パソコンの電子ファイ
ルおよび紙媒体で管理。 
 
 
 
 
 
 
 
 

医療に係る安全管理のための委
員会の開催状況  

医事課 
 
 

医療に係る安全管理のための職
員研修の実施状況 

医事課 
 
 

医療機関内における事故報告等
の医療に係る安全の確保を目的
とした改善のための方策の状況 

中央ｸｵﾘﾃｨﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ部 
医事課 
 
 

 
  



 
 

 保 管 場 所 管 理  方  法 

病院の管

理及び運

営に関す

る諸記録 

規
則
第
一
条
の
十
一
第
二
項
第
一
号
か
ら
第
三
号
ま
で
に
掲
げ
る
事
項 

院内感染対策のための指針の策
定状況 

感染制御部 パソコンの電子ファイ
ルおよび紙媒体で管理。 

 
院内感染対策のための委員会の
開催状況  

医事課 

従業者に対する院内感染対策の
ための研修の実施状況  

医事課 
感染制御部 

感染症の発生状況の報告その他
の院内感染対策の推進を目的と
した改善のための方策の実施状
況  

感染制御部 

医薬品安全管理責任者の配置状
況  

薬剤部 

従業者に対する医薬品の安全使
用のための研修の実施状況  

薬剤部 

医薬品の安全使用のための業務
に関する手順書の作成及び当該
手順書に基づく業務の実施状況
   

薬剤部 

医薬品の安全使用のために必要
となる未承認等の医薬品の使用
の情報その他の情報の収集その
他の医薬品の安全使用を目的と
した改善のための方策の実施状
況 

薬剤部 

医療機器安全管理責任者の配置
状況 

医療技術部 

従業者に対する医療機器の安全
使用のための研修の実施状況 

医療技術部 

医療機器の保守点検に関する計
画の策定及び保守点検の実施状
況 

医療技術部 

医療機器の安全使用のために必
要となる情報の収集その他の医
療機器の安全使用を目的とした
改善のための方策の実施状況 

医療技術部 
 
 

  



 
 

 保 管 場 所 管 理  方  法 
 病院の管理 
 及び運営に 
 関する諸記 
 録 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

規
則
第
九
条
の
二
十
の
二
第
一
項
第
一
号
か
ら
第
十
三
号
ま
で
及
び
第
十
五
条
の
四
各
号
に
掲
げ
る
事
項 

医療安全管理責任者の配置状
況 

総務課 パソコンの電子ファイ
ルおよび紙媒体で管理
。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

専任の院内感染対策を行う者
の配置状況 

感染制御部 
総務課 

医薬品安全管理責任者の業務
実施状況 

薬剤部 

医療を受ける者に対する説明
に関する責任者の配置状況 

総務課 

診療録等の管理に関する責任
者の選任状況 

医事課 

医療安全管理部門の設置状況 中央ｸｵﾘﾃｨﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ部 
医事課 

高難度新規医療技術の提供の
適否等を決定する部門の状況 

医事課 

未承認新規医薬品等の使用条
件を定め、使用の適否等を決
定する部門の状況 

医事課 

監査委員会の設置状況 総務課 
入院患者が死亡した場合等の
医療安全管理部門への報告状
況 

中央ｸｵﾘﾃｨﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ部 
医事課 

他の特定機能病院の管理者と
連携した相互立入り及び技術
的助言の実施状況 

医事課 

当該病院内に患者からの安全
管理に係る相談に適切に応じ
る体制の確保状況 

医事課 

医療安全管理の適正な実施に
疑義が生じた場合等の情報提
供を受け付けるための窓口の
状況 

総務課 

職員研修の実施状況 医事課 
管理者、医療安全管理責任者
、医薬品安全管理責任者及び
医療機器安全管理責任者のた
めの研修の実施状況 

総務課 

管理者が有する権限に関する
状況 

総務課 

管理者の業務が法令に適合す
ることを確保するための体制
の整備状況 

総務課 

開設者又は理事会等による病
院の業務の監督に係る体制の
整備状況 

総務課 

(注)「診療に関する諸記録」欄には、個々の記録について記入する必要はなく、全体としての管理
方法の概略を記入すること。また、診療録を病院外に持ち出す際に係る取扱いについても記載する
こと。 



(様式第 6) 

病院の管理及び運営に関する諸記録の閲覧方法に関する書類 

 

○病院の管理及び運営に関する諸記録の閲覧方法 

     計画・現状の別  １．計画      ２．現状  

 閲 覧 責 任 者 氏 名              総務課長 脇元 直彦 

 閲 覧 担 当 者 氏 名              総務課庶務係長 井内 章恵 

 閲覧の求めに応じる場所              総務課庶務係 

 閲覧の手続の概要 
 

閲覧への希望が庶務係にあった場合に対応。 

 

 

 

(注)既に医療法施行規則第 9条の 20 第 5 号の規定に合致する方法により記録を閲覧させている病院

は現状について、その他の病院は計画について記載することとし、「計画・現状の別」欄の該当

する番号に〇印を付けること。 

 

 

〇病院の管理及び運営に関する諸記録の閲覧の実績 

   前 年 度 の 総 閲 覧 件 数    延    0     件 
  閲 覧 者 別   医        師    延    0     件 

  歯  科  医  師    延    0     件 
      国    延    0     件 
  地 方 公 共 団 体    延    0     件 

 (注)特定機能病院の名称の承認申請の場合には、必ずしも記入する必要はないこと。 

 



 
 
 

 
規則第１条の 11 第１項各号に掲げる医療に係る安全管理のための体制の確保に係る措置 

 
 
① 医療に係る安全管理のための指針の整備状況 

 
     有・無 

 
 ・ 指針の主な内容： 
 

1. 患者中心の医療の実践 
2. 診療情報の共有 
3. 医療安全に関する組織的取り組み 
4. インシデントの報告 
5. 機能する医療事故防止対策 
6. 適切な医療事故への対応 
7. 患者からの医療相談の実施 
8. 医療安全情報の共有 
9. 職員に対する教育研修 
10. 医療安全文化の構築 
11. 医療安全管理マニュアルの作成・更新 
12. 医療安全管理に関する指針の公開 

 

 

 
② 医療に係る安全管理のための委員会の設置及び業務の状況 
 

・ 設置の有無（ 有・無 ） 
・ 開催状況：年３０回 
・ 活動の主な内容： 
 

・統括医療安全管理委員会：本院における医療に係る安全管理について統括 
する  年１１回 

・リスクマネジメント委員会：医療事故の防止策を策定する 年６回          
・医療クオリティ審議委員会：医療の質の向上を図る      年１３回 
・医療事故対策委員会：医療事故が発生した場合の必要な対応を行う  

年 ０回 
 

 

 
③ 医療に係る安全管理のための職員研修の実施状況 

 
     年 ２ 回 

 
 ・ 研修の内容（すべて）： 
 

「せん妄の診断と治療」 
 「院内発症脳卒中への対応」 
 
 

 

 
④ 医療機関内における事故報告等の医療に係る安全の確保を目的とした改善のための方策の実施

状況 
 
   ・ 医療機関内における事故報告等の整備 （ 有・無 ） 
   ・ その他の改善のための方策の主な内容： 
 
問題点の把握状況 (方法) 
【各部署】 

・インシデントをイントラネット（インシデントレポート、医療クオリティ
審議依頼書）から報告（原則として当事者）するとともに、部署リスクマ
ネジャーへ報告する。 

 
【リスクマネジメント委員会】 

・インシデントレポートのモニタリング(毎日・当番制、要IDとパスワード) 
 ・年1回以上の院内ラウンドにて現場の課題を把握 
 
 
 

 



 
 
 

 
【医療クオリティ審議委員会】 
 ・医療クオリティ審議依頼書への報告内容の把握 
 
【中央クオリティマネジメント部】 
 ・インシデントレポート、モニター報告や提出された医療クオリティ審議依

頼書の内容をもとに、専任リスクマネジャーにより、事例に関する問い合
わせ、現場の確認等を行う 

 
問題点の分析状況 (方法) 
【各部署・部門等】 
 ・当該部署、部門等にて事例の根本原因を分析 
 
【リスクマネジメント委員会】 
 ・当番委員によりインシデントの背景要因、予防可能性等を分析 
 
【医療クオリティ審議委員会】 
 ・委員会において、医療クオリティ審議依頼書、報告者および関係者からの

ヒアリング、多職種からなる委員の意見をもとにインシデントの背景因子
を多角的に分析 

 
【中央クオリティマネジメント部】 
 ・専任リスクマネジャーによりインシデント発生状況を把握し背景因子を多

職種で分析 
 
改善策の検討状況 (方法) 
【各部署・部門等】 
 ・当該部署、部門等にてリスクマネジャーもしくは医療安全担当者が中心と

なり、改善策等を検討。必要に応じ、専任リスクマネジャーが介入。 
 
【リスクマネジメント委員会】 
 ・インシデントの要旨と解決すべき課題、再発防止策を提示 
 ・インシデントを未然に防ぐための先行的対策について検討 
 ・院内の他の委員会や他部門への検討や改善の申し入れ 
 
【医療クオリティ審議委員会】 
 ・審議依頼事例について、関係診療科・部門への再発防止策の検討や改善を

指示 
 ・各診療科・部門から提出された再発防止策について承認 
 
【中央クオリティマネジメント部】 
 ・専任リスクマネジャーによるインシデントに関する問い合わせ、現場の点

検、改善の支援 
 ・事故防止策を実行するために必要な業務の実施、他部門との連携協力 
 ・リスクマネジャーメーリングリストによる情報提供 
 ・院内ラウンド、院内相互チェックの実施計画 
 ・リスクマネジャー会議（運営部会）の開催 
 ・教育のための教材を作成・教育の実施 
 ・リスクマネジメントニュースの作成・発行（警鐘事例等の共有） 
 ・QM（クオリティマネジメント）ニュース（医療安全広報誌）の作成・発行 
 

(注）前年度の実績を記入すること。 



 
 
 

 
規則第１条の 11 第２項第１号に掲げる院内感染対策のための体制の確保に係る措置 

 
 
① 院内感染対策のための指針の策定状況 

 
   有・無 

 
・ 指針の主な内容：わが国の医学における診療、教育及び研究の発展に貢献するとともに、特定機能
病院としての高度先進医療・未来医療の開発・実践を担い、同時に安全な医療を実現する使命を負っ
ている。安全な医療の実現のためには医療関連感染対策の推進が不可欠であるとの認識を持ち、職
員の一人ひとりが、また各部局それぞれが、医療関連感染対策の推進に真摯に取り組むと同時に、病
院全体が包括的に医療関連感染対策を行っていくものとする。このような医療関連感染対策を通して、
患者本位の安心・安全な全人的医療を提供することのできる環境を整えるように努力し、その活動を基
盤として、社会や地域医療にも貢献する 
 
 
 
② 院内感染対策のための委員会の開催状況 

 
年 11 回 

 
  ・ 活動の主な内容： 
 

感染対策委員会： 
①院内感染症の届出状況や抗菌薬の使用状況等の報告 
②院内感染対策についての審議 
（感染対策の重要事項に関すること、必要に応じての指導助言に関すること、院内感染防止対策
の施設基準に関すること等） 

 
 
③ 従業者に対する院内感染対策のための研修の実施状況 

 
年 40 回 

 
・全職員 2回/年  第1回「薬剤耐性菌と抗菌薬について・手指衛生」 

            第2回「手指衛生のエビデンスと抗菌薬の暗黒面」 
 

・新採用者（医師、研修医、看護師）-院内感染対策の基本についての講義と演習(5回) 
 ・感染管理リンクナース、感染制御部運営委員に対する感染制御活動の報告、研修（10回）   
 ・部署単位での勉強会-耐性菌対策、抗菌薬の適正使用など部署の問題に応じた内容（15回） 
 ・外部委託業者（清掃員、洗浄員、受付、ﾒｯｾﾝｼﾞｬｰなど）インフルエンザ対策（1回） 

別途オンライン開催 
 ・地域連携（吹田保健所管内医療機関連絡会議、吹田保健所管内の高齢者施設支援）おいて 

医療関連感染対策の研修（7回） オンライン開催、研修資材の提供を含む       
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



 
 
 

 
④ 感染症の発生状況の報告その他の院内感染対策の推進を目的とした改善のための方策の状況 
 
  ・ 病院における発生状況の報告等の整備        （ 有・無 ） 
  ・ その他の改善のための方策の主な内容： 

 ICTラウンド（週1回環境ラウンド、随時感染対策ラウンド） 
感染管理に視点における環境管理状況の確認を年間通して部署のラウンドを実施 

 耐性菌検出システム（ICTWeb®）を使用して、薬剤耐性菌検出状況を毎日監視し、感染対策の
実施状況を確認。また、海外渡航歴や治療歴のある方の中でリスクのある方は、耐性菌スクリ
ーニングを実施 

 サーベイランス 
耐性菌サーベイランスを元にした介入（MRSA、MDRP、ESBL産生株など） 
デバイスサーベイランス実施部署：ICU（VAE）、救命救急センター：（UTI）、東10、西10階
病棟(CLABSI) 
手術部位感染サーベイランス 実施部署：消化器外科 

 抗菌薬適正使用に向けての活動 
  ・投薬開始4日目を目途に適正使用について検討する 
  ・8日以上の継続使用には、抗菌薬継続使用届の追加届出を必要とする 
  ・対象患者のリストアップは専任薬剤師によって行う 

 感染症治療コンサルテーション、感染制御コンサルテーションの実施 
 手指衛生啓発の強化（医療者、患者家族への啓発） 
 COVID-19診療における感染対策の強化 

 

(注）前年度の実績を記入すること。 
 
 



 
 
 

 
規則第１条の 11 第２項第２号に掲げる医薬品に係る安全管理のための体制の確保に係る

措置 
 
 
① 医薬品安全管理責任者の配置状況 

 
   有・無 

 
② 従業者に対する医薬品の安全使用のための研修の実施状況 

 
     年 4 回 

 
 ・ 研修の主な内容： 

1. 令和元年6月20日 第1回医薬品安全講習会（阪大病院フォーラム） 
「規制医薬品の安全管理」～麻薬を中心に～  参加者：92人 

2. 令和元年10月9日  第２回医薬品安全講習会（阪大病院フォーラム） 
「注射剤混合調製時の注意点」 参加者：64人 

3. 令和元年11月11日 第1回医薬品安全管理講習会 
「簡易懸濁法について」 参加者：3,224人 

4. 令和2年2月19日  第３回医薬品安全講習会（阪大病院フォーラム） 
「妊娠と薬外来の紹介」 参加者：52人 

 
 
③ 医薬品の安全使用のための業務に関する手順書の作成及び当該手順書に基づく業務の実施状況 
 
 ・ 手順書の作成        （ 有・無 ） 
 ・ 手順書の内訳に基づく業務の主な内容： 

 医薬品安全業務手順書の策定・見直し 
令和2年3月4日 令和元年度第3回医薬品安全管理委員会にて改訂案が審議され、主とし

て以下の項目の改訂が承認された。 
「調剤薬の病棟・各部門への供給」における1回量包装（unit dose package）の項目を削
除。 
「患者情報の収集・管理・活用」において、副作用情報や禁忌・アレルギー情報の電子カ
ルテへの登録方法や、「医薬品・医療機器等安全性情報報告制度」に関する項目を追記。 
 

 従業者に対する医薬品安全使用のための研修企画・実施 
年4回、上記の通り実施。 

 業務手順書に基づく業務実施の確認・記録 
毎年6月に、各部署の医薬品安全管理者（リスクマネジャー）に対して、手順書に基づ

いて業務が実施されているかについて、手順書の各章の項目別に、アンケート調査方式に
て遵守状況確認を実施。 

 医薬品の安全使用のための情報収集その他改善方策 
下記の通り実施。 

 
 
④ 医薬品の安全使用のために必要となる未承認等の医薬品の使用の情報その他の情報の収集その

他の医薬品の安全使用を目的とした改善のための方策の実施状況 
 
  ・ 医薬品に係る情報の収集の整備        （ 有・無 ） 
 ・ 未承認等の医薬品の具体的な使用事例（あれば）： 

 未承認医薬品：0件  
 適応外：38件（新型コロナウイルス感染症に対するカレトラ、アビガン、アクテムラの

使用等） 
 禁忌：11件（切迫流産に対するインドメタシンの使用、小児感染症に対するレボフロキ

サシンの使用、てんかん合併の進行性多巣性白質脳症に対するメフロキンの使用等） 
 

  ・ その他の改善のための方策の主な内容： 
 Drug Information Newsを月１回程度発行し、用法/用量・効能/効果の変更、医薬品・医

療機器等安全性情報、各種医薬品の適正使用に関するお知らせを全部署に配布して周知。 
 医薬品に関する通知を発行し、採用情報、新規採用薬の添付文書等について全部署に配布

して周知。 
 2019年4月19日より、「免疫抑制・化学療法によるＢ型肝炎再活性化予防のためのチェック

システム」の運用を開始した。 
 

(注）前年度の実績を記入すること。 
 



 
 
 

 
規則第１条の 11 第２項第３号に掲げる医療機器に係る安全管理のための体制の確保に係

る措置 
 
 
① 医療機器安全管理責任者の配置状況 

 
   有・無 

 
② 従業者に対する医療機器の安全使用のための研修の実施状況 

 
320回 

 
 ・ 研修の主な内容： 

機器の有用性、機器の安全性、機器の動作、機器の操作、機器の故障対策、機器の点検説明、
使用に関する法令順守など 

 
   研修の内訳 
    1.新規導入機器（101回）、2.特定機能病院に必須の医療機器の安全使用研修（77回） 
    3.特に熟練を要する医療機器（102回）、4.OpenME（36回）、5.MRI安全使用研修（4回） 
 
 
③ 医療機器の保守点検に関する計画の策定及び保守点検の実施状況 
 
 ・ 医療機器に係る計画の策定        （ 有・無 ） 
 

①人工心肺装置、②人工呼吸器、③血液浄化装置、④除細導装置、➄閉鎖式保育器については
、臨床工学部で計画を立て、それに則って臨床工学技士ならびにメーカによる保守点検を実施
している。 
⑥診療用高エネルギー放射線発生装置、⑧診療用放射線照射装置、⑨その他保守点検が必要と
考えられる医療機器については、放射線部ならびに関係部署で計画を立てて、それに則って臨
床工学士ならびに委託業者による保守点検を実施している。 

 
 ・ 機器ごとの保守点検の主な内容： 

放射線医療機器は全てメーカとの定期点検契約。 
臨床工学部が担う医療機器の一部が院内点検に該当する。 

 
   【点検内容】 
     安全点検、電気的安全点検、器械的安全点検、予防保全、予防保全の部品交換、 
     予防保全の調整、予防保全の動作点検、動作値の確認、品質点検、 

イメージクオリティの点検、装置全般の機能点検、ソフトウェア点検など 
 
 
 
④ 医療機器の安全使用のために必要となる未承認等の医療機器の使用の状況その他の情報の収集

その他の医療機器の安全使用を目的とした改善のための方策の実施状況 
 
  ・ 医療機器に係る情報の収集の整備        （ 有・無 ） 
 

医療機器の不具合情報や安全性情報等を製造販売業者やPMDAから提供される医療安全情報、厚
生労働省が発行する「医薬・医療機器安全情報」などから一元的に収集する。 
病院運営会議と医療機器安全委員会で報告、阪大フォーラムやリスクマネジャ会議での啓発や
リスクマネジャのメーリングリストを通じて周知を図っている。 
年6回の会議にて、保守点検および医療機器安全使用研修の進捗状況の把握ならびに医療機器
安全情報の共有を図り常に連携をとっている。 
 

 ・ 未承認等の医療機器の具体的な使用事例（あれば）： 
  
  ・ その他の改善のための方策の主な内容： 
      「大阪大学医学部附属病院における医療機器安全のための指針」の策定 
      定期安全使用研修のためのe-learningの作成 
 
 
 
 
 

(注）前年度の実績を記入すること。 



 
 
 

 
規則第９条の２０の２第１項第１号から第１３号に掲げる事項の実施状況 

 
 
① 医療安全管理責任者の配置状況 

 
     有・無 

 
・責任者の資格（医師・歯科医師） 
・医療安全管理責任者による医療安全管理部門、医療安全管理委員会、医薬品安全管理責任者及び 
医療機器安全管理責任者の統括状況 
 
本院における医療に係る安全管理について統括するため、統括医療安全管理委員会を設置しており、
医療安全担当の副病院長（医療安全管理責任者）が同委員会の委員長となっている。同委員会に 
リスクマネジメント委員会及び医療クオリティ審議委員会（医療安全管理部門である中央クオリティ
マネジメント部が主管）、医薬品安全管理委員会（医薬品安全管理責任者である薬剤部長が委員長）
、医療機器安全管理委員会（医療技術部長が委員長（医療機器安全管理責任者は医療技術部副部長）
を置き、統括医療安全管理委員会委員長（医療安全管理責任者）が統括している。 
 
 
② 専任の院内感染対策を行う者の配置状況 

 
有（１１名） 

 
③医薬品安全管理責任者の業務実施状況 

・医薬品に関する情報の整理・周知に関する業務の状況 

 医薬品使用状況を確認し、必要に応じて、院内会議で報告。 

 薬品情報管理室にて添付文書、IF 等の各種情報について、ファイリングして管理、書籍等の管理。 

 添付文書情報について、電子カルテ端末から閲覧できるように整理。 

 緊急安全性情報等、各種情報についてイントラネットにて情報提供。 

 

・未承認等の医薬品の使用に係る必要な業務の実施状況 

 病棟薬剤師による処方監査、調剤時に処方した医薬品が未承認等に該当するか否か情報収集し、

必要性等検討し、処方変更等も提案。 

 薬剤師が握したものは、適宜処方医、主治医等に文献等の提出を依頼。必要に応じて、未承認新

規医薬品等診療審査部への申請を依頼し、審査部でリスク検討、処方の妥当性等を確認。 

 薬品情報管理室にて、未承認新規医薬品等診療審査部の事務局も担当し、医薬品に関する情報収

集を行う。 

・担当者の指名の有無（有・無） 

・担当者の所属・職種： 

（所属：薬剤部（薬品情報管理室），職種 薬剤師 1 名） 

（所属：    ，職種       ）  （所属：    ，職種       ） 

（所属：    ，職種       ）  （所属：    ，職種       ） 
 

④ 医療を受ける者に対する説明に関する責任者の配置状況 有・無 

・医療の担い手が説明を行う際の同席者、標準的な説明内容その他説明の実施に必要な方法に関する

規程の作成の有無  （ 有・無 ） 

・説明等の実施に必要な方法に関する規程に定められた事項の遵守状況の確認、及び指導の主な内容

：定期的に各診療科・各中央診療施設のインフォームド・コンセントの実施状況を確認する。 

適切でない事例が認められる場合は、必要な指導を行うとともに当該事例を院内に周知する。 

 
 
 
 
 
 
 
 



 
 
 

 
⑤ 診療録等の管理に関する責任者の選任状況 有・無 

・診療録等の記載内容の確認、及び指導の主な内容： 

診療情報管理士が毎日、退院時サマリの確認を実施し、修正依頼は適宜対応している。月に一度、手

術記録、カウンターサインの確認を実施し、作成状況や督促を各診療科の病歴管理委員宛に通知して

いる。ピアレビューは 3か月に一度、医師 4人が自科他科のカルテを監査し、結果を該当診療科へ通

知。年間の結果は、病歴管理委員会で資料を配布し、周知を図っている。インフォームドコンセント

についても、診療情報管理士がカルテ記載内容を確認し、一年で全診療科一巡。結果はインフォーム

ドコンセント委員会で報告している。 

⑥ 医療安全管理部門の設置状況 有・無 

・所属職員：専従（9）名、専任（0）名、兼任（2）名 

 うち医師：専従（5）名、専任（0）名、兼任（0）名 

 うち薬剤師：専従（1）名、専任（0）名、兼任（1）名 

 うち看護師：専従（3）名、専任（0）名、兼任（1）名 

（注）報告書を提出する年度の 10月１日現在の員数を記入すること 

・活動の主な内容： 

1. インシデントの調査・分析・レポート管理、及びカンファレンスの開催 

2. 医療事故防止方策の検討・実施・評価 

3. リスクマネジャー会議の開催 

4. 職員研修の企画・実施 

5. 医療安全推進及び教育のための教材の開発・活用 

6. 現場のリスクマネジャーの支援、連絡調整、院内ラウンドの実施 

7. 他の委員会や部署、各職種間の連絡調整 

8. リスクマネジメント委員会等の開催準備及び支援 

9. 患者相談窓口等の担当者との連携、医療安全に係る患者及び家族等への対応支援 

10. 全死亡症例の把握・検証 

11. 医療の質・安全に関するモニタリング 

12. 高難度新規医療技術および未承認新規医薬品を用いた医療の導入に係る委員会への参画 

 
※ 平成二八年改正省令附則第四条第一項及び第二項の規定の適用を受ける場合には、専任の医療に

係る安全管理を行う者が基準を満たしていることについて説明すること。 
※ 医療安全管理委員会において定める医療安全に資する診療内容及び従事者の医療安全の認識に

ついての平時からのモニタリングの具体例についても記載すること。 
 

令和2年10月1日現在の医療安全に資するモニタリング項目は以下の８つであり、リスクマネジメン
ト委員会および病院運営会議で報告を行っている：1．手術あり肺血栓塞栓症予防対策実施率 ２
．手術あり患者の肺塞栓症の発生率 ３．手術安全チェックリスト使用率 ４．初回抗がん剤導入
前のHBVスクリーニング実施率 ５．内視鏡治療例での気道確保困難チェックリスト使用率 ６．2
週間以内の退院サマリ作成率 ７．臨床工学部から貸し出した人工呼吸器の日常点検実施率 ８．
病理検査及び画像検査における重要所見ToDoの翌月までの消去率 

 

⑦ 高難度新規医療技術の提供の適否等を決定する部門の状況 

・前年度の高難度新規医療技術を用いた医療の申請件数（５件）、及び許可件数（５件） 

・高難度新規医療技術の提供の適否等を決定する部門の設置の有無（ 有・無 ） 

・高難度新規医療技術を用いた医療を提供する場合に、従業者が遵守すべき事項及び高難度新規医療

技術の提供の適否等を決定する部門が確認すべき事項等を定めた規程の作成の有無（有・無） 

・活動の主な内容： 

診療科長から高難度新規医療技術を用いた診療の提供の申請が行われた場合、申請内容の確認を

行うとともに、高難度新規医療技術評価委員会に、当該高難度新規医療技術を用いた診療の提供の

適否、実施を認める条件等について意見を求め、その意見を踏まえ適否を決定する。 

また、定期的及び術後に患者が死亡した場合など必要に応じて当該医療の提供が適正な手続きで

行われていたか、診療録等の確認や従事者の遵守状況の確認を行い、病院長に報告する。 



 
 
 

 
・規程に定められた事項の遵守状況の確認の有無（ 有・無 ） 

・高難度新規医療技術評価委員会の設置の有無（ 有・無 ） 

 
⑧ 未承認新規医薬品等の使用条件を定め、使用の適否等を決定する部門の状況 

・前年度の未承認新規医薬品等を用いた医療の申請件数（２７件）、及び許可件数（２７件） 

・未承認新規医薬品等の使用条件を定め、使用の適否等を決定する部門の設置の有無（有・無） 

・未承認新規医薬品等を用いた医療を提供する場合に、従業者が遵守すべき事項及び未承認新規医薬

品等の使用条件を定め使用の適否等を決定する部門が確認すべき事項等を定めた規程の作成の有

無（有・無） 

・活動の主な内容： 

業務内容としては、診療科長から未承認新規医薬品等を用いた診療の提供の申請が行われた場

合、申請内容の確認をするとともに、未承認新規医薬品等診療評価委員会に、当該未承認新規医薬

品等を用いた診療の提供の適否、実施を認める条件等について意見を求め、その意見を踏まえ適否

を決定する。また定期的及び術後に患者が死亡した場合など必要に応じて当該医療の提供が適正な

手続きで行われていたか、診療録等の確認や従事者の遵守状況の確認を行い、病院長に報告する。 

・規程に定められた事項の遵守状況の確認の有無（ 有・無 ） 

・未承認新規医薬品等評価委員会の設置の有無 （ 有・無 ） 

⑨ 入院患者が死亡した場合などの医療安全管理部門への報告状況 

・入院患者が死亡した場合の医療安全管理部門への報告状況：年 232 件 

・上記に掲げる場合以外の場合であって、通常の経過では必要がない処置又は治療が必要になったも

のとして特定機能病院の管理者が定める水準以上の事象が発生したとき当該事象の発生の事実及

び発生前の状況に関する医療安全管理部門への報告状況：年 50件 

・上記に関する医療安全管理委員会の活動の主な内容 

 

【院内死亡症例】 

院内死亡症例は全例、診療科内で検証され、その結果は院内死亡症例報告書に入力される。医療

クオリティ審議委員会での検討が必要と判断されれば、医療クオリティ審議依頼書を提出する。 

また、診療科とは独立して中央クオリティマネジメント部でも毎週、多職種で全死亡症例を把握

・検証している。診療科長および中央クオリティマネジメント部部長の確認結果を医療クオリティ

審議委員会において医療安全管理責任者に報告する。医療安全管理責任者は病院運営会議において

管理者に報告する。平成 28 年 9 月 20 日より運用を開始している。 

 

【管理者が定める水準以上の事象】 

平成１４年から全国立大学医学部附属病院で使用している影響レベルのうちレベル３ｂ以上は

管理者が定める水準以上の事象として、月１回開催される医療クオリティ審議委員会において医療

クオリティ審議依頼書で報告のあった事象の事実関係の調査・把握を行い、報告された事象が、医

療事故か否かを判断する。また、日本医療機能評価機構、及び医療事故調査制度に伴う報告事例か

審議する。その後、病院運営会議、統括医療安全管理委員会で報告される。 

事故と判断された場合には、速やかに医療事故対策委員会を立ち上げて、患者や家族等及び医療

事故を起こした当事者や部署に対して、必要な支援を行う。医療事故に関して、情報収集・統合、

分析、意思決定、関係機関への報告、院内外への公表を行う。 

 

⑩ 他の特定機能病院等の管理者と連携した相互立入り及び技術的助言の実施状況 

・他の特定機能病院等への立入り（ 有（病院名：岡山大学病院）・無） 

・他の特定機能病院等からの立入り受入れ（ 有（病院名：鳥取大学医学部附属病院）・無） 

・技術的助言の実施状況 

年間約 4,500 件のインシデントのうち、40～45％が医薬品に関することであることから、薬剤師

ＧＲＭ２名体制が望ましいのではないかとの意見をいただき、令和２年４月以降２名体制としまし

た。 



 
 
 

 
⑪ 当該病院内に患者からの安全管理に係る相談に適切に応じる体制の確保状況 

・体制の確保状況 

患者及びその家族からの医療に関する相談・ご意見に対して、その内容の迅速な解決のために適切

な処理を行うことを目的とした患者相談室を設置している。病院長は、相談等の内容が本院の医療安

全管理体制確保に有益であると認められるときは、関係部署及び関係委員会に対して検討及び改善を

指示することができる。 

 

 
⑫ 職員研修の実施状況 

・研修の実施状況 

リスクマネジメント講習会にて、特定機能病院としての高度な医療を提供するために必要な知識につ

いて研修を行った。 

平成 28 年度医療法改正に関する研修は 11 月 28 日リスクマネジメント講習会で教育した。平成 30年

度改正に関しては、令和元年度 6月に実施した。これらはその後、eラーニングシステムにアップロ

ードしており、いつでも学習可能な状況にある。 

また、これまでの監査委員会では研修対象に該当する事項を指摘されていない。 

 

 

（注）前年度の実績を記載すること（⑥の医師等の所属職員の配置状況については提出年度の10月1

日の員数を記入すること） 

 

⑬ 管理者、医療安全管理責任者、医薬品安全管理責任者及び医療機器安全管理責任者のための研修

の実施常況 

・研修の実施状況 

【管理者】 

令和元年度特定機能病院管理者研修（主催：公益財団法人日本医療機能評価機構） 

⇒令和２年１月７日受講済 

令和２年度特定機能病院管理者研修（主催：公益財団法人日本医療機能評価機構） 

⇒令和２年１１月２日受講予定 

 

【医療安全管理責任者】 

令和元年度特定機能病院管理者研修（主催：公益財団法人日本医療機能評価機構） 

⇒令和２年１月７日受講済 

令和２年度特定機能病院管理者研修（主催：公益財団法人日本医療機能評価機構） 

⇒令和２年１１月１１日受講予定 

 

【医薬品安全管理責任者】 

令和元年度特定機能病院管理者研修（主催：公益財団法人日本医療機能評価機構） 

⇒令和元年１０月１１日受講済 

令和２年度特定機能病院管理者研修（主催：公益財団法人日本医療機能評価機構） 

⇒令和２年１１月２５日受講予定 

 

【医療機器安全管理責任者】 

令和元年度特定機能病院管理者研修（主催：公益財団法人日本医療機能評価機構） 

⇒令和元年１２月１６日受講済 

令和２年度特定機能病院管理者研修（主催：公益財団法人日本医療機能評価機構） 

⇒令和２年１２月１０日受講予定 

 

（注）前年度の実績を記載すること（⑥の医師等の所属職員の配置状況については提出年度の10月1



 
 
 

 
日の員数を記入すること） 



 
 
 

 
規則第７条の２第１項各号に掲げる管理者の資質及び能力に関する基準 

 
 
 管理者に必要な資質及び能力に関する基準 

  
     

 

・基準の主な内容 

下記のとおり定めました。 

(1)医療法第１０条に規定された病院の管理者として要件を満たす医師であること。 

(2)大学附属病院の管理運営に必要な資質・能力を有すること。 

(3)医療安全確保のために必要な資質・能力を有すること。 

(4)大阪大学医学部附属病院の理念・基本方針を理解し、その実現に向けた強い意思とリーダー

シップを有すること。 

 

・ 基準に係る内部規程の公表の有無（ 有・無 ） 

・ 公表の方法 本学のＨＰにて公表している。 

 
 

 
 

規則第７条の３第１項各号に掲げる管理者の選任を行う委員会の設置及び運営状況 
 
 
 前年度における管理者の選考の実施の有無 

 
    有・無 

 

 ・ 選考を実施した場合、委員会の設置の有無（ 有・無 ） 

・ 選考を実施した場合、委員名簿、委員の経歴及び選定理由の公表の有無（ 有・無 ） 

・ 選考を実施した場合、管理者の選考結果、選考過程及び選考理由の公表の有無（ 有・無） 

・ 公表の方法 本学のＨＰにて公表している。 
 
管理者の選任を行う委員会の委員名簿及び選定理由 

氏名 所属 委員長 

（○を付

す） 

選定理由 特別の関

係 

 

金田 安史 

大阪大学理事 

（共創、病院担当） 

 

○ 

病院運営を担当する理事 

（役職指定） 

有・無 

 

鈴木 敏之 

大阪大学理事 

（人事労務、 

事務組織担当） 

 人事労務を担当する理事 

（役職指定） 

有・無 

 

森井 英一 

大阪大学大学院 

医学系研究科長 

 医学系研究科長（役職指定） 有・無 

 

木村  正 

大阪大学医学部 

附属病院長 

 

 医学部附属病院長（役職指定） 有・無 

 

茂松 茂人 

一般社団法人 

大阪府医師会会長 

 医学又は医療に関し識見を有する者 

一般社団法人大阪府医師会会長とし

て、マネジメントはもとより、医学・医

 

 

有・無 



 
 
 

 
療全般について、高い識見を有してい

る者として選定するもの。 

 

 

平田 一人 

 

大阪市立大学  

医学部附属病院長 

 医学又は医療に関し識見を有する者 

公立大学法人大阪市立大学医学部附属

病院長として、マネジメントはもとよ

り医学・地域医療全般について、高い識

見を有する者として選定するもの。 

 

 

有・無 

 

藤井 睦子 

 

大阪府 

健康医療部長 

 医学又は医療に関し識見を有する者 

大阪府における健康医療の行政責任者

として、豊富な知見を有している者と

して選定するもの。 

 

有・無 

  



 
 
 

 
規則第９条の２３第１項及び第２項に掲げる病院の管理及び運営を行うための合議体の設

置及び運営状況 
 
 
 合議体の設置の有無 

 
    有・無 
   

 

・合議体の主要な審議内容 

病院重点課題（中期計画等）、人事、組織改組、規程改正及び予算・決算等、本院の管理運営 

に関する重要事項 

 

・審議の概要の従業者への周知状況 

全教職員が閲覧できるよう、議事録を本院のＨＰに掲載している。 

 

・合議体に係る内部規程の公表の有無（ 有・無 ） 

 

・公表の方法 議事録を本院のＨＰに掲載している。 

 

・外部有識者からの意見聴取の有無（ 有・無 ） 

 
 
合議体の委員名簿 

氏名 委員長 

（○を付す） 

職種 役職 

    

    

別紙１のとおり    

    

    

    
 
 
  



 
 
 

 
規則第１５条の４第１項第１号に掲げる管理者が有する権限に関する状況 

 
 
 管理者が有する病院の管理及び運営に必要な権限  

  

 
 ・ 管理者が有する権限に係る内部規程の公表の有無（ 有・無 ） 
 
 ・ 公表の方法 本学のＨＰに掲載 
 
 ・ 規程の主な内容 
 

大阪大学医学部附属病院規程に副病院長及び病院長補佐は管理者（病院長）が指名すると 
規定している。 

 
   国立大学法人大阪大学会計規則・同予算決算規則に管理者（病院長）が医学部附属病院の 

予算責任者として、予算案の作成及び予算の執行について権限と責任を有すると規定している
。 
 
 ・ 管理者をサポートする体制（副院長、院長補佐、企画スタッフ等）及び当該職員の役割 
 
   別紙２のとおり 
 
 ・ 病院のマネジメントを担う人員についての人事・研修の状況 
 

国立大学附属病院を取り巻く様々な課題に対して、病院長のリーダーシップ、病院長を支え
るサポート体制の強化及び病院経営等、病院執行部のガバナンス強化に向け、各国立大学附属
病院の病院長、副病院長、看護部長及び事務部長等の次世代リーダー等の役職者を対象に国立
大学附属病院長会議が主催する幹部職員セミナー（病院長塾・病院経営次世代リーダー養成塾
）に参加させ、育成しており、今後も引き続き参加させる。 

 
（参考） 
平成２８年度「病院長塾」参加者：副病院長２名・事務部長・総務課長 
平成２９年度「病院経営次世代リーダー養成塾」参加者：副病院長・副看護部長 
平成３０年度「病院長塾」参加者：病院長・病院長補佐・看護部長・副看護部長・総務課長 

 令和 元年度「病院経営次世代リーダー養成塾」参加者：病院長・副看護部長 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



 
 
 

 
規則第１５条の４第１項第２号に掲げる医療の安全の確保に関する監査委員会に関する 

状況 

監査委員会の設置状況 有・無 

・監査委員会の開催状況：年２回 

・活動の主な内容： 

(1)医療法施行規則（昭和２３年厚生省令第５０号）に規定する医療安全管理責任者、医療安全管 

理部門、医療安全管理委員会、医薬品安全管理責任者、医療機器安全管理責任者等の業務の状況

について大阪大学医学部附属病院長等から報告を求め、又は必要に応じて自ら確認を実施するこ

と。 

(2)委員会は、必要に応じ、大阪大学総長（以下「総長」という。）又は大阪大学医学部附属病院 

長に対し、医療に係る安全管理について是正措置を講ずるよう意見を表明すること。 

(3) (1) (2)に掲げる業務について、その結果を公表すること。 

 

・監査委員会の業務実施結果の公表の有無（ 有・無 ） 

 

・委員名簿の公表の有無（ 有・無 ） 

 

・委員の選定理由の公表の有無（ 有・無 ） 

 

・監査委員会に係る内部規程の公表の有無（ 有・無 ） 

 

・公表の方法：本学のＨＰに掲載 

 

監査委員会の委員名簿及び選定理由（注） 

氏名 所属 委員長 

（○を付

す） 

選定理由 利害関係 委員の要件 

該当状況 

 

倉 智 博 久 

大阪母子医療ｾﾝﾀ

ｰ総長 

 

○ 

医療側・経営側の

両知識を有する者

として選定 

有・無 １ 

 

橋 本 重 厚 

 

福島県立医科大

学会津医療ｾﾝﾀｰ

教授 

同大学附属病院 

医療安全管理部

長 

 医療安全管理の専

門家として選定 

有・無 １ 

 

水 島 幸 子 

水島綜合法律事

務所所長 

 医療に精通してい

る法律の専門家と

して選定 

有・無 １ 

 

山 口 育 子 

認定 NPO 法人ささ

えあい医療人権ｾ

ﾝﾀｰ COML 理事長 

 患者目線で医療に

ついて助言できる

者として選定 

有・無 ２ 

 

奈良 哲 

 

大阪大学理事  本学におけるリス

ク管理担当理事と

して選定 

有・無 ３ 

（注） 「委員の要件該当状況」の欄は、次の1～3のいずれかを記載すること。 

   1. 医療に係る安全管理又は法律に関する識見を有する者その他の学識経験を有する者 

2. 医療を受ける者その他の医療従事者以外の者（1.に掲げる者を除く。） 

   3. その他 



 
 
 

 
規則第１５条の４第１項第３号イに掲げる管理者の業務の執行が法令に適合することを確
保するための体制の整備に係る措置 

 
 
管理者の業務が法令に適合することを確保するための体制の整備状況 

 
 

 
 ・体制の整備状況及び活動内容 
 
  平成２９年７月１９日に大阪大学コンプライアンス推進委員会を設置し、各種コンプライアン
ス事案（研究上の不正行為、研究費の不正使用、情報漏えい事案、公益通報事案等）の総括と、
コンプライアンスの推進に係る取組みの検討及び実施等を行っている。 

  また、下記のとおり具体的な取り組みを行っている。 
 ・大阪大学行動規範の制定 
・コンプライアンス事案の発生を踏まえた再発防止策の検討及び実施（本部事務機構の各専門部
署等による集合型研修やe-learningによる各種コンプライアンス教育の実施、注意喚起文書の発
出、各種冊子やリーフレット等の配布、各種通報・相談窓口の設置 
及び周知等） 
・コンプライアンスに関する教職員意識調査の実施 

 
 
 ・ 専門部署の設置の有無（ 有・無 ） 
 
 ・ 内部規程の整備の有無（ 有・無 ） 
 
 ・ 内部規程の公表の有無（ 有・無 ） 
 
 ・ 公表の方法  本学のＨＰにて公表している。 

 

 
  



 
 
 

 
規則第１５条の４第１項第３号ロに掲げる開設者による業務の監督に係る体制の整備に係

る措置 

 
 
開設者又は理事会等による病院の業務の監督に係る体制の状況 

 

 
 
 ・ 病院の管理運営状況を監督する会議体の体制及び運営状況 
 
   理事会等とは別に総長が設置する大阪大学医学部附属病院戦略会議の下に下記委員を構成員と

する大阪大学医学部附属病院管理運営専門委員会を平成３１年３月８日に設置し、令和２年８月
１８日に第２回管理運営専門委員会を開催した。 
専門委員会では、病院長から外部委員に対して下記事項についての説明を行い、質疑応答の後

外部委員から特に本院の管理運営に関する指摘事項は無かった。 
・新型コロナウイルスに関する対策について 
・令和元年度決算及び令和２年度予算について 
・令和元年度病院重点課題の取り組み状況について 
・令和２年度重点課題について 
・再開発計画について 
なお、上記専門委員会の議事については、親委員会である附属病院戦略会議を通じ総長に報告 

する。 
 
 
 ・ 会議体の実施状況（ 年１回 ） 
 
 ・ 会議体への管理者の参画の有無および回数（ 有・無 ）（ 年１回 ） 
 
 ・ 会議体に係る内部規程の公表の有無（ 有・無 ） 
 
 ・ 公表の方法 
 
 
病院の管理運営状況を監督する会議体の名称：大阪大学医学部附属病院管理運営専門委員会 

会議体の委員名簿 

氏名 所属 委員長 

（○を付す） 

利害関係 

川西 克幸 吹田市医師会長  有・無 

倉智 博久 大阪母子医療センター総長  有・無 

塩崎  均 近畿大学名誉学長  有・無 

林  紀夫 独立行政法人労働者健康安全機

構 関西労災病院 病院長 

○ 有・無 

松坂 英孝 大阪ガス株式会社顧問  有・無 

山口 育子 認定 NPO 法人 ささえあい医療 

人権センターＣＯＭＬ 理事長 

 有・無 

木村  正 大阪大学医学部附属病院長  有・無 

野々村 祝夫 大阪大学医学部附属病院副病院長  有・無 

延原 寿男 大阪大学医学部附属病院事務部長  有・無 

（注） 会議体の名称及び委員名簿は理事会等とは別に会議体を設置した場合に記載すること。 

 

 

 

 

 

 

 



 
 
 

 
 

 

 

規則第１５条の４第１項第４号に掲げる医療安全管理の適正な実施に疑義が生じた場合等

の情報提供を受け付ける窓口の状況 

 

窓口の状況 

・情報提供を受け付けるための窓口の設置の有無（ 有・無 ） 

 

・通報件数（年０件） 

 

・窓口に提供する情報の範囲、情報提供を行った個人を識別することができないようにするための 

方策その他窓口の設置に関する必要な定めの有無（ 有・無 ） 

 

・窓口及びその使用方法についての従業者への周知の有無（ 有・無 ） 

 

・周知の方法 

院内各会議にて附議・周知するとともに、本院 HPの職員専用ページ及び院内ホームページ・イン

トラネットに設置の趣旨及び通報方法等を掲載 

 

 

 
 



 (様式第 7) 

専門性の高い対応を行う上での取組みに関する書類（任意） 

 

 

1  病院の機能に関する第三者による評価 

① 病院の機能に関する第三者による評価の有無 有 

 ・評価を行った機関名、評価を受けた時期 

 

日本医療機能評価機構、病院機能評価（一般病院２）、2016年1月22日 

日本医療教育財団、外国人患者受入れ医療機関認証制度（JMIP）、2019年3月1日 

 

(注)医療機能に関する第三者による評価については、日本医療機能評価機構等による評価があること。 

 

 

2  果たしている役割に関する情報発信 

① 果たしている役割に関する情報発信の有無 有 

 ・情報発信の方法、内容等の概要 

 

平成24年度に本院公式ホームページをリニューアルして以降、内容の充実を図るとともに、見 

やすくわかりやすい情報提供を行っている。また、平成27年4月には、より見やすく伝わりやすい

紙面をめざし、年4回発行する広報紙『阪大病院ニュース』をリニューアルし、大学病院としての

本院の存在意義を一般社会に十分に理解してもらうよう努めている。今後も引き続き適切な情報

発信を行う。 

 

 

 

3  複数の診療科が連携して対応に当たる体制 

① 複数の診療科が連携して対応に当たる体制の有無 有 

 ・複数の診療科が連携して対応に当たる体制の概要 

 

本院では、対象となる疾患等に対し、関連診療科や診療部門並びに関連医師やコメディカルが

連携し、包括的な診断及び治療を実現するため、中央診療施設として以下のセンターを配置し、

複数の診療科が連携して対応に当たる体制を整えている。 

 

・脳卒中センター ・前立腺センター ・睡眠医療センター 

・疼痛医療センター ・生殖医療センター ・ハートセンター 

・小児医療センター ・オンコロジーセンター ・呼吸器センター 

・てんかんセンター ・消化器センター ・ＩＶＲセンター 

・胎児診断治療センター ・難病医療推進センター ・子どものこころの診療センター 

・糖尿病センター ・がんゲノム医療センター ・緩和医療センター 

・腸管不全治療センター 

 

 

 

 



5 (担当  総務課庶務係)
◎ 土 岐 祐 一 郎 病 院 長 〔１号委員〕
○ 竹 原 徹 郎 副 病 院 長 ( 人 事 労 務 ・ 医 療 安 全 担 当 ) 〔３号委員〕
○ 野 々 村 祝 夫 副 病 院 長 ( 財 務 ・ が ん 診 療 担 当 ) 〔３号委員〕
○ 藤 野 裕 士 副 病 院 長 ( 教 育 ・ 診 療 体 制 担 当 ) 〔３号委員〕
○ 越 村 利 惠 副 病 院 長 ( ホ ス ピ タ リ テ ィ 担 当 ) 〔６号委員〕

坂 田 泰 史 科 長 ( 循 環 器 内 科 ) 〔３号委員〕
猪 阪 善 隆 科 長 ( 腎 臓 内 科 ) 〔３号委員〕
竹 原 徹 郎 科 長 ( 消 化 器 内 科 ) 〔３号委員〕
下 村 伊 一 郎 科 長 ( 糖 尿 病 ・ 内 分 泌 ・ 代 謝 内 科 ) 〔２、３号委員〕

武 田 吉 人 科 長 ( 呼 吸 器 内 科 ) 〔３号委員〕
熊 ノ 郷 淳 科 長 ( 免 疫 内 科 ) 〔３号委員〕
保 仙 直 毅 科 長 ( 血 液 ・ 腫 瘍 内 科 ) 〔３号委員〕

※ 樂 木 宏 実 科 長 ( 老 年 ・ 高 血 圧 内 科 ) 〔３号委員〕
萩 原 圭 祐 科 長 ( 漢 方 内 科 ) 〔３号委員〕

※ 樂 木 宏 実 科 長 ( 総 合 診 療 科 ) 〔３号委員〕
澤 芳 樹 科 長 ( 心 臓 血 管 外 科 ) 〔３号委員〕
新 谷 康 科 長 ( 呼 吸 器 外 科 ) 〔３号委員〕
江 口 英 利 科 長 ( 消 化 器 外 科 ) 〔３号委員〕

※ 土 岐 祐 一 郎 科 長 ( 消 化 器 外 科 ) 〔３号委員〕
島 津 研 三 科 長 ( 乳 腺 ・ 内 分 泌 外 科 ) 〔３号委員〕
奥 山 宏 臣 科 長 ( 小 児 外 科 ) 〔２、３号委員〕

※ 森 井 英 一 科 長 ( 病 理 診 断 科 ) 〔３号委員〕
西 田 幸 二 科 長 ( 眼 科 ) 〔３号委員〕
猪 原 秀 典 科 長 ( 耳 鼻 咽 喉 科 ・ 頭 頸 部 外 科 ) 〔２、３号委員〕

村 瀬 剛 科 長 （ 事 務 取 扱 ） ( 整 形 外 科 ) 〔３号委員〕
藤 本 学 科 長 ( 皮 膚 科 ) 〔３号委員〕
久 保 盾 貴 科 長 ( 形 成 外 科 ) 〔３号委員〕
望 月 秀 樹 科 長 ( リ ハ ビ リ テ ー シ ョ ン 科 ) 〔３号委員〕
望 月 秀 樹 科 長 ( 神 経 内 科 ･ 脳 卒 中 科 ) 〔３号委員〕
池 田 学 科 長 ( 神 経 科 ・ 精 神 科 ) 〔２、３号委員〕

貴 島 晴 彦 科 長 ( 脳 神 経 外 科 ) ［３号委員］
藤 野 裕 士 科 長 ( 麻 酔 科 ) 〔３号委員〕

※ 木 村 正 科 長 ( 産 科 ) ［３号委員］
※ 木 村 正 科 長 ( 婦 人 科 ) ［３号委員］

大 薗 惠 一 科 長 ( 小 児 科 ) 〔３号委員〕
野 々 村 祝 夫 科 長 ( 泌 尿 器 科 ) 〔２、３号委員〕

※ 富 山 憲 幸 科 長 ( 放 射 線 診 断 ・ Ｉ Ｖ Ｒ 科 ) 〔２、３号委員〕

小 川 和 彦 科 長 （ 放 射 線 治 療 科 ） 〔３号委員〕
加 藤 弘 樹 科 長 （ 事 務 取 扱 ） ( 核 医 学 診 療 科 ) 〔３号委員〕
日 髙 洋 部 長 ( 臨 床 検 査 部 ) 〔４号委員〕
南 正 人 部 長 ( 手 術 部 ) 〔４号委員〕

※ 富 山 憲 幸 部 長 ( 放 射 線 部 ) 〔４号委員〕
※ 大 薗 惠 一 セ ン タ ー 長 ( 総 合 周 産 期 母 子 医 療 セ ン タ ー ) 〔４号委員〕

高 階 雅 紀 部 長 ( 材 料 部 ) 〔４号委員〕
※ 藤 野 裕 士 部 長 ( 集 中 治 療 部 ) 〔４号委員〕

森 井 英 一 部 長 ( 病 理 部 ) 〔４号委員〕
※ 望 月 秀 樹 部 長 ( リ ハ ビ リ テ ー シ ョ ン 部 ) 〔４号委員〕

冨 山 佳 昭 部 長 ( 輸 血 部 ) 〔４号委員〕
※ 樂 木 宏 実 部 長 ( 総 合 診 療 部 ) 〔４号委員〕
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松 村 泰 志 部 長 ( 医 療 情 報 部 ) 〔４号委員〕
嶋 津 岳 士 セ ン タ － 長 ( 高 度 救 命 救 急 セ ン タ ー ) 〔４号委員〕
朝 野 和 典 部 長 ( 感 染 制 御 部 ) 〔４号委員〕

※ 竹 原 徹 郎 部 長 ( 中 央 ク オ リ テ ィ マ ネ ジ メ ン ト 部 ) 〔４号委員〕
※ 高 階 雅 紀 セ ン タ ー 長 ( サ プ ラ イ セ ン タ ー ) 〔４号委員〕
※ 高 階 雅 紀 部 長 ( 臨 床 工 学 部 ) 〔４号委員〕
※ 猪 阪 善 隆 部 長 ( 血 液 浄 化 部 ) 〔４号委員〕
※ 樂 木 宏 実 部 長 ( 保 健 医 療 福 祉 ネ ッ ト ワ ー ク 部 ) 〔４号委員〕

渡 部 健 二 セ ン タ ー 長 ( 卒 後 教 育 開 発 セ ン タ ー ) 〔４号委員〕
上 野 豪 久 部 長 ( 移 植 医 療 部 ) 〔４号委員〕

※ 下 村 伊 一 郎 部 長 ( 栄 養 マ ネ ジ メ ン ト 部 ) 〔４号委員〕
※ 望 月 秀 樹 部 長 ( 遺 伝 子 診 療 部 ) 〔４号委員〕
※ 望 月 秀 樹 セ ン タ ー 長 ( 脳 卒 中 セ ン タ ー ) 〔４号委員〕
※ 野 々 村 祝 夫 セ ン タ ー 長 ( 前 立 腺 セ ン タ ー ) 〔４号委員〕

水 木 満 佐 央 部 長 ( 化 学 療 法 部 ) 〔４号委員〕
※ 池 田 学 セ ン タ ー 長 ( 睡 眠 医 療 セ ン タ ー ) 〔４号委員〕
※ 竹 原 徹 郎 セ ン タ ー 長 ( 内 視 鏡 セ ン タ ー ) 〔４号委員〕
※ 貴 島 晴 彦 セ ン タ ー 長 ( 疼 痛 医 療 セ ン タ ー ) 〔４号委員〕
※ 野 々 村 祝 夫 セ ン タ ー 長 ( 生 殖 医 療 セ ン タ ー ) 〔４号委員〕
※ 坂 田 泰 史 セ ン タ ー 長 ( 超 音 波 検 査 セ ン タ ー ) 〔４号委員〕
※ 澤 芳 樹 セ ン タ ー 長 ( ハ ー ト セ ン タ ー ) 〔４号委員〕
※ 奥 山 宏 臣 セ ン タ ー 長 ( 小 児 医 療 セ ン タ ー ) 〔４号委員〕
※ 江 口 英 利 セ ン タ ー 長 ( オ ン コ ロ ジ ー セ ン タ ー ) 〔４号委員〕
※ 小 川 和 彦 部 長 ( 放 射 線 治 療 部 ) 〔４号委員〕
※ 新 谷 康 セ ン タ ー 長 ( 呼 吸 器 セ ン タ ー ) 〔４号委員〕
※ 貴 島 晴 彦 セ ン タ ー 長 ( て ん か ん セ ン タ ー ) 〔４号委員〕
※ 竹 原 徹 郎 セ ン タ ー 長 ( 消 化 器 セ ン タ ー ) 〔４号委員〕

東 原 大 樹 セ ン タ ー 長 ( Ｉ Ｖ Ｒ セ ン タ ー ) 〔４号委員〕
※ 奥 山 宏 臣 セ ン タ ー 長 ( 胎 児 診 断 治 療 セ ン タ ー ) 〔４号委員〕
※ 大 薗 惠 一 セ ン タ ー 長 ( 難 病 医 療 推 進 セ ン タ ー ) 〔４号委員〕
※ 大 薗 惠 一 セ ン タ ー 長 ( 子 ど も の こ こ ろ の 診 療 ｾ ﾝ ﾀ ｰ ) 〔４号委員〕

部 長 ( 高 難 度 新 規 医 療 技 術 審 査 部 ) 〔４号委員〕
※ 竹 原 徹 郎 部 長 ( 未 承 認 新 規 医 薬 品 等 診 療 審 査 部 ) 〔４号委員〕

野 々 村 祝 夫 セ ン タ ー 長 ( が ん ゲ ノ ム 医 療 セ ン タ ー ) 〔４号委員〕
下 村 伊 一 郎 セ ン タ ー 長 ( 糖 尿 病 セ ン タ ー ) 〔４号委員〕
奥 田 真 弘 薬 剤 部 長 ( 薬 剤 部 ) 〔５号委員〕
前 田 育 宏 医 療 技 術 部 長 ( 医 療 技 術 部 ) 〔７号委員〕

※ 坂 田 泰 史 部 長 ( 未 来 医 療 開 発 部 ) 〔８号委員〕
延 原 寿 男 事 務 部 長 ( 事 務 部 ) 〔９号委員〕
脇 元 直 彦 総 務 課 長 ( 事 務 部 ) 〔10号委員〕
山 﨑 正 人 管 理 課 長 ( 事 務 部 ) 〔10号委員〕
波 多 野 恒 男 教 育 研 究 支 援 課 長 ( 事 務 部 ) 〔10号委員〕
岩 谷 好 和 医 事 課 長 ( 事 務 部 ) 〔10号委員〕
（ オ ブ ザ ー バ ー ）
高 畠 義 嗣 診 療 局 長 等 連 絡 会 議 代 表 （ 免 疫 内 科 ）

飯 島 英 樹 病 棟 医 長 会 議 長 ( 消 化 器 内 科 )

柏 木 浩 和 外 来 医 長 会 議 長 ( 血 液 ・ 腫 瘍 内 科 )

岡 本 玲 子 教 授 ( 医 学 部 保 健 学 科 ・ 看 )

小 泉 雅 彦 教 授 ( 医 学 部 保 健 学 科 ・ 放 )

山 本 浩 文 教 授 ( 医 学 部 保 健 学 科 ・ 検 )

巽 光 朗 副 部 長 ( 放 射 線 部 )

内 山 昭 則 副 部 長 ( 集 中 治 療 部 )

赤 坂 憲 助 教 ( 総 合 診 療 部 )

佐 原 亘 助 教 ( リ ハ ビ リ テ ー シ ョ ン 部 )

名 井 陽 セ ン タ ー 長 ( 未 来 医 療 開 発 部 未 来 医 療 セ ン タ ー )

山 本 洋 一 セ ン タ ー 長 ( 未 来 医 療 開 発 部 臨 床 研 究 セ ン タ ー )

中 田 研 セ ン タ ー 長 ( 未 来 医 療 開 発 部 国 際 医 療 セ ン タ ー )
竹 屋 泰 副 部 長 ( 保 健 医 療 福 祉 ネ ッ ト ワ ー ク 部 )

長 井 直 子 副 部 長 ( 栄 養 マ ネ ジ メ ン ト 部 )

酒 井 規 夫 副 部 長 ( 遺 伝 子 診 療 部 )

林 義 人 副 セ ン タ ー 長 ( 内 視 鏡 セ ン タ ー )

橋 田 剛 一 技 師 長 ( リ ハ ビ リ テ ー シ ョ ン 部 )

鍋 谷 佳 子 副 看 護 部 長 ( 看 護 部 )

谷 浦 葉 子 副 看 護 部 長 ( 看 護 部 )

岩 崎 朋 之 副 看 護 部 長 ( 看 護 部 )

佃 順 子 副 看 護 部 長 ( 看 護 部 )

《 規 程 》 大阪大学医学部附属病院運営委員会規程

《 審 議 事 項 》 ①本院の管理運営に関する重要事項の議決及び報告。

②運営企画会議で検討された事項の議決。

2 



別紙２

担当区分 氏名

人事労務
①人事労務に関すること
②看護職員の確保
③医師の処遇改善

医療安全

①医療安全管理体制担当校としての業務
（医療安全・質向上のための相互チェック及び
　ピアレビュー等）
②院内の医療の質・安全に関すること

財務
①病床運営のための経費支援
②病院基盤整備経費配分
③長期的展望に立った財務基盤の確立

がん診療

①オンコロジーセンターの運営
②がん診療連携拠点病院・がんゲノム医療中核
　 拠点病院関係
③がんプロを後継する発展的事業の開拓

教育
①研修医・新専門医制度に関すること
②メディカルスタッフに対する大学病院の特徴を
　 生かしたキャリアパス開発

診療体制
①診療体制の整備充実・病棟再編事業の発展的
　 継続
②手術・ICU運用

小児医療 ①小児医療に関すること

周産期 ①周産期医療に関すること

再開発 ①病院再開発の企画・機能強化に関する検討

研究
①臨床研究支援体制整備及び未来医療開発部
　 の強化発展
②臨床研究中核病院に関すること

救急医療 ①救急医療に関すること

中央診療施設 小川和彦 中央診療施設 ①中央診療施設に関すること

広報

①病院ニュース・アニュアルレポートの作成
②職員募集計画を念頭においた広報戦略
③市民への病院紹介コンテンツの立案
④病院フォーラムの企画

中期目標・計画 ①中期目標・計画の策定と評価

医療情報担当 ①医療情報に関すること

地域医療 ①医療情報を介した地域医療の充実

外部評価
①外部評価（特定共同指導・JCI受審）に対する
　 院内準備

女性支援 ①女性教職員の安定的就労支援

ダイバーシティ ①男女教職員の多様な働き方の確立

経営 ①経営戦略の検討

組織改革 ①事務組織の改革

広報・中期目標・計画
奥山宏臣

医療情報・地域医療
・外部評価

松村泰志

病
院
長
補
佐

小児・周産期・再開発 木村　正

女性支援・ダイバーシティ 池田　学

経営・組織改革 延原寿男

研究・救急医療 坂田泰史

副病院長・病院長補佐の所掌業務及び主な課題（令和２年度）

所掌業務及び主な課題

副
病
院
長

人事労務・医療安全 竹原徹郎

財務・がん診療 野々村祝夫

教育・診療体制 藤野裕士

ホスピタリティ 越村利惠 ホスピタリティ

①患者接遇の向上に関する取組
　（ご意見箱の対応、盗難防止対策、禁煙対策、
　 職員教育など）
②ボランティア活動の充実


